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1 ．遺構完掘風景(s→N)

e鯵争
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2 ．出土遺物





I 調査の概要

1 ．調査要項

事業名

事業委託者

事業受託者

遺跡名

所在地

調査面積

調査期間

北海道縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査

日本道路公団札幌建設局

財団法人北海道埋蔵文化財センター

千歳5遺跡（北海道教育委員会登載番号

登別市千歳町147-2, 197

1,150m'

昭和59年4月1日～昭和60年3月31日

（発掘調査期間 5月8日～7月31日）

J 03-24)

2 ．調査にいたる経緯

北海道教育委員会は昭和55年に登別市内における埋蔵文化財包蔵地の一般分布調査を実施し

た。本遺跡は， この調査によって発見されたものであるが，遺跡の位置が北海道縦貫自動車道

の予定路線内にあることが判明したため， ただちに日本道路公団と埋蔵文化財保護の事前協議

が行なわれた。しかし予定路線の変更が不可能であることが明らかになったため，記録保存のた

めの発掘調査を実施することが決定された。

範囲確認調査は同年11月に実施され，調査対象面積は3,980m'と決定，昭和57年5月から10月

にかけて当センターが発掘を行なった。 この調査の結果，縄文時代中期末から後期初頭の住居

跡・土擴が多数検出され，土器・石器などの出土遺物は約15万点におよんだ。 これらの遺構・

遺物の検出状況・分布状態を検討した結果，本遺跡の範囲がさらに西側へ続いていることが，

充分に予測されたため，北海道教育委員会は，昭和58年8月に二回目の範囲確認調査を行なっ

て，調査対象面積を1,150m2追加した。今回の発掘調査は以上の経緯で実施することが決定され

たものである。二次にわたる発掘調査の総面積は, 5,130m'となる。

3 ．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理 事 長

調査部長

調査第四班長

文化財保護主事

中村龍一

竹田輝雄

鬼柳 彰

西田 茂

（発掘担当者）

中田裕香

和泉田 毅

嘱 託

『『

1



4．調査の要約

出土した土器のほとんどは，北筒式，煉瓦台式．余市式などの縄文時代中期後葉～後期前葉

のものである。ごくわずかに中期の円筒上層式、後期の手稲式，堂林式なとゞが出土し，早期の

貝殼腹縁文土器もある。遺構は住居跡11か所，土壌43か所，遺構に付属しない焼土l1か所を検

出できた。住居跡はすべて縄文時代中期末葉～後期前葉の頃のものである，

石器は，石鑛石槍， ドリル， スクレイパー，石斧，石Ⅱなど縄文時代に通有のものが出土

している。土製品は三角形のもの，石製品には垂飾，青竜刀形石器，石刀， オロシガネ状石器

なと、がある。

なお遺構中および包含層から検出された資料の放射性炭素による年代測定結果はつぎの通I）

である。

KSU.964 H-23床面出土の炭化物 4,210±55 B・P.

KSU.965 E-100-d-イ 暗褐色士Ⅱ層下層出土の炭化物 4,110±70 B.P.

KSU.966 E-1-c-ハ 暗褐色土Ⅱ層出土の炭化物 4,200=t45 B.P.

※ このうちコード名KSU､966に用いた資料は， 発掘調査時から多量の炭化果実か認められていたものの一

部である。 このE-1-cハ区出土の炭化物の一部を矢野牧夫氏（北海道開拓記念館） に、 肉眼，実体顕微鏡

等で鑑定していただいた結果， 次のようなことがあきらかになった。

①鑑定に供した資料のす~べては、加熱によるいちじるしい炭化を受けている。

②クリ (Casta,'eacrenataSI !<脇~etZucc) とオニクルミ (JuglansmandshuricavarsiebolbianaMAK)か

認められる。 クリの大きさは， 長さ14mm、幅16mmていどのものが多い。

③このほかに、広葉樹の木片もある。

図版1－1 遺跡周辺風景（昭和55年1 1月）
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II 調査の方法と遺物の分類

1 ．調査の方法

（1） 調査のねらい

昭和57年度の発掘調査によって， この遺跡では，縄文時代中期後葉から後期前葉にかけての

遺構遺物が密集して検出されることが， 明らかになっている。今回の調査区は， 57年度調査

区の西側につづく部分であることから，次の3点を目標においた。

①：遺物包含層の土層の変化が微妙であり，遺構の掘り込み面の把握は困難であることが予

想されるが，遺物の出土状況を参照しながら，掘り込み面の確認につとめる。住居跡調査の場

合は，構築時の排士，遺構を埋積した士などを識別することによって，重複したものの先後関

係を明らかにすること。

②：出土する土器は，縄文時代中期後葉から後期前葉の時期の，北筒式，煉瓦台式，余市式

などが大半をしめることが予想される。 これら， きわめて接近した時期の資料の先後関係を，

出土の状況などから， 明らかにすること。

③：前回の調査によって出土した石器の大半は，縄文時代中期後葉から後期前葉の時期のも

のて､あるが， ごく少数，縄文時代早期・前期・後期中葉のものと考えられる石器も出土してい

る。 この縄文時代中期後葉から後期前葉の時期の良好な石器群の把握につとめること。 また，

縄文時代早期・前期・後期中葉とみなされる石器の出土状況を， 周辺の遺跡との関連も含めて

99 ’CO ， 2 3 4 5 6 7 把握すること。

| |M~| "| : なお, H筒和58年8月,こ北海道教育褒賞会文化課が～

魚I

～

腐茸葵 おこなった範囲確認調査で得られた資料の一部は，

図Ⅱ－1に示すとおりである。
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eャ （2） 発掘区の設定

前回の調査で使用したグリッドを延長して，発掘

区を設定した。詳細は，次のとおりである（図Ⅱ－2）。

’ 57年度発掘調査灰

｛I

卜
、

l

」会lソ~"､V

{I
O IOm

－ l I

1 且旦旦 0m

／○

Ｌ
Ｉ

色
し

｝〔山灰
ﾉ<山灰

l l l l
、ト／

I i. . ． 3．旧表土

4.略灰色火山灰
5.黒色土

が互層に堆枝
8.黒色土十火山ルペ

（ 1降石を含む）

図Ⅱ－1 範囲確認調査の平面図と土居図
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道路予定線内の中心線杭STA69+0OとSTA 70+00を結ぶ直線を基準線とする。そして．

STA 70+O0を基準点として10mごとの方眼を区切る。この10m方眼は，その北西の交点をも

ってアルファベットと算用数字の組みあわせで呼称する(例B-1)。 この10m方眼を5m方眼

に4分割し, 5m方眼をさらに2.5m方眼に4分割する(図Ⅱ-3)｡ 5m方眼も, 2.5m方眼も

ともに北西の交点をもって呼称いずれも反時計まわI)に, a, b, c, dと， イ， ロ，ハ，

二で表示する。 したがって, 2.5mグリッドの表示は, C 1-dニのようにおこなう。

、 ー

、
一

/

一

←室IMI
一

67 ----弓F---－二旦竺
72

68 69

「
Ｚ

、

’
一

一

一

、
ハ

口
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｝

／
／~

／

~／

乳一J
ｍＯＯＯ５ノ

ー

図Ⅱ－2 工事区域と発掘調査区

(3) 土層の区分 lIOO

土層の区分は，前回の調査による成果をふまえて，降下火山

灰層等の無遺物層と， 暗褐色土の遺物包含層とでは異なる表示

方法をとった。調査区域内の丘の部分と沢の部分では，土層の

堆積状態に大きなちがいが認められたことと，遺物包含層部分

をほぼ推定できるようになっていたからである。

図Ⅱ－4には，前回の調査報告書で示した基本層序と，今回の

，
｜ ‐
d二

｜ハ

イ
ー
｜
ロ

．

b C

ヨ

遺物の取りあげ層, F100-d-二, F 1 dにおける土層柱状図Ⅱ－3 グリッドの呼称模式図

図を示した。遺物包含層は, F 1-dでは地表下55cm～85cmに, F-100 dでは地表下130cmJ<

'）も深いところである。 この遺物包含層を， さらに適宜細分したところもある。細分にあたっ

ては，軽石の有無色調の変異、 その土層のひろがり， 人為的堆積土なと．の明確な区分ととも

に，発掘時点での感覚的な判断に依ったところもある。
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（4） 発掘の手順と遺物のとりあげ

遺構,遺物が密集して検出されることが予想され,さらに包含層の厚さが場所によって10～80

cmと大きな差異があることが推定された。遺構，包含層を適確に把握して，遺物の平面的ひろ

がりを理解するために，発掘の手順，遺物の取')あげは， 次のような方法をとった。

2.5mグリッドの周囲に'E10cmの土層観察用ベル|､を残しながら，平面的に掘り下げ,土層の

変化，遺物の出土状態に応じて遺物を区別し， メモを残してとりあげをおこなった。遺構と関

連するものと考えられる遺物は，写真撮影， 出土状況区l作成の後にとりあげた。 また遺構の床

面や焼土，微細遺物の密集部分なと、については，水洗い，水浮かしなと．によってとりあげたも

のもある。

図版Ⅱ－2 作業風景(s→N)
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図II-5　東西メインベルトセクション図(南面)
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（5） 整理の方法

出土した遺物は，野外調査と並行して現地で水洗・注記作業をおこなった。小片あるいは微

細なものを除いて，大多数の遺物には，発掘区と土層を注記してある。遺物台帳作成，遺物の

分類・計測，遺構台帳作成等ののち，土器の復原．土器・石器の実測・製図，遺物集計および

その他の記録類の整理をおこなった。

遺物は，遺構別，発掘区別，分類別に， う°ラスチックコンテナ（縦60cm×横40cmで，深さ9

cm, 15cm, 25cmの3種類）に納め，遺物収納台帳（索引簿） を付して，遺物台帳等の諸記録と

ともに保管される。

遺物および記録類のすべては，北海道教育委員会が保管する。

図版Ⅱ－3 室内整理作業風景
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2．遺物の分類

出土した遺物の分類は，従来， 当埋蔵文化財センターが使用している分類規準によった （註

l)。

この分類基準は，新千歳空港建設用地内における美沢川流域遺跡群調査の成果をもとに作成

し， のち北海道縦貫自動車道江別地区の発掘資料により修正したものである。今回は， さらに

北海道縦貫自動車道登別地区および白老地区の発掘資料による追加をおこなっている （註2)。

土器は，縄文時代早期に属する資料をI群とし，以下順次前・中・後・晩期を， Ⅱ群， Ⅲ群，

Ⅳ群, V群とした。続縄文時代や擦文時代に属する資料は出土していない。

石器については，定形的な石器をI群～Ⅷ群に分け，石器のつく りかたにかかわる石核，剥

片類をⅨ群とし，定形的な石器としては認定しがたいものを，加工痕や使用痕のある剥片・礫

としてX群をもうける。その他の礫石製品，土製品，骨角器，漆器，木製品などには，分類

記号はない。

註l 『社台l遺跡・虎杖浜4遺跡・千歳4遺跡・富岸遺跡」㈱北海道埋蔵文化財センター昭和55

年度

註2 『川上B遺跡』， 『千歳5遺跡』， 『虎杖浜3遺跡」側北海道埋蔵文化財センター昭和57年度

土器

<I 群＞

縄文時代早期に属する土器群 本群はa, bの2類に分類され，後者はさらにb-1, b

-2, b 3, b-4の4類に細分される。

a類 貝殼文，条痕文のある土器群

b類 縄文，撚糸文，組紐圧痕文，貼付文等のある土器群。今回の調査では出土していな

い。

b 1類束釧路Ⅲ式に相当するもの

b 2類コッタロ式に相当するもの

b-3類中茶路式に相当するもの

b 4類東釧路Ⅳ式に相当するもの

<Ⅱ群＞

縄文時代前期に属する土器群 本群はa, bの2類に分類され，前者はさらにa-1, a

－2の2類に細分される。

a類 縄文尖底土器群 今回の調査では出土していない。

a-1類棡文土器とそれに伴う斜行縄文，羽状縄文，組紐回転文等の施された土器群

a-2類春日町式， 中野式に相当するもの

1尺
ユqJ



b類 円筒下層式に相当するもの今回の調査では出土していない。

〈Ⅲ群＞

縄文時代中期に属する土器群 本群はa, bの2類に分類され，後者はさらにb-1 , b

-2, b 3類に細分される。

a類円筒土器上層式に相当するもの

b類

b-1類天神山式，見晴町式に相当するもの

b-2類柏木川式，大安在B遺跡出土資料に相当するもの

b 3類北筒式， ノダ､ツフ°Ⅱ式，静狩式，煉瓦台式に相当す~るもの

<Ⅳ群＞

縄文時代後期に属する土器群 本群はa, b, cの3類に分類される。

a類 余市式，入江式に相当するもの入江貝塚第3貝層出土資料(註3） ， 烏崎遺跡出土

資料（註4），大津遺跡B地点出土資料（註5）に相当するものと，涌元式，手稲砂山

式（註6） に類似するものを含む。

b類 船泊上層式，手稲式および茶津洞穴Ⅳ層出土資料(註7）に相当するものウサクマ

イ遺跡群C地点出土資料（註8）に類似するものを含む。

c類 堂林式および茶津洞穴Ⅲ層出土資料に相当するもの

<V群＞

縄文時代晩期に属する土器群 本群はa, b, cの3類に分類される。今回の調査では

出土していない。

a類 大洞B式，大洞BC式に相当するもの上ノ国式に類似するものを含む。

b類 大洞C[式，大洞C2式に相当するもの

c類 大洞A式に相当するものタンネトウL式を含む。

名取武光・峰山厳昭和33年 「入江貝塚」 『北方文化研究報告』第十三輯

森町教育委員会昭和50年 『烏崎遺跡』

松前町教育委員会昭和49年 『松前町大津遺跡発掘報告書』

石川徹昭和42年 「札幌郡手稲砂山出土の土器について」 『北海道考古学』 3

小樽市博物館昭和37年・昭和45年 『茶津洞窟遺跡群』

千歳市教育委員会昭和49年 『ウサクマイ遺跡群とその周辺における考古学的調査』
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石器

<I 群＞ 石鍍・槍先類

A:石雛

1 :石刃鑛（今回は， 出土していない）

2 ：細身で薄いもの基部が内湾するもの

a :柳葉形のもの

b :五角形になるもの（今回は， 出土していない）

C :大きめのもの（今回は， 出土していない）

3 ：三角形のもの

（基部にえく．りのあるものも含む）

4 ：茎が明瞭に見られないもの

（ひし形のもの，基部が丸くなるもの）

5 ：茎をもつもの
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〈Ⅲ群＞ ナイフ・スクレイパー類

A:つまみ付きナイフ

l :二次加工が片面全体に施され， その面の右側縁に急

角度の刃部をもつもの

2 ：二次加工が片面全体に施されるもの

3 ：二次加工が周辺に施されるもの

4 ：両面加工のもの

5 ：横形のもの

一

琴
IIF3ここ二二＝

1
IIIA5

I

：破片など

：今後，分類を必要とするもの

スクレイパー

：石くらと称されるもの
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：エンド ・スクレイパー
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l :擦り切り手法によって製作されたもの

2 ：敲打痕（ペッキング）のみられるもの

3 ：打ち欠きによる整形がみられるもの

4 ：素材を大きく変形することなく ， 刃部のみに磨きか

みられるもの

5 ：全面磨製のもの
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１
8 ：素材，未製品．すり切り残片，破片なと

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:石のみ

<V群＞ たたき石， 台石類

A:たたき石

IVB
0ミニュノ／

l l
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棒状の一端， もしくは両端にたたき痕がみられるも

の

扁平礫の周辺にたたき痕がみられるもの

扁平礫の腹背面にたたき痕がみられるもの

（くぼみ石と称されるものを含む）

円礫状のもの

1

晴一~｢－~､′ 声T、 ~アミ

nn"戸l
翅Lト雲旋‘
ﾙｰｰL一グミ公1

啄

凧
トー－－－4

ご
鵬3

－具 1mへ

２

３

4

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:台石（石器製作， その他の作業でテーブルとなったも

の出土状態などの状況証拠を重視）

1 ：台石（板状の面の平坦面に使用痕がみられるもの）

恥3

心
VIA1

声ﾗ庭-－雨△上菫 I破片など

今後，分類を必要とするもの

群＞ すり石・石皿類

８

９

Ⅵ
く

－－－【

V
～

－－~-------－--- 〆一､ _〆

’
L ４

A:すり石

1 ：断面がすみまる三角形の礫の稜をすったもの

2 ：扁平礫の側縁をすったもの

3 ：扁平礫を半円状に粗く打ち欠き弦をすったもの（今

回は， 出土していない） －’ た－－－－－一｛
VIA4

4 ：北海道式石冠と称されるもの

5 ：円礫状で，すり面ｶﾞ曲面のもの（側辺にたたき痕が

みられるものが多い）

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

B:石皿（すり面のあるもの）

1 ：石皿（板状の石の平坦面に，広くすり面がみられる

もの）

（
し

I

’
1

1

～_ノ

VIB
圭
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8 ：破片なとﾞ

9 ：今後，分類を必要とするもの
いしのこ といし

<Ⅶ群＞ 石鋸・砥石類

A:石鋸

1 ：石鋸（刃部が直線状になるもの）

戸=靴
(鑿堂圭ｼ/L

VIIA1
一
門
－

１

VIIB1

司 1
II

~
~
~

：破片なとﾞ

：今後，分類を必要とす~るもの

砥石

：研磨面に溝があるもの

：板状のもの（破損したもの力§多い）

：角柱状のもの（4面を使ったものが多い）

８

９ 端
卜
Ｌ

||グ

二二ｲｰﾐ］
B

１

２

３

＝三う VIIB2

ー

1｢－1
11~11

4造ごll
VIIB3

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの
いしおもり

くⅧ群〉 石錘類（今回は， 出土していない）

A:石錘

1 :打ち欠きを4ヶ所にもつもの

2 ：長軸の両端に打ち欠きをもつもの

3 ：短軸の両端に打ち欠きをもつもの

噂
密輸瀞

IXA

簿樗
と二コ XA

型I 灘
＊＋製品

8 ：破片など

9 ：今後，分類を必要とするもの

くⅨ群＞ 石核・剥片類

A:石核（剥片石器の素材となる原石等も含む）

B:剥片・破片

<X群〉 加工痕，使用痕のみられる剥片・礫など

A:

l :剥片に加工痕か見られ，今後，分類を必要とするも

の(定形的な石器としては認定されないもの。彫器，

ピエス・エス・キーユと呼称されるもの。それらの

削片などを含む）

2 ：剥片に使用痕がみられるもの

B :礫に加工痕・使用痕がみられ，今後，分類を必要とす

るもの

に三:、、

I

’
1 1’

グ
テ~

~
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Ⅲ遺跡の環境とルミ地

1 ． 自然環境

誌11）

登別市は北海道の南西部に位置している。北から火山地帯・高原状台地・沖積平野と，北に

高く南に低い地形で，南側は太平洋に面している。気候は温暖で，冬季は西～北西，夏季は東

～南東の風が多く吹く。海洋の影響を強く受けるため，昼夜・夏冬の温度差は内陸部にくらべ
局tl21

て少ない。
iIZ(3j

登別市の中央部に広がる札内台地は，ほぼ北西から南東に向って流れ,太平洋に注ぐ幌別川・

登別川・来馬川なと÷の中小河川によって谷が深く形成されている。
おかしくつ謎(4)

千歳5遺跡はこれらの河川の一つである岡志別川の上流域左岸に位置し， 谷の開口部より約

0.5km上流左岸の平1日地（標高20m)およびそれに続く丘陵西斜面（標高20～33m)にある。岡

志別川は札内台地中央付近に源を発する延長約5kmの河川で，千歳町を経て太平洋に注いでい

る。千歳5遺跡が所在する上流部分はハルキオカシペツ[harki (左の) okas-pet (オカシペツ

川)〕 と呼ばれている。
誰(訓

今回の調査区は， 57年度発掘調査区の西側に隣接し， 谷底の平坦地で古くから畑地，町道と

して利用されていた。当地区の北・北東側の丘陵は札内台地中央部より南へのびる尾根の一つ

で， この付近は戦後放牧地として利用されていた。 しかし現在ではクマイザサと灌木の疎林と

なっている。

ハルキオカシペヅは，最寒冷期の海水面低下の頃と推定される谷地形の形成以後，徐々に水

図Ⅲ－1 遺跡周辺の地形および概念図
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位が上昇したものと考えられる。昭和58年9月25日の豪雨のとき，ハルキオカンペ､ソは洪水を

起しているが，今回の調査区内にも縄文時代以降いくたびか洪水を起した痕跡がみられた。図

Ⅱ 4の土層柱状図，図Ⅱ 5の土層断面図には，砂礫層，砂層， シル|､層の互層が認められる。

また調査区のあたりは，泥炭層の発達する比較的平静な滞水期も認められ， その泥炭層のなか

には降下火山灰7枚以上がよく封じこめられている。それらの降下火山灰のうちで図Ⅱ－4の4
注(6）

は，噴出源が白頭山と推定される苫小牧火山灰と呼ばれるもので，厚さ4～6cmほどの良好な
註(7)

堆積状態である。同じく図Ⅱ－4の7は有珠bと推定される。

2 ．千歳5遺跡周辺の遺跡

北海道教育委員会作成の埋蔵文化財包蔵地分布図には，本遺跡のほかに千歳1遺跡・千歳2
調8）

遺跡・千歳3遺跡・千歳4遺跡･千歳6遺跡・千歳7遺跡の7か所の遺跡力ざ登載されている （図
注(9)

Ⅲ－2参照)。このうち千歳1 ･4 ．5･ 6遺跡は発掘調査が行なわれ，千歳1遺跡を除< 3遺跡は
誰(lOl

すでに報告書が刊行されている。

千歳1遺跡は岡志別川下流右岸南西部の河岸段丘上に所在し，縄文時代前期の遺物・遺構が
注〔1 11

検出されている。千歳4遺跡は岡志別川支流のエコイカウンオカシペツ川とシンノシケウンオ

カシペヅ川の合流点に近い丘陵西斜面に所在し，縄文時代早期の遺物， 中期後葉から後期中葉
識{121

の遺物・遺構が検出されている。千歳6遺跡は岡志別｝ | |下流北東岸の台地端部に所在し，縄文
註(131

時代早・前期の遺物， 中期後葉から後期中葉の遺物・遺構が検出されている。 また千歳2遺跡

は岡志別川下流の北東岸，千歳6遺跡の南東海岸寄りに所在し，縄文時代早期から後期の遺物
it(Ⅱ）

と恵山式土器片が採集されているという。千歳3遺跡は千歳4遺跡のほぼ北， エコイカウンオ
正( '5）

カシペツ川の左岸，丘陵裾部に所在し， 恵山式土器片が採集されている。千歳7遺跡はハルキ

オカシペツ川とシンノシケウンオカシペツ川の合流点付近，千歳6遺跡の北西に所在し，縄文
益(16）

時代中期の土器片などが採集されている。 これらの遺跡はほぼ札内台地の南西部， 岡志別川の

本・支流付近に近接し， 立地条件も非常に似かよっている。遺物の出土状況，遺構の検出状態

などから見ると，縄文時代早・前期と，縄文時代中期後葉から後期中葉にかけて， さらに続縄

文時代と人々の生活の場となっていたと考えられる。

この他に幌別川･来馬川･富岸川沿いには来馬チャシ･片倉遺跡など十数か所の遺跡が報告され，

また埋蔵文化財包蔵地調査カードに登載されている(図Ⅲ－2参照)。このうち幌別川と富岸川の

ほぼ中間地点,丘陵先端部に所在する川上B遺跡は．当センターにより継続して発掘調査が行な
商I:(1，

われており，縄文時代早期から後期にいたる遺物遺構が検出されている。 また冨岸遺跡も当セ
向l: I1p

ンターにより発掘調査が行なわれ,縄文時代早期から後期の遺物が検出されている。

このように札内・高野台の台地が海岸近くまでのびる幌別・冨岸地区は上述のように多くの

遺跡が点在している。 とくに台地の先端部， しかも台地を縦断する中小河1 1 1の周辺部には縄文

時代早期から中・後期にかけての遺跡が多い。 また台地と海岸にはさまれた帯状の平野部には

22
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証(19」

縄文時代晩期・続縄文時代・擦文時代の遺物が採集されている。 このようなことからこの地区

周辺はほほ継続的に人々の生活の場となっていたことがわかる。

註(1) 東は東経141｡11'22''から西は東経140｡58'15''まで,南は北緯42｡20'59''から北は北緯42｡33'13''にお

よんでいる。 （登別町史編纂委員会『登別町史』 「第一編第一章一位置・面積・境界」昭

和42年刊参照）

登別町史編纂委員会『登別町史』 「第一編第一章五気候」昭和42年刊参照。

標高100～200mの地帯で,地形は緩傾斜ないし緩波状段丘である。クッタラ火山から噴出した

登別熔結凝灰岩を基岩とし， その上に火山性の土壌がのっており，未耕地にはカシワ・ ミズナ

ラ・カバ類・イタヤ類が混生し，下草にはクマイザサ・ ミヤコザサがはびこっている。 （登別

町史編纂委員会『登別町史』 「第一編第一章二地勢」昭和42年刊参照）

「幌別町のアイヌ語地名」 （知里真志保・山田秀三『北方文化研究報告」第十三輯昭和33年

3月）には「語源はよくわからないが, O(川尻), Kas(魚捕小屋), Un(ある) , Pet(川)のよ

うにも聞える」 と説明されている。 また山田秀三氏は『北海道の地名』 （北海道新聞社刊昭

和59年10月31日発行）で「他地名の同名，類名から考えるならば， オ・カシ ・ペツ『O-Kash

Pet川尻に．仮小屋（ある) ･川』 と解すべきであろう」 としている。

「千歳5遺跡」助北海道埋蔵文化財センター調査報告書第12集昭和57年度

北海道教育大学春日井昭教授（札幌分校地学）の御指摘による。

北海道火山灰命名委員会

登別市教育委員会「札内台地の繩文時代集落祉一北海道登別市千歳6遺跡発掘調査報告書」

1982年第一章第一節には,千歳6遺跡の東側，丘陵舌状部分に四か所の遺物散布地が報告さ

れている。

昭和57年度に当センターによって今年度調査区に隣接する東側斜面3,980m3の発掘調査が行な

われ，昭和58年3月に報告書が刊行されている。

千歳1 ． 6遺跡は昭和56年度に登別市教育委員会により発掘調査が行なわれ，千歳6遺跡につ

いては昭和57年3月に報告書か刊行されている｡千歳4遺跡は昭和55年度に当センターにより

発掘調査が行なわれ，昭和56年3月に報告書が刊行されている。

登別市教育委員会「札内台地の繩文時代集落祉一北海道登別市千歳6遺跡発掘調査報告書」

1982年第一章註(3) 19頁。

「社台1遺跡・虎杖浜4遺跡・千歳4遺跡・富岸遺跡」肋北海道埋蔵文化財センター調査報告

書第1集昭和55年度。

登別市教育委員会「札内台地の繩文時代集落趾北海道登別市千歳6遺跡発掘調査報告書」

1982年。

登別町史編篁委員会『登別町史』 「第一編第一章三登別町の遺跡」昭和42年刊によると

「北海道ソーダエ場裏」 とされるものが千歳2遺跡に相当するものと思われる。

北海道教育委員会埋蔵文化財包蔵地調査カード千歳3遺跡昭和55年11月12日作成

北海道教育委員会埋蔵文化財包蔵地調査カード千歳7遺跡昭和55年11月12日作成

「川上B遺跡」肋北海道埋蔵文化財センター調査報告書第13集昭和55．57年度

註(12)に同じ。

登別町史編纂委員会『登別町史』 「第一編第二章三登別町の遺跡」 「第三章一幌別地

区」昭和42年刊

註(2)

註(3)

註(4)
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－1 遺構位置図

25



図版Ⅳ－1

齢
》

遺跡全景（昭和57年度W→E)

発掘前風景（昭和59年度W→E)
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図版Ⅳ－2

遺構完掘風景（北地区S→N)
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図版W-3

東西メインベルトセクション（中央S→N)

南北メインベルトセクション(→F-2-b←W→E)南北メインベルトセクション（→G-2-a←W→E)

東西メインベルトセクション（北

、汽鐸『．
、 ‘ －－－壹 竺‐

§； ‘ 、 ．

琴

‐

写

》

■

蹄

『

~

画

・

ｊＮ

〆

尹

一

一

一

一

（
一
） E－1－C南北セクション(w→E)

G－1－d－ハ北セクション(s→N) E-100-d 東西セクション(N→s)
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図版W-4

作業風景（黒色土除去SE→NW)

~~暗褐色土I層出土遺物(G-1-d S→N)

鱗
暗褐色土I層出土遺物(D-100-d一二 S→N)作業風景（北地区暗褐色土I層除去S→N)
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図版Ⅳ－5

作業風景（南地区暗褐色土Ⅱ層上層除去W→E)

作業風景（北地区 暗褐色土Ⅱ層上層

除去S→N)
ま

暗褐色土Ⅱ層上層出地遺物

(G-2-C S→N)
f

『

暗褐色土Ⅱ層上層出土遺物

(F－1－d一二 S→N)暗褐色土Ⅱ層上層出土遺物

(D－1－C－イ E→w)

作業風景（暗褐色土Ⅱ層下層除去S→N)

率’鍾鍵§ ~農""侭職捧…墨壷熱
暗褐色土Ⅱ層下層出土遺物

(F-2-a－イ SE→NW)

暗褐色土Ⅱ層下層出土遺物

(F-2-a－イW→E)
作業風景（南地区暗褐色土Ⅱ層下層除去W→E)
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図版Ⅳ－6

燕
遺構調査風景(H-23 E→w) 遺構調査風景(H－24W→E)

土層剥ぎ取り作業風景(SW→NE) 遺跡冠水状態(s→N)

発掘調査終了時の遺跡周辺風景(sw→NE)
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1 ． はじめに

本遺跡の調査により竪穴住居跡11か所，土壌43か所の遺構が検出された。本章ではこれら遺

構の構造と出土遺物について記述する。遺構番号は昭和57年度からの継続番号とし，検出順に

付した。土擴はP-38から87まで､の遺構番号を付しているが， このうち41, 42, 43, 60, 62, 68, 72

は欠番となっている。遺構の平面形･規模は確認面でのものである （長径･上場／下場×短径・

上場／下場×最深長)。また出土遺物の計測値は最大値を示し，破損品については（ ）で現存値

を示している。 P-45.46, P-53･54, P-58･61はまとめて記載した。

2 ．住居跡
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図Ⅳ－2 H-21実測図

層位 1．黄灰色火山灰 2．暗褐色土I層 3．暗褐色土II層上層 4.暗褐色士（少量の木炭，

赤褐色火山灰，軽石を含む） 5．黒褐色土(火山灰を多く含む） 6． 暗茶褐色土 7．茶褐色土(粘

質） 8．焼土 9．暗茶褐色土（木炭を多量に含む) 10.暗褐色土11層下層

D-100-d イ・ロ･ハ･二．調査区北西，北から南へ傾斜す~る緩斜面に位置している。ほぼ南北

に掘られた溝（地元の人々の話によると，戦時中土管を埋設するために掘られた溝であると

いう）の東壁断面を観察したところ，暗褐色土Ⅱ層下層上面よりの落ち込みが認められ，住居跡

であることを確認した。 くぼみの中央で直交するセクションベルトを残し掘')下げ､たけれども，
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図版Ⅳ－7 H-21完掘(s→N)

図版Ⅳ－8 H-21南北セクション(w→E)

北壁以外は立ちあがりが不明瞭で，全体の平面形，規模はわからない。住居跡の東側では地山

の掘り込みが二重にめぐるような形状を示しているが，二つの住居跡が重複している可能性も

あるが，積極的な証拠は認められなかった。床面は南に傾斜している。柱穴と思われる小ピッ

トは四個検出されている。北側では楕円形と隅丸長方形のピットが検出されたが， これらは住

居跡にともなうものと思われる。

床面から出土した深鉢（図Ⅳ3 1）は， 口唇が平坦で縄文が施されている。当遺跡から出

土している北筒式土器相当の土器の中でも新しいものであろう。 このことから当住居跡の構築

時期は縄文時代中期後葉と推測される。

図Ⅳ－3 4の石雛は， 図Ⅳ－2の台石(S 1)の下から出土している。
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図Ⅳ－3 H-21出土遺物（床面）

図版Ⅳ－10 H-21出十遺物

（図Ⅳ－3 ）
図版Ⅳ－9 H-21出土遺物（図IV－3 1 )
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図IV－7 H-21出土遺物（覆土上層）

図版Ⅳ－14 H-21出土遺物（図Ⅳ－7 )
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表Ⅳ－1 H-21出土遺物点数一覧

図爵号 ｜名 称 出土層位｜分 鯛 内面色調｜外面色調｜胎士色調 湯傭

口径25.4cm器高(23.0cm)内面は凹凸が多く 、不定方向にナテ調整．

内面はタテ方向にナデ調整。焼成良好堅散。
内面はていねいなヨコナテ調整。小型・薄手．全体に軟質、調整。 ′1,M1』 全体に軟質：

末 面 淡褐色

暗灰色

暗灰色

淡褐灰色

淡黒褐色

淡褐灰色

淡褐色

暗灰色

暗灰色

明褐色

暗灰色

暗灰色

暗褐色

暗灰色

暗灰色

図Ⅳ－3 1

2
句

口

土 器
〃

〃

淡茶灰色

淡禍色

暗黒褐色

淡茶灰色

樅黒色

淡褐灰色

ⅡI b 3

Ⅳa

葱土下層 二条の繩線文．全体につく りは粗雑である‐

小型・薄手，全体に長石・石英を含む。
内面はタテ・ ヨコ方向に調整㈹焼成良好一

内面に縄文あ')，その上に部分的にヨコ十ﾃ痕一胎土は粗い

全体に軟質，胎土は繊密。長石を多く含む，
内面はていねいなヨコナテ調整。砂粒が多い。
長石・石英・ '1,石が入')器面にひび割jLがある。

内面研磨．外面には縄文暦り消し。焼成良好堅徴。
内面はていねいなヨコナデ調整．焼成良好堅徴。
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図Ⅳ－8 H-22実測図

層位 1．暗褐色土I層 2．暗褐色土I層上層 3.暗黒茶色土 4． 暗黒茶色土（軽石を多く含

む。下層に炭化物を含む） 5.暗黄茶色土(焼土を含む） 6．茶黄色士（汚れている） 7．暗黒茶色

土十焼土 8．褐色土（軽石を少量含む） 9．暗茶灰色土 10.黒褐色土（砂質) 11.暗茶褐色土

12. 暗黒茶色土13,地山

C100-c-p・ノ､, C100

d-1･ロ･ハ･ニ,C 1-a-"f .

p, C-1 bイ，調査区の北

部，東から西へゆるやかに傾

斜する尾根の先端部に位置し

ている。壁の立ちあがりは北・

東側の一部を除き不明である

が，小ピットの検出状況から

見て，長軸方向N→W18o，

南北約6.40m,東西約4.50m

のほぼ長円形の平面形と思わ

れる。 C100 c二区を掘l)

下げ､たところ地山上で焼土か
図版Ⅳ－15 H-22完掘(N→s)

qワ
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図版Ⅳ－16 H-22東西セクション(s→N) 図版Ⅳ－17 H-22遺物出土状況と石組炉跡(W→E)

検出された。付近を精査すると，焼土を囲むように軽石が5個検出された。南北二本，東西二

本のセクションベルトを残し全体的に掘り下げた結果，住居跡であることを確認した。 この地

区は道路敷設の際ほとんどが削平されており，掘り込み面を確認することができなかった。床

面は束．北側でわずかに地山を掘り込んでつくられており、西に向って傾斜している。また中央部東

寄りには10～20cm程の段がある。検出された3か所の石組炉跡の石が置かれている面が床面と

思われる。小ピットは全部で32検出された。外側の小ピッ |､はほぼ垂直に掘られている。石組

炉跡は中央部長軸方向に3か所検出された。 3か所とも掘り込みはなく ，焼土を囲むように軽

石，河原石が数個並んでいるにすぎない。 これらの先後関係は不明である。ほぼ同時に使用さ

れていたかも知れないが， 判断しがたい。

北側の石組炉跡の北西側，床面上から内面を下にし，押しつぶされた状態でⅣ群a類（余市

式） に相当する土器が出土している。

Ｉ
2

＝〆 4

患憾
6＜二＞

霧W霧
● 7

、

図Ⅳ－9 H-22出土遺物（床面）
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表Ⅳ－3 H-22出土遺物点数
睦
阜

図番号｜名 称｜出土噌位分 期｜内面色調｜外面色調｜胎土色調 傭
変

．

ﾏト 嬰
十 灯す 未 阻

~~〃

淡灰色

淡褐色

淡灰褐色

暗褐色

黄灰色

明褐灰色

明褐燈色

灰黄色

暗黒褐色

暗褐色

淡褐色

褐 色

１

１

ｏ

ｑ

Ｊ

Ｖ

Ｖ

Ｉ図
Ⅳa 暗茶灰色

暗褐灰色
口径26cm器高(21 .6〔､） 口唇は平瞳。焼成良好堅徴。
内面は凹凸が多い。 タテ方向にナテ痕あI)。焼成良好堅敬。

内面は凹凸が多い。全体につく りが粗雑である。堅い．

内面はタテ方向にていねいなミガキ調整。焼成良好堅徴。
内面はていねいなヨコ十ﾃ調整．外面に縄文端による押しびき痕あ') 。堅散
内面は不定方向に十ﾃ痕あ|) 。胎土に8～9mm大のﾉ1，石が入ふ胎土は粗い
内面はていねいなヨコナデ調整。 ﾉ1,型・薄手、
口唇は平坦.内面･口唇はていねいなヨコナデ調整長石を多量に含む‐

内面はナデ調整。外面は棒状器具による粗雑な沈線。小型・薄手、
長石・小石を多く含む。胎土は粗い。
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全体につく ')が粗雑で軟質。
内面はていねいなヨコナデ調整．胎土は軟質で敬密．
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名 称 ｜ 出土層位 ｜ 分 類 材 質 ｜ 長さ(cm) | 幅 ((m) | 厚さ(Lm) | 重さ(g)号
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図Ⅳ－12 H-23実測図

層位 l.撹乱 2.淡灰褐色火山灰 3．黒色土 4.暗褐色土I層 5．暗褐色土II層上層 6．

暗黒茶色土（砂質） 7．黒茶色土 8．暗茶黄色土(⑦より大きな軽石を含む） 9．黒褐色土（砂質）

10．黒茶黄色土(⑦＋炭化物十少量の黄色土) 11.淡黒色土 12．暗黄褐色土13．焼土14.黄灰

色土（焼土，骨片を含む) 15.暗茶色土（炭化物を含む) 16.暗褐色土II層下層

D-100 c-ハ･ニ, E-100-d-=, D 1-b-/f ･p･ハ･ニ, E 1-a-イ，調査区中央部北側，

南へ傾斜する緩斜面に位置している。北壁は地山を掘り込んでいる。床面はほぼ平坦であるが，

わずかに南へ傾斜している。長軸方向N→E72.5｡, 東西約5.92m,南北約4.90mの隅丸長

方形であろうと思われる。北壁の最深長は約0.44mである。掘り込み面は暗褐色土Ⅱ層上層中

か上面と思われる。北・北西壁の立ちあがりは確認できたけれども，他の壁は明瞭で､はない。

床面の東側では地山より1Ocm程上に軽石・炭化物・黄色土を多量に含む暗茶色土が堆積してお

') ，石組炉はこの層の上にすえられていた。 この汚れた土の上面が生活面と考えられる。石組

炉跡の北側には丸太材状の炭化材が北から南へ向って数本確認され， この下には焼土が数cm程

堆積していた。 また東壁際には1.2m×1.0mの範囲に厚さ10cm程の焼土と炭化物が堆積してい

た。小ピットは24個検出され， このうち壁際には内側に傾く小ピットか10個検出された。 また
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図版Ⅳ－23 H-23完掘(s→N)

図版Ⅳ－25 H-23石組炉跡(s→N)図版Ⅳ－24 H-23南北セクション(E→w)

石組炉を長方形状に取り囲むように，垂直に掘られた深い小ピ‘ソトが8個検出された。 これら

の小ピットはこの住居跡にともなうものと思われる｡石組炉跡は住居跡のほぼ中央部に位置し，

小さな河原石を粗雑に並べたものである。

石組炉内の焼土には骨片と黒曜石の剥片か~68点含まれていた。 また焼土直上からはⅣ群a類

（余市式） に相当する土器片が出土している。

1ワ
士全
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図版Ⅳ－27 H-23出土遺物（図Ⅳ-14)
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図版Ⅳ－28 H-23出土遺物（図Ⅳ-13)
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表Ⅳ－5 H-23出土遺物点数一覧

図番号 ｜名 称出土層位分 類｜内面色調｜外面色調胎土色誰 浜傭

内面は凹凸はなはだしい･全体に軟質。胎土は徴密。

内面はヨコナテ調整ののち縄文を施す。焼成良好堅徴。

内面催ヨコナテ調整。焼成良好。胎土は敬密。

内面的調整は不明。焼成不良。胎土は粗い。

内面に縄文を施す.軟質で胎土は粗く ､砂粒を多く含む。

内面はていねいなヨコナテ調整。長石.小石を含むが堅級。

口唇は平坦｡ 3～5mm大の'1、石を多く含む｡全体につく l)は粗稚。

口唇は平坦。口唇・内面はヨコナテ調整。焼成良好。

全体に堅いが、胎土は粗い。

口径(25cm)器高(19cm)内面はヨコナテ調整｡全体に軟質｡胎土徴密

内面はていねいなヨコナテ調整。軟質‘砂粒多し。

口唇は平坦で縄文を施す。軟質。砂粒多し．

内面はていねいなヨコナテ調整。焼成良好。胎土は粗い。

内面はヨコナテ調整．胎土は粗い。砂粒多し．

内向はていねいなヨコナデ調整。 5mm大の小石を含む｡砂粒多し。

内而はていねいなヨコナテ調整。 口唇は平坦。

内面はていねいなヨコナテ調整。焼成良好堅綴。

小型，薄手。焼成良好。胎土はwI~い。

内面は不定方向にナテ痕あり。長石．小石を多く含む。

内面はていねいなヨコナテ調整。 口唇は平坦。焼成良好堅徽。

内面はていねいなヨコナテ調整。砂粒多し。

口唇・内面はていねいなヨコナテ調整‘砂粒多し。

内面はていねいなヨコナテ調祭。小fw1 ・薄手｡焼成良好堅繊。
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図Ⅳ－16 H-24実測図

層位 1．淡灰褐色火山灰 2．淡黄灰色火山灰 3． 黒色土 4．暗褐色土I層 5． 暗褐色土II

層上層 6‘ 黒茶色土 7．暗茶色土（小さな軽石と火山灰粒かまじる） 8．暗黒茶色土（微小の軽

石を含む） 9． 暗黒茶色土 10. 暗黒茶色土(砂質) 11.暗黒茶色土(軽石を多量に含み，堅い) 12.

焼土十炭化物 13.暗茶黄色土（黄色土， 多量の炭化物を含む) 14.暗茶黄色土(⑬より炭化物が少

ない) 15.暗黒茶色土（⑨より軽石が少ない) 16.=9 17.=14 18.暗褐色土II層下層 19.撹

乱

D-1-b-イ，ロ･ハ･ .=, D 1-c-イ・ロ，調査区の中央部北側， 南へ傾斜する緩斜面に位置

している。H25を切り, H-23に切られている。北･東壁は地山を掘り込んでつくられている。

平面形は柱穴状小ピットの検出状況なと、から推測すると，長軸方向N→E26.5｡,東西約4.80

m，南北約6.20mの隅丸長方形であろうと思われる。北壁の最深長は約0.45mである。掘り込

み面は暗褐色土Ⅱ層下層上面と思われる。北･束壁はゆるやかは傾斜で､立ちあがっている。西壁
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図版Ⅳ－30 H-24完掘(SE→NW)

図版Ⅳ－31 H-24東西セクシヨン(N→s) 図版Ⅳ－32 H-24南北セクション(E→w)

はH-23に切られており，南壁も不明瞭である。床面は平坦だが，南へわずかに傾斜している。

地山上には5～10cm程の厚さで黄色土と炭化物を混入した汚れた土が堆積し， さらに中央部の

やや北寄りには2か所の焼土がこの土の上に堆積していることから見て， この汚れた土の上面

が生活面と思われる。小ピットは19個検出された。このうち10個は壁際に垂直に掘られており，

5個は住居跡の壁からl～1.2m離れて，住居側に傾いた状態で検出された。この15個の小ピッ

|､は住居跡にともなうもので，柱穴と考えられる。石組炉跡は検出されなかった力:， 中央部北

東寄りにそれぞれ0.75m×0.75m, 0.55m×0.96mの広がりをもつ2か所の焼土が確認された。

焼土の中から23点の土器片が出土している。そのうち3点はⅢ群b-3類に相当するものであ

るが，他は細片のため時期を判別することはできなかった。
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表Ⅳ－7 H-24出土遺物点数一覧

1内面色説出土層位 分 期 外面色訴 胎土色調呂 紬 倍
｣｢雨

誉

灰褐色

暗灰黄色

暗茶黄色

暗褐色

黄灰色
暗褐色

叫回

胃濠 床 面 mb－

Ⅳa

褐

暗灰黄
暗黒禍

暗褐

暗黒禍
暗褐
補

淡褐

暗褐
淡褐灰
暗褐

暗褐
暗褐
淡禍

褐

内面は
|/1面に
内面調

内面は

内面は
内面は

内面は
内面は

内面に
内面は

内面は
内凹ほ

内而は
内面は

ﾌ向にナテ痕あり。砂粒多し。
皇方|AIにナテ痕あり。焼成良好堅徴‘
]･焼成良好。胎土は粗い。

５

明

碇
峨
通
詞
娠
詞
か
主

コT高一雨~否＋ 器』 釦 覆土下層 IⅡb 3 褐 色

暗茶灰色
ナデ調整。長石・小石を含む。
ﾃ方向にていねいなナデ調整。小石を多く含む。
ｺﾅﾃ調整。全体に戦質。
いねいなヨコナデ調整･焼成良好。胎土は粗い。
ｺﾅﾃ調整。長石・石英・小石を含む。軟質。
タテ庁向のナテ痕あ')。胎土は粗い。砂粒多し。
いねいなヨコナテ調整” u唇は平坦。焼成良好。
,､ねいなヨコナデ調幣。焼成良好。胎土は細い。
ｺﾅﾃ調整。長石・石英を多く含む。
いねいなヨコナテ調整。 口唇は平坦。
いねいなヨコナテ調整。焼成良好堅繊。

暗褐色

黄灰色
暗黒褐色

黄灰色

暗黄灰色
褐 色
灰 色
褐 色
明褐灰色
暗褐色

句
ｄ
１
４
二
○
八
ｂ
『
Ｊ
Ｒ

褐 色

淡黄灰色
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暗褐色
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略褐色

淡茶灰色

色

褐色
褐灰色
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褐色
褐色
褐色

ﾉ

″

″

はタテカ

ていねい

ていねい
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ノ
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〃
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０
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１
~
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図Ⅳ－20 H-25実測図

E-100 cハ, E-1-a-イ・ニ, D-1-bp･ハ，調査区の中央部北側，北から南へわずか

に傾斜する緩斜面に位置している。H-26を切り, H-23, 24とP-50に切られている。南壁際に

小ピットが5個検出され， またこれと類似する小ピットの検出状況なとゞから見ると，長軸方向

N→E16｡, 東西約6.80m,南北約6.70mの卵形の平面形をもつものと推定することができる。

掘')込み面は暗褐色土Ⅱ層下層上面と思われるが明瞭ではない。床面はほぼ平坦である。地山上

に数cm程の厚さで､黄色土と炭化物が混入した土が堆積しており，その上面が生活面と思われる。

H-25にともなうと思われる小ピットは15個検出されている。石組炉跡は検出されなかったが，

中央部南側に3か所，地山の焼けた個所が確認された。

遺物は床面よりⅢ群b 3類(北筒式) , Ⅳ群a類(余市式)に相当する土器片が出土している。

またG-1-d-ログリットの暗褐色土I層から出土した青竜刀形石器の同一個体の破片が床面より

L1 l Llナヲ
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o乙



図版Ⅳ－37 H-25完掘(SE→NW)

図版Ⅳ－38 H-25東西セクション(s→N)

図版Ⅳ－39 H-25南北セクション

(E→w)
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図版Ⅳ－41 H-25出土遺物（図Ⅳ-22)
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表Ⅳ－9 H-25出土遺物点数一覧

図番号 ｜名 称出土層位分 類内面色調外面色調

器床 面 III b－3 淡茶灰色褐 色
〃 〃 褐 色明褐色

叩。 囎褐§ 畷"｡§
〃 ノI

淡茶灰色
褐 色
淡褐色
褐 色

器 爪 面
同一

lll b－3

〃

ノl

Ⅳa

明褐色
褐 色
淡褐色

胎士色調

茶灰色
暗褐色

暗茶褐色
暗黄灰色
暗茶褐色

史術

内面はヨコナテ調係し､縄文をj

内面はヨコナテ調整。 3mm大の
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内面はていねいなヨコナデ調整

内面はていねいをﾖｺﾅﾃ調整
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4コ－』
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調整○ 3mm大の
ヨコナ丁調整
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をヨコナテ調整．長石●石英粒を多く含む。

3mm大のﾉ1,石を含む｡つく |)は全体に粗雑
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f2Q和~
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一

一

一
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9 ０８９１
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ト
ー
一

5

7

層位 l.黒色土 2. 淡

灰褐色火山灰3~淡黄灰色

火山灰 4．暗褐色土I層

5．暗褐色土II層上層 6．

暗茶灰色土 7．黒茶褐色

土 8． 淡黒色土 9．淡

黒色土（⑧よ')黄色土粒が

多い) 1(). 暗茶褐色土

11. 暗茶黄色土 12．茶褐

色土 13.暗黄色土 14

暗褐色土II層下層 15.暗

黒褐色土（チップ。等を多く

含み，汚れている） 16．明

榿色土（骨片を含む） 17．

黄榿色土(地山の焼けた層）

.| GO lm

①、

ｄ

b釦60

13

図Ⅳ－23 H-26実測図

D-10() c-ハ, E-100-dハ･ニ, E 1-a-f.D@ハ･ニ，調査区の中央部北側，北から南へ

わずかに傾斜する斜面に位置する。南壁以外はH-23, 25に切られ不明である。柱穴状小ピッ |、

の検出状況などから推定すると， 長軸方向N→E24.5｡, 東西約6.50m,南北7.24m,一辺

3～5mの不整六角形状の平面形をもつものであろうと思われる。掘り込み面は，暗褐色土Ⅱ

層下層上面である。床面はわずかに南に傾斜している。 また床面全体に焼土・炭化物の混り合

った汚れた土が堆積している。石組炉跡は長軸1.2m,短!Iill10.95mで， 住居跡の長軸方li'lと一

致し， 中央部やや南側につくられている。炉石は石皿を用い，炉内は浅い掘り込みがあり， て

いねいにつくられている。小ピットは17個検出された。 とくに壁際に沿って7個の垂直に掘ら

れた小ピット， また南東側には住居の外側，壁より約0.6m離れた地点に，住居側に傾く小ピッ

|､が1個検出された。

石組炉跡内の焼土下層より，Ⅲ群b 3類に相当すると思われる土器片が一点出土している。

また黒曜石の剥片が同層上層より72点、 同層中層よ')228点， 同層下層よ')275点出土した。
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図版Ⅳ－42 H-26完掘(E→W)

図版Ⅳ－43 H-26南北セクシヨン(w→E)

図版Ⅳ－45 H-26石組炉跡セクション(s→N)図版Ⅳ－44 H-26石組炉跡(s→N)
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図Ⅳ－24 H-26出土遺物（床面）
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図版Ⅳ－46 H-26出土遺物（図Ⅳ-24)
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図Ⅳ－25 H-26出土遺物（覆土下層）
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図Ⅳ－26 H-26出土遺物（覆土下層）
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図版Ⅳ－47 H-26出土遺物（図Ⅳ-26)
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図版Ⅳ－48 H-26出土遺物（図Ⅳ-25)
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図版Ⅳ－49 H-26出土遺物（図Ⅳ-27)

図番号 出土層位 分 類 内面色説 外面色調 白土色調 鶉呂 籾 lF

茶褐色

暗茶灰色

淡黄灰色

暗茶褐色

暗黒褐色

暗灰色

暗灰色

図IV－24 1

2

3

4

5

6

炉跡内

床 面

内面はていねいなヨコナテ調整．砂粒を含み、胎土は粗い

内面はヨコ十ﾃ調整。焼成良好堅繊。

内面はタテガ向にナテ痕あ')。器面に繊維痕あl)｡

内面はタテ方向にていねいなナテ調整。小石を多く含む．

内面はていねいなヨコナテ調整。外面にススの付着あり．

内面はていねいなヨコナデ調整。 口唇は平坦。薄手。

内面はタテ方向にナテ痕あり。軟質。砂粒多し。

＋ 器一 明燈灰色

暗灰色

暗灰色

淡禍色

暗黒褐色

暗灰色

暗灰色

３

３
~

ｂ

ｂ

Ⅲ

Ⅲ

明榿灰色

褐 色

暗燈灰色

褐 色

褐 色
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淡褐色 ’
we

〃
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淡禍色
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暗褐色

横灰色

黄灰色

茶褐色

横灰色

暗柴褐色

淡茶褐色

測土下層 内面はていねいなヨコナデ調整で縄文を付す。焼成良好堅撤。

内面はていねいなヨコナデ調整。長石粒を多量に含む。

焼成良好堅徴．

内面はていねいなヨコナテ調整。焼成良好堅撤。

内面不定方向にナデ痕あ') 。外面にススめ付着あり。

Iﾉ1面はヨコナテ調整。外面撚糸圧痕文。砂粒多し，

内面はヨコナデ調整。底部に火を受けた淡赤色の痕あ')。

長石・小石を多く含む．胎土は粗い．

内面はヨコナデ調整。軟質。砂粒多し。

内面はヨコナテ調整。 ′1,石を多く含む。

内面はていねいなヨコナテ調整〆口唇は平坦,外面にススの付着あ')。

内面はていねいなヨコナデ調整‘小石を多く含む。

口唇・内面はていねいなヨコナテ調整。焼成良好堅撤。
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図版Ⅳ－50 H-27完掘(N→s)一
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図Ⅳ－28 H-27実測図

層位 1．暗灰色火l｣｣灰 2． 黒色土 3．暗褐

色土I層 4．暗褐色土II層上層 5.黒茶色土

（軽石を少量含む） 6．黒褐色土(黄色土粒．軽

石をわずかに含む） 7．＝6 8．黒褐色土（大

量の黄色土を含み、汚れている。炭化物を少量含

む） 9．黒褐色土(やや明るい色で,軽石をやや多

く含む) 10.黒褐色土(炭化物を多量に含む) 11.

明榿色土(焼土,黒色土か~ブロック状に入る) 12.

黒褐色土(わずかに軽石を含む） 13．暗褐色土II

層上層十多量の黄色土十炭化物14．暗褐色土11

層下層 15．淡灰褐色火山灰 16. 褐色土(粘質，

無遺物層) 17．暗黄褐色士（漸移層) 18.暗黄

灰色土（地山） 19．暗褐色土20．黒色土（ボソ

ボソしている）

図版IV-51 H-27東西セクション(N→s)
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図版Ⅳ－52 H-27石組炉跡セクシヨン(s→N)

E-1-c-ハ･ .=, E-1-d-ハ･ニ，調査区の中央部東側，ほほ､平坦なところに位置している。

暗褐色土Ⅱ層下層を掘り下げたところ,焼土,炭火物さらに石組炉跡が検出されたため住居跡で

あることが判明した。 セクションベル|､の断面観察と，また住居跡の南側には暗褐色土Ⅱ層上層

中に黄色土が数cm程広く堆積しており， これがH 27の構築時の排土と推察されるところから，

掘り込み面は暗褐色土Ⅱ層上層中か上面と思われる｡床面は暗褐色土Ⅱ層下層の下に堆積してい
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5
図版Ⅳ-53 H-27出十遺物

（図Ⅳ-29 1 .2.3.5）
一

図Ⅳ－29 H-27出土遺物（床面） 図版Ⅳ－54 H-27出土遺物(図Ⅳ－29 4)

る淡灰褐色火山灰を部分的に削って構築され，ほぼ平坦である。南壁以外の壁を確認できなか

ったため平面形，規模なども不明である。小ピットは6個検出され，垂直に掘られている。石

組炉跡は自然石．軽石を粗雑に並べたもので, H29の石組炉跡の上に新たにつくられている。

石組炉跡周辺の床面上よりⅣ群a類（余市式図Ⅳ－29 4） に相当する土器が出土している。

図番号 出土府位 "卜 j
ノJ ハ 内面色調 外面色誌 胎土色調名 刺 傭 ＃

~I u口

工 両if 床 間 暗褐色

暗I災色

暗黒褐色

暗灰色

暗黄灰色

暗黄灰色

暗灰褐色

淡褐灰色

図IV 29 1 暗褐色

暗禍色

暗茶灰色

淡黒色

.町曲は不定方向にナテ調整。焼成良好。胎土は粗い、

1面は不定方向にナデ調整。全体につく |)は粗雑。

内面はていねいなヨコナデ調整｡小石を多く含む。

口径21 .4cm器高(20.7cm)。薄手｡内面はヨコ十ﾃ調整｡口唇は平坦｡軟質

Ⅲb 3

〃

Ⅳa

４ 〃j

倉号~

示引 ’
出土層位図漆号 ： 称 卜 類

+＋

T4 質 幅 (cm)長さ （(､） 甫蛍 （ロ
ー～ ID早さ （cIn）

図Ⅳ－29 黒唯 イ
‘宏・

似 鮒 iそ 面 IAE 1 q
』 DJ (1．0(） ス~ ~ ~ ~

表IV-13 H－27掲載遺物一覧
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図Ⅳ－30 H-28実測図

図版Ⅳ－55 H-28完掘(E→w)

B-100-c-ハ･ニ, C-100-d-=, C-1-a－イ，調査区の最北東部， ほぼ平坦なところに位

置している。上層が道路敷設の際に削平されており，掘り込み面はまったく確認することがで

きなかった｡暗褐色土Ⅱ層下層を掘り下げたところ,地山面に暗褐色の土の入った柱穴状小ピッ

|､が6個検出されたため住居跡であろうと判断された。柱穴は0.7～0.9mの間隔で，ほぼ垂直

に掘られている。遺物は住居跡であることを確認する前に取l)上げたため， この住居跡にとも

なうものかどうか判断するのは困難である。
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H-29
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図版Ⅳ－56 H-29完掘(N→s)

Q-- , izggo. , 諜蕊蕊

隻謹と． ｣ :… ，､。
. 1

’

図Ⅳ－31 H-29実測図

層位 1．黄榿色土（焼土）

2．黒色土（ボソボソしている）

3．暗黒茶色土

4．漸移層

5．地山

図版Ⅳ－57 H-29石組炉跡セクション(s→N)

E-1 c-二, E-1-d-ハ，調査区の中央部東側，ほぼ平坦なところに位置している。H-27

を全体に地山面まで掘り下げたところ， この住居跡の北・南壁を確認した。全体的な平面形，

規樹ま不明である。 床面は暗褐色土Ⅱ層下層と漸移層の間の軽石を多く含む暗黒茶色土中につく

られている。柱穴状小ピットは検出されなかった。石組炉跡はH 27の炉跡の真下にあり，炉石

は北と東側のものが残っていた。炉石は石皿を利用している。炉の規模は東西約0.5m×南北約

0.5mと思われる。炉内には浅い掘り込みが認められた。
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図Ⅳ－32 H-29出土遺物（石組炉跡石）
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a
図版Ⅳ－58 H-29出土遺物（図Ⅳ-32)

林 ｜ 出土層 幅質ff
11 叩） 厚さ (cm) 重さ (9)
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表W-14 H-29掲載遺物一覧
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図Ⅳ－33 H-30実測図

層位 1 .淡灰褐色火山灰 2.黄色火山灰 3. 黒色土十淡灰褐色火山灰 4.黒色土 5．暗褐

色土I層 6．暗褐色土II層上層 7.暗褐色土（黄色土粒十軽石) 8.暗灰褐色土（多量の黄色土

粒と軽石を含む） 9．暗灰褐色土（黄色土粒と軽石を含む） 10．暗褐色士（黄色土粒を含む) 11.

暗灰褐色土（黄色土と炭化物を含む） 12．暗褐色土（わずかに黄色土粒と軽石を含む） 13．暗黄褐

色土 14．暗褐色土（黄色土，軽石をやや多く含む) 15.黒茶色土 16.黒茶色土（黄色土粒，軽石

を少量含む） 17． 暗黒褐色土 18.暗灰褐色土（暗褐色土十黄色土) 19.暗黄褐色土（黄色土粒を

多く含む） 20‘ 暗黄褐色土(多量の軽石，黄色土を含む) 21.黄褐色土22.暗褐色土II層下層 23.

漸移層 24．地山

G 1 c D.ハ･二, G-2-b /i ･p, H-1 d イ・ニ, H-2-a-/f ,調査区南側の尾根の

先端部で，東から西へゆるやかに傾斜する斜面に位置している。掘り込み面は確認することは

できなかった。地山上より数cm程上方に石組炉がくずれたと思われる5個の礫と焼土が検出さ

れたため，住居跡であることを確認した。地山上で22個の小ピットか検出された。外周の小ピ

ット12個は中心部方向に傾いており，石組炉跡周辺の小ピットはほぼ垂直に掘られている。床

面は西側に傾斜している。

遺物は床面よりⅣ群a類（図Ⅳ-34 1)に相当する土器片1点，砥石（図Ⅳ34 3), スク

レイパー（図Ⅳ34 2）が1点づつ出土している。
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蕊
図版Ⅳ－59 H－30完掘(w→E)

懸
篭

図版IV-60 H-30南北セクション(w→E) 図版Ⅳ－61 H-30東西セクション(NS→SE)

●
＜二＞ 2
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I
一

ｰ＝二＝一一一

図版Ⅳ－62 H-30出土遺物（図Ⅳ-34)図Ⅳ－34 H-30出土遺物（床面）
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G-1 a-ハ, G-1-b-二， 調査区南部，

ゆるやかに傾斜する斜面に位置している。

地山面まで掘り下げた段階で確認された。

東壁はほぼ垂直に立ちあがっているが， ほ

かの部分は不明である。掘り込み面は不明

である。壁より1.0m～1.2m離れて住居側

に傾きをもつ小ピットが5個検出された。

住居跡内にも，垂直に掘られた小ピットが

1個ある。床面はほぼ平坦で，西側に傾斜

している。
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図Ⅳ－35 H-31実測図
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I

.’｡’

層位 1 .暗黒茶色士(lcm大の軽石を少

量含む） 2．暗黒茶色土(微少の黄色土粒

を含む） 3．暗黒茶色土(微少の黄色土粒、

2～3c,n大の軽石を含む) 4．黒茶色土

（黄色土, 1～2cm大の軽石を多く含む）

5．暗茶黄色土（暗黒茶色土十黄色土粒十

軽石）

b 21 . '0ｑ
’ ~

１
１
１

1
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一
~

Ｏ
‐

O5m
l

図Ⅳ－36 P-38実測図

図版Ⅳ－63 P-38完掘(s→N) 図版Ⅳ－64 P-38セクション(s→N)

位置D-1-a-ハ, D 1 d-ロ 平面形楕円形

規模06m/0'5m×0.55m/0.42m×0.23m 長軸方向N→W76.2｡

床面は平坦で壁は垂直に近い傾斜で立ちあがっている。確認面は地山上で，掘り込み面は不

明である。覆土上層は暗褐色土Ⅱ層上層と同質であるが,部分的に軽石，黄色土粒がまじり合っ

ている。 また東壁際の覆土には黄色土粒が多く含まれている。

遺物は出土していない。
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層位 1．暗黒茶色土(1cm大の

軽石を少量含む） 2．暗黒茶色土

（黄色土粒， 3～4cm大の軽石を

含む） 3．暗黒茶色土(黄色土と

黄色土粒を含む） 4．黒茶色土

（黄色土粒を少量含む）
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O O5m

図IV-37 P-39実測図

図版Ⅳ－65 P-39完掘(SW→NE) 図版Ⅳ－66 P-39セクション(s→N)

位置D1 d-D 平面形楕円形

規模0.78m/0.73m×0.68m/0.6m×0.18m 長軸方向N→E 70｡

床面はほぼ平坦で､ある。南壁側はゆるやかな傾斜で立ちあがっているが， ほかの部分では垂

直に近い。確認面は地山上で，掘り込み面は不明である。覆土はP-38に酷似している。南壁際

の覆土には黄色土粒がまじり合って．汚れた土が堆積している。

遺物は出土していない。
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層位 1 ．暗褐色土（少

量の火山灰混入） 2．暗

褐色土(黄色味を帯びる）

3．黄茶褐色土 4．暗

茶褐色土（軽石を多く含

む）
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図Ⅳ－38 P-40実測図

図版Ⅳ－68 P-40セクション(w→E)

図版Ⅳ－67 P-40完掘(N→s)

位置H-2-a-ハ 平面形長円形

規模1.11m/(0.88m)×(0.72m)/(052m)×0,22m 長軸方向N→E 67.3｡

床面はわずかに凹凸がある。下場は不明瞭で，壁はゆるやかな傾斜で立ちあがっている。確

認面は暗褐色土Ⅱ層下層上面である。床は地山を掘り込んでいる。覆土中には全体的に軽石がま

じ')合っている。 さらに覆土上層には少量の火山灰が混入し， 同下層には軽石が多く混入して

いる。

遺物は出土していない。
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層位 l.暗褐色土

2．暗褐色土十黄色」

図Ⅳ－39 P-44実測図

図版Ⅳ－70 P-44セクション(S→N)図版Ⅳ－69 P-44完掘(w→E)

位置G-2-b二 平面形ほぼ円形

規模07m/0.52m×0.66m/0.51m×0.13m 長軸方向N→W29｡

床面にはわずかに凹凸がある。壁はゆるやかな傾斜で立ちあがっており，下場は不明瞭であ

る。確認面は地山上で､，掘|)込み面は不明である。覆土は軽石をほとんど含まない黒茶色で，

かたくしまっている。

遺物は出土していない。
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層位P-45 1 ~黒褐色土（少量の!|if石を含

む） 2 ~ 暗蛍灰色土（ '朧禰の'|'に少量の①を

含む） 3．淡黒褐色土(①＋多量の軽石） 4．

黄褐色土(①＋軽石） 5．暗黄褐色土(④よ'）

も①が多く ，ブロック状に入る）

P-46 1 .黒褐色土(少量の軽石を含む) 2.

暗黄灰色土(①に多量の軽石を含む） 3．暗黄

褐色土(黄色土粒を含み、 汚れている） 4．暗

茶黄色土(③より黄色土粒が多く ，やわらかく ，

汚れている）
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図Ⅳ－40 P-45, 46実測図

図版Ⅳ－71 P-45, 46完掘(s→N) 図版Ⅳ－72 P-45, 46セクション(N→S)
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平面形隅丸方形P-45位置E 1-aイ

規模0.6m/0.5m×0.6m/0.55m×0.31m

P-46位置E-1 a 'i ･ニ 平面形楕円形

規模 (0.74m)/0.47m×0.62m/0.4m×0.44m 長軸方向N→W14.5．

P45の床面はほぼ平坦で，壁は垂直に近い傾斜で立ちあがっている。覆土の上層と下層の壁

際以外の部分にはき､つしi）と軽石が入っている。P-46の床面はほぼ平坦で，南壁がゆるやかな

傾斜で立ちあがっているほかはほぼ垂直に立ちあがっている。覆土は中層に軽石が多く入り，

下層には軽石，黄色土粒，炭化物が多量に含まれている。P46の覆土下層が軟質であるほかは

全体的にきわめて堅い。確認面はH25の床面下で､，地山を深く掘り込んでつくられている。H

26にともなうものかどうかは不明である。確認面での重復関係は確認できなかった。長軸方向

で半裁し， その断面観察によってP-45がP-46を切っているのが確認された。 しかしながら断

面ではP45とP46を区分することは可能であるが，平面形，覆土の堆積状態などから見ると，

あるいは一つの遺構で､ある可能性もある。

遺物はP-46の上層よりⅢ群b-3類（図Ⅳ41 1 器面に繊維痕がある）に相当する土器片

と，石斧（図Ⅳ-41 2 WA5 緑色泥岩）が出土している。石斧は覆土上層（暗黄灰色土）

の上方．西壁際に水平の状態で出土した。

電鍵
’

｜
’

~

！
｜

図Ⅳ－41 P-46出土遺物 図版Ⅳ－73 P-46出土遺物

75



P-47

<、 ○

⑳

O

Q1

Q

シ"

、

、

、

「

｜
一
言
’
一

一

一

一

〆

軋

汽
忽 I'－11

1
1

／

ｳﾉ段／
i/
', l
、｛
、、

204

／
／

ノ

人ソ2o､39・／

く
、

20．41

I ~‐
～ 一 〆

、－－．一 一一一一■■｡■■一一一9＝

一

／Ｃ
ｌ d20．70~

｡’
〃

ﾉｰｰｰ一一一一

一一-一一一一ノ 0 ｍ５０
－

図Ⅳ－42 P-47実測図

位置D-100-d-イ， 平面形楕円形，

H 21の床面調査の過稗~で検出された。床

面には凹凸か~あり，壁はゆるやかな傾斜で立

ちあがっている。掘り込み面は明らかでなく

H-21との先後関係も不明である。

遺物は覆土下層から時期を判別することが

できない土器片が1点，軽石(幅9.5cm,厚さ

5.7cm)が1点出土している。

P-48

謡謹識溌位置D-100-a-イ, D-10() a-二 平

面形楕円形か？

P-47と同様にH-21の西側を調査する過程 図版Ⅳ－74 P－47完掘(s→N)

で検出された。掘り込み面は不明である。壁はゆるやかな傾斜で立ちあがっていると思われる。

遺物は覆土上層よりフレイク1点． ｜司下層よ')土器片2点(1点は時期を判別できない),

土製品が1点出土している。図Ⅳ44 1の土器は，内面はていねいなヨコナテ調整を施し，焼

成は良好で堅徴である。Ⅲ群b-3類に札l当す~るものと思われる。 図Ⅳ-44 2の土製品は土器の

胴部破片を利用したもので， 周縁は打ちかき後，調整されており，孔は両面からうがたれてい

る。外面には撚糸文が施され、 内面は磨かれている。
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図版Ⅳ－75 P-48出土遺物図Ⅳ－43 P-48実測図

層位 1 ． 暗褐色土（軽石を多量に含む） 2．黄褐色土

図版Ⅳ－76 P-48完掘(w→E) 図版Ⅳ－77 P-48遺物出土状況(s→N)
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層位 1 ．暗褐色土（火

山灰， 炭火物か混入）

2．黄茶褐色土（軽石が

混入）

P一
~○ｍ
・
Ｏ
Ｎ
口

、

029

逗
へ

蕊
C~ d 20．30~

〃

－％

L一
ﾉ

ｰｰｰﾉｰｰ一 ’0
95m

O

’ ， ！ ，

図Ⅳ－45 P-49実測図

図版Ⅳ－78 P-49完掘(s→N)

位置D-100-d-p 平面形不整形

H21の西側を調査中に礫と木炭が出土したため，

周辺を精査したところ検出された。礫のレベルから

判断すると,H21よりも後に掘り込まれたものと推

測される。床面は中央力ざやや高く ，壁は垂直に近い

傾斜で立ちあがっている。

前述した礫（図Ⅳ-46）は二つに割れており，焼け

た痕跡がある。長さ30cm,最大幅10cm,厚さ4.9cm,

重さ1.5kgで、平面形はほぼ三角形を呈している。ま

た覆土中から頁岩製のフレイクが4点まとまった状

態で出土した。

図版Ⅳ－79 P-49出士遺物

O

P-49出十遺物

5cm

図|Ⅳ－46
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図Ⅳ－47 P-50実測図

層位 1 ．暗褐色土I層 2．暗茶褐色土(砂質， 1～3cm大の軽石を含む）

微少の炭化物） 4．茶黄色土(②＋多量の黄色土十炭化物） 5． 暗茶褐色土

褐色土（少量の黄色土，軽石を含む。やや粘質） 7．暗褐色土II層上層 8

3．暗茶褐色土(②＋

(やや粘質） 6．黒茶

暗褐色土II層下層

位置E 1 a二, E-1-d-イ 平面形ほぼ円形

規模1.34m/0.9m×1.22m/0.85m×0.49m

床面には全体に凹凸があり， 中央部分がくぼんでいる。壁は急傾斜で立ちあがっている。掘

り込み面は暗褐色土II層上層上面である。覆土上・中層は砂質， 同下層は黄色土，炭化物がま

じり，粘質である。全体に微細な軽石を含んでいる。 また覆土中・下層には10～25cm大の軽石

が7個，礫が2個混在していた。覆土は埋め戻しの堆積状態を示している。

遺物は覆土上層より土器片6点，同下層より土器片6点， フレイク2点，石雛破片1点が出土

している。
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図版Ⅳ－81 P-50セクション(W→E)
図版Ⅳ－80 P-50完掘(E→w)

i－1

11
L－41

1 I

n

lj
3

総蕊U、 霧

■
n

U@ 心
図Ⅳ－48 P-50出土遺物 図版Ⅳ－82 P-50出土遺物

図番号 ｜名 称出土層位分 類｜内面色調｜外面色調胎土色調 考|嗽

覆土下層
〃

〃

内面はヨコナデ調整． 1mm大の小石.長石.石英を含む．歓質。

内面･口唇ともていねいなﾖｺﾅｰﾃ調整｡焼成良好堅繊。

内面は凹凸か‘はなはだい､｡ 3～5mm火の,,､石を多く含む、

内面はヨコーナテ調整。長石粒を含む。焼成良好堅繊。

内面はタテ・ ヨコ方向にナテ痕｡軟質。砂粒多し。

土 器

〃

〃

〃

土 器

淡褐色

明灰褐色

暗灰色

暗褐色

淡灰褐色

黒褐色

暗灰色

淡黒色

暗褐色

明灰色

蹄灰色

明褐色

淡榿色

褐 色

褐 色

図IV -l8 1 Ⅲb－3

〃

〃

〃

Ⅲb 3

？
】

調土上層

材 質 ｜ 長さ (cI'')
黒曜石 ’

幅(c凧） ｜ 厚さ (叩） ｜ 重さ (9)
L6 1 0~↓ ’

出土層位 分 類
覆土上層 IA8

図番号

図Ⅳ-48 6

名
一
石

称
一
難

表Ⅳ－15 P-50掲載遺物一覧
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9a2

2000。Ｃ

ｌ

I

一

I

｡’
層位 1.淡褐色土(軟質．

微少の軽石を含む） 2．暗

黄灰色土(砂質） 3．暗灰

褐色土

、

図Ⅳ－49 P-51実測図

図版Ⅳ－84 P-51南北セクション(E→w)

図版Ⅳ－83 P-51完掘(s→N)

位置D-1-dD 平面形変形長円形

規模1.37m/1.13m×0.82m/0.62m×0.46m 長軸方向N→E 36.5｡

床面には凹凸があり，壁は垂直に近い傾斜で立ちあがっている。H-23の石組炉跡の下で確認

した。覆土は砂質で､，軽石，黄色土が多量にまじり， 汚れている。

遺物は出土していない。
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図版Ⅳ－85 P-52完掘(s→N)
b20．300

1

位置D-1-b-イ 平面形長円形

規模0.8m/0.7m×0.6m/0.5m×0.24m

長軸方向N→E 32｡

床面はほぼ平坦で，壁はゆるやかな傾斜で

立ちあがっている。H-23の床面上で確認され

た力:,掘り込み面は不明である。覆土は軽石を

少量含み，粘質である。

遺物は出土していない。

一

d20．30~Ｃ
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ノ

/一一一

、

１
１

一

~、
O O‘5m

｜ ， ！ ！ ， l~

図IV-50 P-52実測図

P-53. 54

／
ヅ

d 21.70C

一

一

f21．70
１
１

ｅ １
１

〆

～、
『一一

一

2167

層位P-53 1.明褐色士(1cm

大の軽石が入り，堅い。焼土，炭化

物を多量に含む）

P-54 1 . 明褐色土(大きな軽石．

炭化物を含み，堅い） 2．明褐色土

（①に焼土かまじ') ，軟質） 3．茶

褐色土（①に多量の黄色土粒がまじ

') ．軟質で汚れている）

/ 9 Q5m
o/

く 。2,s。／

。

’

ノ､

『
I

一

一

P－53 P-54

図Ⅳ－51 P-53, 54実測図
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図版Ⅳ－86 P-53完掘(s→N) 図版Ⅳ－87 P－53セクシヨン(s→N)

図版Ⅳ－88 P-54完掘(s→N) 図版Ⅳ－89 P-54セクシヨン(S→N)

11
図Ⅳ－52 P-53(1), P-54(2)出土遺物

図版Ⅳ－90 P－53, 54出土遺物

P-53位置C-100-c-二 平面形ほぼ円形，規模0.46m/0.38m× ／ ×0.17m

P-54位置C-100-c-二 平面形長円形,規模0.59m/0.38m×(048m)/0.3m×0.24m,

長軸方向N→W8.6｡, P-53, 54とも床面には凹凸があり，壁は垂直に近い傾斜で立ちあが

っている。覆土は, P-53では焼土，軽石, P-54では焼土，炭化物，軽石を混入し，上層は堅

く ， ほかは軟質で汚れている。 P-53がP-54を切ってつくられている。 P-53の南西部分には，

H-22の石組炉の石がのっている。

’| 図番号 ｜名 称図番号 名 利 内面色調|外面色調|胎土色調内面色調 外面色調 胎土色調出土層'1 分 翔

淡茶I<色

淡黒褐色

辻
剛
岬
~

１
\

覆土上層

"

淡褐"<色

淡黒褐色

塊褐灰色

ﾉ鎖灰色

4- 」出g
」‘. blr

１

７

〕

？
』

－
３

ⅣＩ

胎土は堅縦。

内向はタテ〃|巾]にていねいなナテ狼あ') 。焼成良好堅敬。

表Ⅳ－16 P-53, 54掲載遺物一覧
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P-55

.／､息

ZO54

2040

＜~
､、

／

ロノ
ＯＳ０つ一●

、。

､

図版Ⅳ－91 P-55完掘(s→N)
一

鞭
図版Ⅳ－92 P-55セクシヨン(w→E)

20，60~C

~

~

Q5m

図Ⅳ－53 P-55実測図

層位 1.暗褐色土 2．暗茶褐色土 3. 暗褐色 図版Ⅳ－92 P-55セクシヨン(W→E)

土（軽石を含む） 4．暗褐色土

位置D-100-d-ハ ・平面形楕円形？ 地山上で確認されたもので､,東側に段をもつ。

他の土擴と比較して小型であり,H21に隣接することから，同住居跡に付属する可能性がある。

遺物は覆土中より土器細片が出土しているが，時期は不明である。

.’P-56

′ b旦旦｣且0
ノ

一

d20．20~C

ｂ
’

〃
ｄ
’ ノ

一

一

O Q5m
l , , , , 1

。’

~図Ⅳ－54

層位 1 . 黒茶色土（軽石を多量に含む）

P-56実測図
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図版Ⅳ－94 P-56セクション(s→N)

競

図版Ⅳ－93 P-56完掘(s→N)

位置D-100 c-二 平面形ほぼ円形 規模052m/0.4m×0.48m/0.36m×0.13m

床面は中央部がくほ､み，断面形は皿状である。地山上で確認され，掘り込み面は不明である。

覆土は堅く ，軽石を多く含んで､いる。遺物は出土していない。

P-57

｡’ ○
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二
一二一

、

I
ヂ

ｑ
’

ol

層位 1．黒色土 2．暗褐色土

I層 3．暗褐色土（①と黄褐色

土粒を少量含む） 4．焼土 5．

暗褐色土II層上層 6. 暗褐色土

7．暗褐色土（黄色土粒を少量混

入） 8．黄茶色土 9．=7 10.

暗褐色土（黄色味を帯びる) 14.

図Ⅳ－55 P-57実測図

黄褐色士（暗褐色土混入) 11.暗褐色土 12.暗茶褐色土

暗褐色土II層下層 15.=14 16．黄褐色土（黄色味を帯び．

13．暗褐色二

軽石を含む）
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図版Ⅳ－95 P－57完掘(N→s) 瀦学_‘ ， 〆~ =鼠~…堂f｡~…~ ~ ‘首溌;"噌憩…鳥r…
図版Ⅳ－96 P-57セクション(N→s)

位置H-2-aハ･ニ 平面形長円形

規模0.84m/0.53m×0.64m/0.46m×0.35m 長軸方向N→E 69_4｡

床面は中央部がくぼ､み,壁は急傾斜で立ちあがっている。東壁側では暗褐色土Ⅱ層下層上面に

堆積している焼土を切っており．この焼土が覆土に混入している｡掘り込み面は暗褐色土Ⅱ層上

層中か同層上面と思われる。覆土最下層には炭化物が混入し，全体に汚れている。

遺物は出土していない。

P-58. 61

d2070

ノ

/-－－－

f 20．60~

一

一

シ／ 層位 P-58 1 .暗褐色土（火山灰を

入） 2．暗茶褐色土（①を混入） 3．

褐色土(木炭を少量混入） 4．暗褐色土（

色土粒を混入） 5．黄褐色土 6．暗褐

土(黄色土まじり） 7．暗黄色土 8．

褐色土(黄色土を多量に混入） 9．暗褐

混

暗

黄

色

暗

色

！ 、<‐

11 、
20．50~ｂ

一
Ｏ

’

－
２一

土(⑧より黄色土か､少ない) 10. 暗黄褐色

土

P-61 1． 暗茶褐色土 2.暗茶褐色土

（黄褐色土まじり） 3．褐色土(黄褐色土

混入）

P-58
0
1

0．5m
I

図Ⅳ－56 P－58, 61実測図
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図版Ⅳ－98 P-58, 61セクション(S→N)

図版Ⅳ－97 P-58, 61完掘(w→E)

顎， 雲
図Ⅳ－57 P-61出土遺物

図版Ⅳ－99 P－61出土遺物

P-58位置H-2 a二 平面形長円形

規模0.86m/0.29m×0.65m/0.271n×0.38m 長軸方向N→W63.5｡

P-61 位置H2-a-二 平面形長円形か？

床面はP58では中央部がくぼみ, P61では平坦である。壁はともに急傾斜で立ちあがって

いる。確認面は漸移層中である。掘り込み面は不明である。 P-58の覆土は中･下層に黄色土が

多く混入し､特に南壁側は汚れている。P61の覆土も黄色土が多量に混入し，非常に汚れてい

る。 P58の上層とP61の上層は同質の土で，確認面では両者の切り合い関係を確認すること

ができなかったが，長軸方向に半裁し， その断面観察によってP58がP61を切ってつくられ

ていることが判明した。

遺物はP-58の覆土上層より土器片（時期不明）が1点，礫破片が1点出土している。 P61

の覆土中より土器片が2点，黒曜石剥片が1点出土している。

図Ⅳ－57 1の土器は，胎土に2mm大の小石が多く入り．焼成良好で堅い。内面はタテ方向に

ていねいなナテ調整が施されている。色調は内面が淡褐色，外面は暗褐灰色である。Ⅲ群b-3

類に相当するものと思われる。

図Ⅳ57 2の土器は，胎土に長石を多く含み， あらい。内面はヨコナテ調整を施している。

色調は内外面とも暗灰褐色である。小型･薄手の土器である。Ⅲ群b 3類に相当するものと思

われる。
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P-59

~
○
Ｎ
・
○
Ｍ
口

７

2003

く
鐸画一

｡’
｡’

C d2020

4-一

、

層位 1 . 暗褐色土（軽石を少量含
m

む） 2．暗褐色土(黄褐色土まじ')）

3．黄褐色土（汚れている）

0
Q5

図Ⅳ－58 P-59実測図

図版Ⅳ－101 P-59セクション(E→w)
図版Ⅳ－100 P-59完掘(w→E)

位置G-2-b イ 平面形楕円形か？

規模0.76m/0.4m×0.68m/0.54m×0.23m 長軸方向N→W70.5｡

床面は西側がくぼみ，北西側にはゆるやかな段をもつ。東側はゆるやかな傾斜で立ちあがり，

ほかはほぼ急傾斜で立ちあがっている。確認面は地山上で，掘')込み面は不明である。覆土は南

側下層に汚れた黄褐色土が堆積している。

遺物は出土していない。
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層位 1.淡灰褐色火山灰 2.

黒色土 3．暗褐色土I層 4．

黒褐色土 5．暗赤褐色土（暗

褐色土まじり） 6．暗褐色土(暗

赤褐色土まじ') ） 7．暗茶褐色

土（暗黄褐色土の小粒を含む）

8．暗褐色土Ⅱ層上層 9．暗

褐色土II層下層

３
－
４
－
６
－
７

8

5

9

８
－
９

~~

図Ⅳ－59 P-63実測図

図版Ⅳ－103 P-63セクション(s→N)図版Ⅳ－102 P-63完掘(s→N)

位置G-2 a-ハ, G-2-b二 平面形ほぼ円形

規模0.96m/0.6m× ／ ×0.32m

床面は東側に傾斜している。壁はゆるやかな傾斜で立ちあがっている。掘り込み面は暗褐色

土Ⅱ層上層中か，同層上面と思われ,地山を掘り込んでつくられている。覆土下層には黄色土が

多量に混入し，汚れている。

遺物は出土していない。

89



P-64
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図版Ⅳ－104 P－64完掘(w→E)
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Ｉ旦一 ､ b20．30~

Ｃ
ｌ d20．40
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~~
一

図版Ⅳ－105 P-64セクション(E→w)

位置G-2-a-ハ 平面形隅丸長方

形か？ 規模0.7m/047m×0.63m/

0.43m×0.2m長軸方向N→W61｡

床面はほぼ平坦だが，南壁際に径約17cmの

浅いくぼみがある。壁はゆるやかな傾斜で立

ちあがっている。

遺物は出土していない。

ｍ５
１
》

ＯＯ

ｌ

図Ⅳ－60 P-64実測図

層位 1.暗褐色土（黄褐色土の小粒を含

む） 2．黄褐色土

P-65
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４
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図Ⅳ－61 P-65実測図
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層位 l.淡灰褐色火山灰 2.黒色土 3.暗褐色土I層 4.暗褐色土II層上層 5．暗褐色土

6．黄褐色土(⑤がまじり，軽石を含む） 7．黒褐色土 8．暗黄褐色土 9．暗褐色土(黄色味を

帯びる) 10.暗黄褐色土11.黄茶褐色土 12.黄褐色土（粘質，汚れている) 13．暗褐色土II層

下層

位置G-2 a-ハ 平面形ほぼ長円形

規模0.93m/0.75m×0.72m/0.55m×0.4m 長軸方向N→W75.5｡

床面は東側が段状になっている。壁はほぼ垂直に近い傾斜で立ちあがっている。掘り込み面

はセクションベルトの断面観察によると暗褐色士Ⅱ層下層上面で,地山を掘り込んでつくられて

いる。覆土は全体に黄色土が混入し汚れている。遺物は出土していない。

P-66 蕊溌…

層位 l.暗

褐色土（軽石

を少量含む）

2．暗黄褐色
土 <

、

9／ d20.30Ｃ
ｌ

’

図版Ⅳ－108 P－66完掘(w→E)
~

b2030~

位置G-2-a-二 平面形長円形

規模0.58m/0.36m×0.41m/0.25m×0.16m
m

長軸方向N→W71｡

、

更エフ
O O 5

図Ⅳ－62 P-66実測図
床面は中央部がくぼみ,断面形は碗状である。

確認面は地山上であり，掘I)込み面は不明である。遺物は覆土中よりⅢ群b-3類に相当する士

器片が2点，時期不明の土器細片3点， 黒曜石のフレイク，剥片が1点づっ出土した。

9］



P-67
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｡’ 図版Ⅳ－109 P-67検出状況(s→N)b20．20~q

、
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=一入_鍵_ノー
0 0．5m

P-67実測図図Ⅳ－63

層位 1．黒色土 2．黒色土十黄色土

3． 暗黄茶色土（軽石を多量に含む）
図版Ⅳ－1 10 P-67完掘(w→E)

位置F-2-a-p 平面形長円形

規模0.61m/0.59m×0.51m/0.45m×0.15m

長軸方向N→E 45.5｡

床面は北西側がくぼんで､いる。壁はゆるや

かな傾斜で立ちあがっている。確認面は地山

上であり，掘り込み面は不明である。覆土下

層には黄色土，軽石が多く混入し， 汚れてい

る。覆土中の礫（図Ⅳ-64）は長さ23.1cm,最

大幅15.5cm,厚さ7.8cm,重さ4.0kgで、材質は

多孔性安|｣|岩である。片面全体に使用痕があ

り，石皿を何らかの目的でこの土擬に置いた

ものと思われる。

~

、
~｝

／
(~
～

／

＃
一

O 5cm
l l l l l

図Ⅳ－64 P-67出土遺物
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層位 1．暗褐色土II層上層 2．黒茶色土

3．黒茶色土(黄色土粒を含む） 4．黒茶色

土(紘質。黄色土粒を含む） 5．暗黄茶色土

（軽石，黄色土，炭化物を含む） 6．暗黒茶

色土 7．黒色土(粘質） 8．暗褐色土II層

下層

O5m
l

O
l ！ ，

P-69実測図図Ⅳ－65

図版Ⅳ－11 1 P－69完掘(w→E)
図版Ⅳ－112 P-69セクション(w→E)

位置F-1-c二, F-2 b－イ 平面形ほぼ円形

規模0.62m/0.51m× ／ ×0.57m

床面は平坦で，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。掘り込み面は，南北メインセクションベ

ルトの断面観察によると，暗褐色土Ⅱ層下層中あるいは同層上面と思われる｡地山を深く掘り込

んでつくられている｡覆土は黄色土を多量に含み, 中層から下層にかけて炭化物が混入してい

る。覆土は全体的に汚れており，埋め戻したものと推察される。

遺物は覆土中より10点(Ⅲ群b-2類に相当するものが2点,Ⅲ群b-3類に相当するものが3

点，時期不明のものが2点）出土している。
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図版Ⅳ－113 P-69出土遺物図Ⅳ－66 P-69出土遺物

図番号 名 称出土層位｜分 類内面色調｜外面色調｜胎土色調 |擶 碁

1 IKq

工 百証

〃

覆土中 暗黒褐色

灰 色

暗褐色

図IV 66 1 淡榿色

淡黄椅色

黄借色

内面はタテ肺11にミガキ調繁か？。歓質。砂粒多し

焼成良好堅繊。

内面はヨコ十テ調整。砂粒多し”

樅茶褐色

淡青灰色

淡褐色

２

３
~ｂｂ

Ⅲ

ⅢZ

）

表Ⅳ－17 P-69掲載遺物一覧

－70P
○

囚

○
N

ロ

ｑ
一

0．5m
’

Ｏ
ｌ

｡’b20200

一一一~ﾉ

層位 1．黄茶褐色土 2

暗黄褐色土 3．黄褐色士
図Ⅳ－67 P-70実測図

位置F-2-a p 平面形隅丸長方形？

規模 (llm)/(0.75m)×(075m)/(0.6m)×0.18m

長軸方向N→W18｡

床面には凹凸がある。壁はゆるやかな傾斜で立ちあ

がっているものと思われる。確認面は地山上であり，

掘り込み面は不明である。覆土は黄色土，軽石をわず

かに含む黒茶色士である。

遺物は覆土下層よりⅢ群b-3類に相当すると思われ

る土器片が1点出土している。

群
》

や

寺迂F F －－＝ 静 鍛麓一竿睾､

図版Ⅳ－114 P-70完掘(w→E)
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図版Ⅳ－115 P-71完掘(w→E)

.
､

一

O O5m
l 1 1 1 ， l

図Ⅳ－68 P-71実測図

層位 l. 暗褐色土 2. 暗黄褐色土

位置F 2-aイ・ロ 平面形隅丸方形 図Ⅳ-69

P-71出土遺物 図版Ⅳ－116
か？ 規模 (0.49m)/(032m)× ／ × P-71出土遺物

0.09m

床面はほぼ平坦であるが，南壁際に浅いくぼみがある。壁はゆるやかな傾斜で立ちあがって

いる。確認面は地山上であり，掘り込み面は不明である。覆土は黒茶色土で土器片が4点出土

している。図Ⅳ69の土器は床面より数cm程上方より出土した。内面はていねいなヨコナデ調整

を施し，色調は内面が淡黒色，外面が黄灰色で，胎土はあらい。Ⅲ群b 2類に相当するものと

思われる。
b2030

q

P-73
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d 19．90~

一

0 0:5

.｜ ’ ‘ ‘ ’ ’

図Ⅳ－70 P-73実測図
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層位 1 .暗褐色土II層下層 2．暗褐色土(①

灘
と同質だが黒色味を帯びる） 3．明黒褐色土(軽
石，黄色土，炭化物を含む） 4．淡茶褐色土(黄
色土粒を多く含む） 5．淡黒褐色土(微少の黄
色土粒．炭化物を含む） 6．黄褐色土(多量の

黄色土を含む） 7．暗黄色土 8．淡黒褐色土
（黄色土粒を含む） 9．暗黄褐色土

位置E1 cハ, E-1-d-二

平面形隅丸長方形

規模0.68m/0.58m×0.63m/0.54m×0.5m

長軸方向N→W35.4｡

床面は平坦で,壁は垂直に立ちあがっている。

図版Ⅳ－117 P-73完掘(s→N)
確認面は地山上であるが，東西メインセクショ

ンベルトの断面観察によると,掘り込み面は暗褐色士Ⅱ層下層中か同層上面と思われる。覆土に

は黄色土，炭化物，軽石が多量に混在し，埋め戻されたものと思われる。遺物は覆土中よ')Ⅳ

群a類に相当する薄手で無文の口縁部破片が2点出土している。

I
P-74

ﾛノ

，／〆

図版Ⅳ－118 P-74完掘(s→N)

い
～
、
‐
‐

。

’ b2030~

一

図版IV-119 P-74セクション(s→N)

位置F 2-b-ハG-2 a-二 平面

形隅丸長方形 規模 ().78m/0.67mx

0.5m/0.42m×0.28m 長軸方向N→W

18.5｡

床面にはわずかに凹凸がある。壁はほほ垂

直に立ちあがっている。覆土には黄色土，軽

石がまじり，上層には炭化物が混入している。

d 2010

~~

O O5m

図Ⅳ－71 P-74実測図

層位 1.暗茶黄色土(2～3cm大の軽石，黄色

土，炭化物を含む） 2．暗茶黄色土(①より軽石

が少ない） 3．暗茶褐色土
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一

層位 1．淡黒色土 2．暗茶黄色土（①＋黄色

土） 3．暗茶褐色土(黄色土粒を多く含む） 4．

暗黄褐色土(③＋黄色土十軽石） 5．暗黄灰色土

（多量の黄色土を含む）

~~／ 0 0．5m

･／ ｜ ， ， ‘ ， ！
′

図N-72 P－75実測図

鐸 蕊錬溌…

図版Ⅳ－121 P-75セクシヨン(w→E)

図版Ⅳ－120 P-75完掘(N→s) 位置F-2-b 1 平面形長円形

規模0.7m/0.62m×0.54m/0.43m×0.24m長軸方向N→E21｡

床面はほぼ平坦で，壁は急傾斜で立ちあがっている。確認面は地山上で，掘り込み面は不

明である。種土には多量の黄色土が混入している。遺物は出土していない。

P-76

』
○

○

○

N

で ’
ー

b
ｑ
’

~~

I

’
b20．00｡

一

図版Ⅳ－122 P-76完掘(s→N)、

図Ⅳ－73 P-76実測図
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位置F-2-b-p 平面形円形

規模0.37m/ × ／ ×0.23m

確認面は地山上で，掘り込み面は不明である。 また南側は風倒木により大きく攪乱されてい

と。覆土は軽石まじりの黒茶色土である。土器片が6点（口縁部1点，底部1点．胴部4点)出

十~している
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図版Ⅳ－123 P-76出土遺物P-76出土遺物図Ⅳ－74

出土層位 |分 類 内面色調｜外面色調｜胎土色調介 傾 内面色調 外面色調 胎土色調 備 尋・

内面・口観まていねい室ヨコ十ﾃ調整二軟質，長石・石英を多
内面Iまヨコ十ﾃ調整｡底部外面に縄文摸,ケズ' 1痕あり。軟質
内面ばていねいなヨコ＋ﾃ調整｡軟質｡長石粒・ '1,石を倉も'二
内面はヨコナデ調整｡砂粒珍し。

－
爵 ~

口
君図 f’ 利

ヘ十

日し，

’ ~
淡褐灰色

淡灰褐色

淡灰褐色

淡褐色

暗茶灰色

淡茶灰色

暗灰黄色

淡灰褐色

土 器

〃

〃

斑土11
〃

〃

〃

図Ⅳ 74 1 暗灰色

黄灰色

淡褐色

淡褐色

IIl b 3

〃

Ⅳa

ﾉI

７
－

』

！

表Ⅳ－18 P-76掲載遺物一覧
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４
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』
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ロ
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命
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鰹

星

唖
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時〈
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１
１ 図版Ⅳ－124

灘篝
P-77完掘(s→N)

~~~

一

〆
齢

･ず

~

d20．00C
~

I1 一

夢

・ 孟皇_二蕊愚麓塾湧蕊電醗ガヱと
図版Ⅳ－125 P-77セクシヨン(s→N)

5m

図Ⅳ－75 P-77実測図
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層位 l.暗褐色土（木炭を少量含む) 2.暗茶褐色土 3.暗褐色土 4．暗黄褐色土（軽石を多

量に含む） 5．黄褐色土（汚れている） 6．黒褐色士（ボソボソしている） 7．灰茶褐色土（軽石

を多量に含む） 8．暗茶褐色土（軽石を多量に含む）

位置F-2 b イ 平面形隅丸長方形？

規模0.68m/0.52m×(06m)/(0.42m)×0.32m長軸方向N→W16.5｡

床面は平坦で，壁はほほ垂直に立ちあがっている。確認面は地山上で，掘り込み面は不明で

ある。南西壁側の覆土中には軽石，黄色土が混入しており，壁が崩れたものと思われる。覆土

上層には炭化物か混入している。

遺物は覆土中より土器片10点，石雛破片1点， フレイク1点が出土している。

親
和
ハ

患…

幾
４

偽~ 必3

図Ⅳ－76 P-77出土遺物
図版Ⅳ－126 P-77出土遺物

内面色調|外而色調内面色調 外而色調出土層位分 顛

泄土中Ⅲb－3

〃 〃

〃 不 明

出土層位 分 顛

檀土中

〃

〃

Ⅲb－3

〃

不 明

台土色調 若図番号 Ⅲ猫 称

暗褐色

暗茶灰色

暗茶灰色

晩成良好堅徴。

内面に縄文痕あり。焼成良好堅繊。

底部外向色調黄灰色。焼成良好堅繊。

：号

Ⅱ

一
一Ｉ図Ⅳ 76 ］ 黄l火色

暗褐色

暗灰色

灰褐色２

』

出土屑仙 卜 ＃ け 質1'』 長さ (cm) 厚さ （c､） 重さ （9）図撚号
勺

釉向 '1M （c、

里 硴石刃黒曜石遡土中 TAR
上 』~ムU図IV－76 4 石 砿

表Ⅳ－19 P-77掲載遺物一覧

図版Ⅳ-127 G-2-c暗褐色土Ⅱ層上層出土遺物(S→N)
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P-78 ○
四
・
○
Ｎ
で

’PI

夕一一

夕一一

1

1 d 20.30｡I
｡’

層位層位

1

C ､
､ 『一一

一

1.淡灰褐色火山灰 2. 黒色土 3.

暗褐色土I層 4．暗褐色土II層上層 5. 暗

褐色土（軽石を少量含む） 6．暗褐色土（火山

灰を少量含む） 7．暗褐色土(黄色土粒．炭化
物を少量含む） 8．暗茶褐色土（汚れている）

9．暗褐色土(⑥と同質） 10．暗黄褐色土 11.
黒褐色士

0．5m

－」｜ ， ！ ！ ！

図Ⅳ－77 P-78実測図

図版Ⅳ－129 P-78セクション(w→E)

位置G-2-a D, G-2-b-,f

平面形楕円形長軸方向N→W33.5｡

規模1.03m/0.4m×0.7m/0'36m×0.51m

床面は南東側が18cm程高< ,段状になってい

る。壁は北西壁がゆるやかな傾斜であるけれど

も，ほかの部分はほほ垂直に立ちあがっている。

確認面は地山上であるが， セクションベル|､の

断面観察によると，北西壁上方はP 65に切られ

図版Ⅳ－128 P-78完掘(w→E)

日
図IV-78 P-78出土遺物 図版IV-130 P-78出土遺物
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ている。P-65の掘り込み面は暗褐色土Ⅱ層上層中と推察されるので,P-78の掘り込み面は同層

上層中か同層下層上面かと思われる。覆土は全体的に黄色土が混入し，非常に汚れている。

遺物は覆土中より土器片が3点出土している。図Ⅳ 78の土器は胎土に小石を含むが，徴密

で，焼成良好である、

ｼ／ ；l
－o

一一

、<、

図版Ⅳ－131 P-79軽石出土状況(s→N)

P-79

く
鍵

‐

~

~

一

~

~

｡/／
／~~

灘
ＣＯＯＯ

ｌ

２．

－－
０

C

0．5 、

一

層位 l.

音茶暗茶 色褐色土

2．暗黄褐

色土
図Ⅳ－79 P-79実測図

図版Ⅳ－132 P-79完掘(s→N)

｣ ？
込み面は不明である。覆土には2個の軽石（長

さ0.24m l]:0.22m厚さ0.26m,長さ0.16m 1l50.1m厚さ014m)があり， ともに床面に

接していた。
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P-80

｡’
I

b l990０
’

一

4

5
Ｃ
ｌ ． 20．00

b~
、
~

O O5m

l 1 1 ！ ！ ｜

層

｡’ 莚
〃l、

P-80実測図 ，‐

図版Ⅳ－134 P-80完掘(w→E) 図版Ⅳ－135 P-80セクシヨン(S→N)

位置F2 a-D, F-2-b－イ, F-1-c二 平面形ほぼ円形

規模0.55m/0.42m× ／ ×0.35m

床面は平坦で，壁はほほ垂直に立ちあがっている。確認面は地山上で，掘り込み面は不明て

ある。遺物は覆土中よりⅢ群b 3類に相当する土器片2点,時期不明の土器2点が出土している。

P－81

、<’
、

一~

ｉ
Ｉ

p=q~、

2000~

侭§ 996

2－－
I1、

‐"、

【凸口

聡

ｊ
ｌ
ｒ

d20.'0呈一 ！
、

一

20． 20

、o’

、

層位 1．

を含む）

粒を含む）

暗褐色土 2．

} ･ 灰黄褐色土

5． 黒褐色土

灰茶褐色土（黄色土粒

4．灰褐色土(黄色土 O O5m

図Ⅳ－81 P-81実測図
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蕊識蕊ffM:"｣難懸泳鍛姪篭霞箪JHJL配篭鐵蕊蝉 図版Ⅳ－137 P-81セクション(N→s)
図版Ⅳ－136 P-81完掘(N→s)

位置F-2 b-イ 平面形ほぼ円形 規模0.6m/0.55m× ／ ×0.3m

床面は中央部が浅く くぼんでいる。壁は北東壁がわずかにオーバーハングしている以外は，

ほほ垂直に立ちあがっている。確認面は地山上で，掘り込み面は不明である。南西壁側の覆土

には黄色土が混入して汚れている。覆土からは石皿2点，軽石2点が相互に重なりあい．一部

を床面に接した状態で出土した。遺物はⅢ群b-3類に相当する土器片が1点出土した。

一一－一
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l l l l l l｜ l l l l l一
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~~

P-81出十:遺物図Ⅳ－82
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図版Ⅳ－139 P-81出土遺物(図Ⅳ－81 2)
図版W-138 P-81出土遺物(図Ⅳ－81 1 )

図番号 名 称 出土層位 分 繍 ホオ 質 長さ (cm) "(cm) 厚さ ((Jm) 重さ (g)
図Ⅳ－82 1 石 Ⅲ 覆土中 ⅥB1 安山岩 28.6 22.() 17.2 15.0kg

2 〃 〃 〃 〃 （ 16.0) 13．0 9.8 (2.0kg)

ロ

戸 名 称 出土層{1 願 棚 質
↓＋

分 長さ （c、 幅（c､） 厚さ ((Jm 誘奨 iロ
エー 1，

図Ⅳ－82 1 覆土中

〃

石 Ⅱ ⅥB1

〃

安山岩

ｌ

拝邑口同
、卜Ｋ卜

八ＵハＵ

】？ＤＦ
１Ｉ

Ｕ、リバ

八６八ｂ
ワ】１１

０９
？－（』

２１

６、』？

『ＩＱ〉

表Ⅳ－20 P-81掲載遺物一覧

P-82

｡’1977

1969

シ〆

19日

5m

Ｃ
ｌ

d 20．10~

位 1 ．暗褐色土1I層

色土(軽石を多く含む）

土（軽石と暗茶色土か

いる） 4．黒茶色土

， 地山

下層 2．黒

3． 暗茶黄

まじり，汚れ

5．漸移層

6
図Ⅳ－83 P-82実測図
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図版Ⅳ－141 P-82礫出土状況(w→E)

灘
図版Ⅳ－140 P－82完掘(w→E)

位置H-1-c-二, H-2-b-/i

平面形長円形 長軸方向N→E 10o

規模104m/0.85m×0.66m/0.5m×0.22m

床面は中央部がくぼみ，低い段状になってい

る。壁はゆるやかな傾斜で立ちあがっている。

かなり急な斜面に掘り込まれており，床面も南 図版Ⅳ－142 P-82セクション(w→E)

へ傾斜している。確認面は地山上であるが， セクションベルトの断面観察によると，掘り込み

面は暗褐色土Ⅱ層上層上面と思われる。覆土の中･下層には黄色土，軽石が多量に混入し，汚れ

ている。覆土下層からは7個の石皿が出土している。

一一二一二－－、
海 諭

／
I | 11

~

／~

ｆ
‘。 ’
ｸ

~ノ′
芦一二

少

/

う三一ン笹

一一 一一夛

/~一一、
~）
~／

L－一急
I 識舞

U_ししU

図版Ⅳ－143 P-82出土石皿(図Ⅳ-84)図Ⅳ－84 P-82出土石皿
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I、 淵

図版Ⅳ－144 P-82出土石皿(図Ⅳ-85)
一

O 5cm

l l I I ， I

P-82出土石皿図Ⅳ－85
~

~

一

図版Ⅳ－145 P-82出土石皿(図IV-86)

O 5cm

l l l l I 1

図Ⅳ－86 P-82出土石皿

~

f

ｂ
今

レ 剴
扁

c、

図Ⅳ－87 P-82出土石皿 図版Ⅳ－146 P-82出土石皿(図Ⅳ-87)
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口
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一－－
図版Ⅳ－147 P-82出土石皿(図Ⅳ-88)／

~～

、

、
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、

~ 二二二二

が
/／~~
〃~~

順

一ﾉ6 １ｎＣ
Ｒ
）

］
』一

図Ⅳ－88 P-82出土石皿

》｝
、

f二塁=ゴミ一

側
憐

一

5cm

LI l l l」

図Ⅳ－89 P-82出土石皿図版Ⅳ－148 P-82出土石皿(図Ⅳ-89)
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三~ ~

l~l

l l l l l’ ’ ’ ’ 1
図版Ⅳ－149 P-82出土石皿（図Ⅳ-90)図Ⅳ－90 P-82出土石皿

分類 ｜ 材質
VIBl 安山岩

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

″

ＩＣ

６

０

〃
Ｆ
１
、
。
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さ

”

器

芝１

|厚き(cm) |
’ ’2．5

軍

１
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ワ

］

ノ
ー
礼
・
凸
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７

日

２

１

２

怖

耐図Ⅳ－84

’
７

１

２

０

１

１’
図Ⅳ－85
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２

４
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8kg
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〃
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表Ⅳ－21 P-82掲載遺物一覧
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P-83
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A

＋
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／

十 L
I ＋

､R
、

一一一

ｅ
一廻

令
Ｉ
Ｃ

／

／

ツ

／

ｌ

Ｔ

Ｂ

f~

b20．700

『

一

ﾉ ｰｰ、
一

~~C 。 20，70~

､

~
〃趾

0 30cm

＋＋0．5m
I’ ! , 』

図Ⅳ－91 P-83実測図

B

f 2080‐三

一
〆

一

図Ⅳ－92 P-83遺物出土状況
図版Ⅳ－150 P-83遺物出土状況(W→E)

図版Ⅳ－151 P-83遺物出土状況(W→E) 図版Ⅳ－152 P-83完掘(w→E)

位置F 2-dp 平面形隅丸方形 規模0.36m/031m× ／ ×0.31m

床面はくほ､み，断面形は碗状である。包含層を漸移層まで掘り下げたところで， 内面を上に

した一括土器を検出し， 周囲を精査してその輪郭の検出に努めたか形状を確認することはで､き
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図Ⅳ－93 P-83出土遺物

なかった。上方の包含層には

この土器片はなく ，土器を割

り， その一部分を土擴の底に

置いたものと思われる。 この

土器（図Ⅳ93 1)はⅢ群b

－3類（北筒式）に相当するも

のである。 またこの土器の直

上にフレイクが1点出土して

いる。

図版Ⅳ－153 P-83出土遺物

備 考

)l.5cr)｡内面は指押痕あl) 。軟質.胎土徴密。

| 'IM(cm) 厚さ (m) | 重さ (9)
| 23 1 04 1 L8

図番号 名 称|出土層位|分 類|内面色調|外面色調|胎土色調｜

図Ⅳ－93 1 土 器|床 面| '''b-3 1暗灰色|淡灰褐色|淡茶褐色口径32.0cm器高
図悉号 名 称 ｜ 出土層位 ｜ 分 類 ｜ 材 質 長さ (cm)
図Ⅳ 93 2 フレイク ｜ 床 面 | XA2 1 珪 岩 23

土 器|床
名 村；

表Ⅳ－22 P-83掲載遺物一覧
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P-84

』 :’
口

C

~～

d

ｰ－－－

p

19.8B

１

１

、

、

叩

芦

趣

で

~
一一

~

C
＝一．IB､gBIgB』8

』
、
１

一

｜
0

0 5

｜ ， 1 ， ， ｜
層位 1 ．H-29覆土 2.
黒褐色土 3． 暗黒茶色土

（大きな軽石， 土器片を含
む） 4 ．黒茶色土 5．暗
灰褐色土（少量の軽石を含

む） 6． 暗黄茶色土

図Ⅳ－94 P-84実測図

位置F-2 dp 床面はほぼ平坦であるが,北･北西･南壁際に，それぞれ0.41m×(0.38

m), 0.52m×0.72m, 0.44m×0.57m,深さ30cm程のくぼみがある。壁はゆるやかな傾斜で立ち

あがっていると思われる。H-29の床面を掘り下げ地山上で確認されたものである。覆土は黒茶

色土で全体に軽石，礫が多量に混在している。床面より約10cm程の高さから土器片が多数出土

した。 また小礫，軽石も含まれている。出土状況などから判断すると， これらは一時期に混入

されたものと思われる。遺物は土器271点(Ⅲ群b 2類相当8点， Ⅲ群b-3類相当90点， Ⅳ群

a類相当70点，時期不明103点),石器13点，礫54点が出土している。
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図版Ⅳ－155 P-84遺物出土状況(S→N)図版Ⅳ－154 P－84完掘(w→E)

遜蕊Xp

、聯 鶴I_u
1 1

1

図Ⅳ－95 P-84出土遺物 図版Ⅳ－156 P-84出土遺物（図Ⅳ-95)

’

〃
〃

’
1、

簿一→字
図版Ⅳ－157 P-84出土遺物（図Ⅳ-96)図Ⅳ－96 P-84出土遺物
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(図Ⅳ-97）図版Ⅳ－159 P-84出土遺物
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表Ⅳ－23 P-84掲載i貢物一覧

P-85
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図版Ⅳ－161 P-85完掘(S→N)
Ｉ
Ｉ

Ｊ

~図版Ⅳ-162 P-85遺物出土状況(S→N)

18．79

図Ⅳ－99 P-85実測図

位置H-1 a-二

地山上で完型土器（図Ⅳ-100)が出土したため周辺を精査したところ， 南東壁の立ちあがり

を確認して，遺構であることが判明した。平面形，規模などは不明である。床面より約lOcm程

上方の土中から礫数個（図Ⅳ-101)が出土している。床面は一部分しか残存していないが，束

から西へ傾斜している。
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図版Ⅳ－164 P-85出土遺物（図Ⅳ-101)
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P-86
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図Ⅳ－102 P-86実測図
層位 1.

物を含む）

化物を多く

（黄色土，

れている）

含む）

暗褐色土（粘質。炭化

2． 褐色土(粘質。炭

含む） 3．暗茶黄色土

軽石、①がまじ') ， 汚

4．黒褐色土(軽石を

図版Ⅳ－166 P-86セクション(s→N)

図版Ⅳ－165 P-86完掘(s→N)

位置E-1-c-二 平面形ほぼ円形

規模035m/0.24m×035m/0.21m×0.33m

床面はほぼ平坦である。壁は垂直に近い傾斜で立ちあがっている。H29の床面を地山まで掘

り下げたところで確認された。覆土上層には炭化物が混入し， 中．下層には黄色土と軽石が混

入して非常に汚れている。遺物は出土していない。
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図Ⅳ－103 P-87実測図

位置F-1-D-二

平面形長円形か？

規模 ／ ×076m/0.58m×0.31m

長軸方向N→W18｡

床面はほぼ平坦で，壁はやや急な傾斜で立

ちあがっている。確認面は地山上で，掘り込

み面は不明である。北側は風倒木による攪乱

を受けている。遺物は出土していない。

図版Ⅳ－167 P－87完掘(N→s)
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V包含層出土の遺物

1 ．土器

ここでは第1章で示した土器の分類基準にしたがって，今回の調査で出土した各時期の土器

について記述する。

なお，写真図版に入れた番号のうち， カッコ内のものは，拓本の番号と一致している。

I群a類の土器（図版V－1－4－1～9）

器形の全体がわかるものはない。

l～4 ． 9は同一個体で，横位の貝殼条痕文と貝殼腹縁文が施文されている。 5の口縁端部

はほぼ平坦で，外面には貝殼条痕文がみられる。 6 ． 7は外面に貝殼による押引文， 内面に貝

殼条痕文が施文されている。 8は外面に貝殼条痕文が施されたものである。

これらは， 白老郡白老町虎杖浜3遺跡のI群a－2類土器（財団法人北海道埋蔵文化財

センター編 1983a) に相当するものである。

Ⅲ群a類の土器（図版V－1－4－10～13）

10は撚糸を押圧した貼付帯が口縁部をめく､り， その下に爪形の撚糸圧痕文が施されている。

llは貼付帯によって区画された内側に爪形の撚糸圧痕文と三本単位の撚糸圧痕文が施されてい

る。 10～12まではサイベ沢Va式土器に相当するものである。

13は口縁部に波状の貼付帯がめく、るもので，サイベ沢Vb式土器に相当すると思われる。

Ⅲ群b－2類の土器（図版V－1－1－1 ． 2 ，図版V－1－5～6）

柏木川式土器に相当するもので，文様要素から以下のように細分した。

図版V－l－5－l～14 ･ 18

貼付帯上， または器面に刺突文があるもの。 l～3 ･ 9 ･ 11 ． 13は口縁端部にも刺突文が施

されている。 12は刺突文の間とその下部に沈線文が施されている。 18は刺突文が施されたもの

で，底部には貼り出しがみられる。

図版V－l－1-1, 図版V l－6 6

貼付帯上に押引文が施されたものである。図版v－1 l－1の深鉢は口縁部がほぼ直立し，

胴部にくびれがある。外面には炭化物が付着している。 口縁に平行する2条の貼付帯と口縁か

ら垂下する貼付帯の交点には円形文が貼付されている。内面はナテ調整が行われているが， な

お，ザラつきが残る。図版V－1 6－6では縦方向の貼付帯上に押引文を施した後，刺突を

行っている。

図版V－l 1-2, 図版V－1 5-15～17, 図版V－l 6－l～3

縄線文を施した土器である。 口縁端部には刺突文を施している例が多い。

図版V－l－l－2は口縁部が直線的に立ちあがる深鉢で， 山形突起を有し， 口縁端部にも
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縄文が施文されている。胴部には，地文の縄文上に粗雑な斜格子状沈線が描かれている。内面

調整はミカ、キである。内面の胴下部と外面には炭化物が付着している。図版V－l－5-16は

山形突起から垂下する貼付帯上と口縁内面に縄線文が施文されたもので， 口唇直下と貼付帯の

側縁には，刺突文が施されている。図版V－l 6－3は円形の貼付文がある。

図版V－1－6－4～13

沈線文が施されたものを一括した。

4と5は同一個体である。 4の口縁部には半裁竹管状工具による刺突文が施されている。 ま

た， 貼付帯上にも刺突文の痕跡が残っている。胴部上位には半裁竹管状工具を使用してU字形

の沈線文が施されている。 これに類似した文様は爾志郡乙部町元和遺跡第3地点(元和1l遺跡）
註l

出土のD群土器（大沼忠春編 1976）にみとめられる。 7と8は同一個体で， 刺突文を有する

貼付帯の下に2本一組の沈線によって曲線的な文様が描かれている。 これらの土器や10 ･ 12に

みられる沈線文は，大木系土器と関連をもつものかもしれない。 9は口縁部に狭い無文帯をも

ち，縦方向の沈線が1条施されている。 13は刺突文か施された貼付帯の内部に3条の太い沈線

がみられるもので，一応， この類に含めた。

図版V 1－6 14～17

口縁部に貼付突起を有するものを一括した。 14～16は貼付帯上に貫通孔があるもので． 14は

横， 15は縦， 16は斜方向に孔が穿たれている。 これと同様の土器は昭和57年度の調査の際にも

出土している(財団法人北海道埋蔵文化財センター編1983b)。これらは，元和遺跡E群(大

沼忠春1976）にみられるつり耳が退化したものの可能性があろう。 17は波状口縁で，大きく

外反している。

Ⅲ群b－3類の土器

本報告書では， この時期の土器を3つに分類し， それらをさらに細分した。

Ⅲ群b－3類の1 （図版V－1－1－3～5 ， 図版V－1－7）

胎土には砂粒・小礫が多量に混入している。成形・調整は粗雑で内面は凹凸が多く ，指オサ

エの痕跡が顕著に残っている。胴部は斜行縄文や結束羽状縄文が施されているものが大部分を

占めているが,図版V－l 7－9のように撚糸文が施文されている例もある。同図版4～6 ．

19は胴部にも押引文が施されている。 14は押引文上に刺突文があるものである。

器形・文様からみると次のように細分される。

図版V－1－l-5, 図版V l－7－l～16

口縁部に断面三角形の肥厚帯をもつものである。

図版V－1－1 5、 図版V－l－7－1～14

肥厚帯上には押引文が施されたものと縄文が施されたものがある。押引部の施文具には半裁

竹管状工具が使用されているものが多いが， 図版V－l－7－2のように縄端圧痕文が施され

たものや同図版10のようにへう状工具によって施文されたものもみられる。 ｜司図版lは口縁端

部にも押引文が施文されている。肥厚帯直下には突瘤文が施されるのが一般的だが， 同図版3
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は突瘤文をもたない例で､ある。

図版V 1－7-11 ． 12は口縁部に山形突起の痕跡が残り， その頂部には小孔がみられる。

図版V－1－7-15 ･ 16

幅の広い肥厚帯上にへう状工具によって短刻線文が施され， その直下に突瘤文を有する。後

述するⅢ群b－3類の3の一部と文様要素が類似していることに注意すべきだろう。

図版V－1－1－3 ． 4，図版V l－7-17～26

口縁部に断面三角形の肥厚帯をもたないもので， 口縁端部の形態は丸味を帯びたものが多い

が， 図版V－l 7－22のようにT字形に肥厚したものもみられる。

図版V－l－l 3は胴部が大きくふくらんだものである。山形突起の頂部には小孔力罫穿た

れている。図版V l－l 4は口縁部が外反し，胴部にふくらみがある。外面の口縁部から

胴部にかけては炭化物力ざ付着している。図版V l－7-17は山形突起を有し， 口縁端部には

押引文が施文されている。同図版20と21は同一個体で， 口縁部の貼付帯に縄端圧痕と思われる

ものが施されている。 26は内面に細密条痕（大島直行・瀬川拓郎編 1982） を有するが， この

類に含めておく。

これらの土器は， トコロ6類（駒井和愛編 1963)に相当する土器である。

Ⅲ群b－3類の2 （図版V－1－6－18）

胎士は砂粒を含み， 内面は研磨されている。 口縁部内面には炭化物が付着している。

口頚部は大きく くびれ， いったん屈曲した後，張りのある胴部に続く。 口縁端部には山形の

突起力ざある。 口頚部には刺突文を施した細い貼付帯がめ〈･り， 山形突起の直下は弧状になって

いる。

大木系の土器と思われる。

Ⅲ群b－3類の3 （図版V－1－1－6 ， 図版V－1－8～10）

胎土は砂粒が多いが，成形，調整は後述するⅣ群a類のlと比較すると一般に丁寧である。

内面調整はナデが普通だが， ミガキが施されたものもみられる。 また，刷毛目状の細密条痕

がある例がわずかにみとめられる。

器形は胴部が直線的に立ちあがるもの，胴上部でいったん屈曲し，外反する口縁部に続くも

の，胴部にふくらみがあるものがみられる。

器面の縄文は,すべて単節の斜行縄文で原体を横方向に回転したものが多いが，図版V-1-10-

15 ･ 16など原体を縦方向に回転した例もみられる。縄文は条が通り，節が深く印されたものが

大半である。貼付帯を有する場合は，貼付を行った後に縄文力罫施されている。貼付帯上に羽状

縄文が施されているものには， 貼付帯の中央か， あるいは下端を境にして施文されている。

文様などから次の5つに細分される。

図版V l－8

貼付帯上， または地文上に1条ないし2条の縄線文が施されたもので,LRとRLの両方の撚

りがみとめられる。縄線文は口縁に平行してめく．るものが多いが， 8やl2のように縦位のもの
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もある。 4 ． 12は口縁端部にも縄線文が施文されている。

6は口縁部がやや内脅し，羽状縄文が縦位に施されている。 10 ･ 11は口縁端部に突起がある

もので，突起の頂部に10は刻み目が, 11は縄線文が施されている。 15～17は，外反する無文の

口縁部と以下の縄文や撚糸文の境を縄線文で区画したものである。 19は底部付近に2条の縄線

文が施されたもので，底部は外側に張り出している。

図版V－1 9

へラ状の工具や半裁竹管状の工具を使用して短刻線文が描かれている。短刻線文は， 貼付帯

上に施されたもの，地文上に直接施されたもの， その両方に施文されたものの三種類がある。

横位のものが多いが，縦位・斜位の例もある。

図版V－1 9－7 ． 8の口縁部には円形の貼付文が施されている。 これに類するものは，

上磯郡知内町湯の里l遺跡のI群f類土器（峰山巌・山田格・古原敏広・大島直行1979）に

もみられる。図版V l－9－12の短刻線文は斜方向から刺突が行われている。

図版V 1-10-1～8

短刻線文の下かまたはその間に無文帯をもつもので，短刻線文が貼付帯上に施されている場

合には貼付帯上に縄文がみられない。 5は無文帯の部分に突瘤文が施文されたもので，登別市

千歳6遺跡（大島直行・瀬川拓郎編 1982)や白老郡白老町虎杖浜4遺跡（財団法人北海道

埋蔵文化財センター編 1981）からもこれに類似したものが出土している。

図版V－l 1-6, 図版V－1-10-9～17

貼付帯上， または肥厚帯上に縄文を施すものである。後述するⅣ群a類のlとは，器面に縄

文を施文する順序や貼付帯の断面形が異なっている。

図版V－1－l－6は胴部が直線的に立ちあがり，肥厚帯が3条めく･っている｡図版V－1－

10-14･ 17は貼付帯の下または上下にナテ､によって無文帯を形成したものである。同図版12は

縦位の貼付帯が施されている。

図版V－1-10 18～25

斜行縄文または羽状縄文が器面全体に施されている。口縁端部の形態は四角いものが多いが，

22は三角形である。 18･23は口縁部に幅の狭い無文帯がある。

これらに類似した土器は，函館市西股遺跡の第1I文化層(松下亘編 1974)、 山越郡静狩遺跡

（大場利夫・田川賢蔵 1955),函館市煉瓦台遺跡（大場利夫・姥子千代志1965) ,登別市千

歳6遺跡（大島直行･瀬川拓郎編1982） などから出土し， それぞれ， ノダッフ°II式，静狩式．

煉瓦台式，短刻線文土器群(m2a群土器） などと称されている。

Ⅳ群a類の土器

本報告書では， この時期の土器を3つに分類し， それをさらに細分した。

Ⅳ群a類の1 （図版V－1－1 1 ． 12）

胎土は砂粒が多く ，成形・調整は一般に粗雑で，器面に指オサエの痕跡が残るものも多い。

ナテ調整が行われている場合で､も，器面にはザラつきが残っている。

1，，
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器形は胴部が直線的に立ちあがるもの，胴上部でいったん屈曲してから外反する口縁部に続

くもの，胴部にふくらみをもつものがある。

地文の縄文には， 原体を横方向に回転したものと縦方向に回転したものの2種類がある。前

者の縄文は条が通り，節が器面に深く印されているが，後者の縄文には，浅く印され，条力爵通

らず，施文単位間に空白部分が残っているものもみとめられる。

貼付帯をもつものは，縄文を施文してから貼り付けを行い， この貼付帯上に縄文を施してい

るものが多いが， 貼り付け後，全体に施文を行う例も図版V 1-11 10など少数みられる。

文様などから次の4つに細分される。

図版V－1-11, 図版V－1 12-1 ･ 5 ･ 7

貼付帯には図版V－1-11 1のように粘土帯の合わせ目にみられる肥厚帯と区別し難いも

のもあるが，一般的には扁平で､，幅も一定ではない。図版V－l-11 10 ・ 12～14, 図版V－

1-12-5 ･ 7のように， 貼付帯の間に無文部をもつものもみられる。 この場合，無文部には

ナデ調整が行われているものが多い｡図版V－1 11-14は口縁端部に縄文が施されているが，

このような例は少ない。図版V 1-12-1は口縁部が無文である。

図版V－l 12 2

地文と貼付帯上に斜格子状の撚糸文を施している。貼付帯の成形と撚糸文の施文の順序につ

いてははっきりしない。

図版V 1 12-3 ･ 4 ･ 6 ･ 8

縄文のみの土器である。図版V－1－12 3は胴部にややふくらみがある。 8の口縁部には

狭い無文帯がある。

図版V－1 2 1, 図版V－1-12-9

無文の土器である。図版V 1 2－1は小型で， 口縁部はゆるやかに外反している。

これらは余市式土器（大沼忠春1981）に属するものと思われる。

Ⅳ群a類の2 （図版V－1－13）

図版V－1-13-1～17

地文の縄文や貼付帯の上に縄線文を施しているものである。貼付帯は，地文の縄文を施文し

た後に貼付けられている。ナテ､によって口縁部に無文帯が形成されたものもある。

1 ． 2は同一個体で， 胴部にふくらみがあり， 口縁部の無文帯と地文の縄文の境が縄線文で

区画されている。 12は大きく屈曲する器形で，貼付帯上とその側縁， および地文上に縦・横・

斜位の縄線文をもつものである。一応この群に含めたが， 中期のものの可能性も残る。 14は無

文帯中に刺突文がみられるものである。

図版V－1-13-18～21

磨消手法によって曲線的な文様が描かれている。

20･21は網代の痕跡がある底部破片で， この群のものと考えられる。

これらに類似したものは,虻田郡虻田町入江貝塚出土のⅢ類Ⅱa,nb土器の一部(名取式光。
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峰山巖1958) ，上磯郡知内町涌元遺跡（千代肇1972),茅部郡森町烏崎遺跡出土の第4群・

第5群土器(佐藤忠雄編 1975) ,爾志郡乙部町元和遺跡群出土のF群土窯(大沼忠春 1976),
山越郡長万部町静狩遺跡の表採品（大島直行・瀬川拓郎編 1982）などがあげられる。

これらのうち，入江貝塚では， 同一層位から余市式土器が出土している。 また， 島崎遺跡の

報告者によれば， 第4群土器は第2群土器（ノダッフ°Ⅱ式） とともに「余市式と強い関連を示」

し，第5群土器は第2群土器， 第6群土器（入江式，大場式） に伴う傾向があるという （佐藤

忠雄編 1975)｡

Ⅳ群a類の3 （図版V－1－14）

1～5 地文の縄文上に沈線で曲線的な文様が描かれている。

6～13 磨消縄文手法により．文様が描かれている。

14 無文地に沈線で曲線的な文様が描かれている。

15～18 撚糸文が施されている。 15は口縁部に撚糸文を施した後， 胴部に縦位の撚糸文を

施文している。

19 撚糸文により，斜格子状の文様が描かれている。

20 撚糸文を地文とし．二本一組の沈線で曲線的な文様が描かれている。内面には炭化物

が付着している。

これらはトリサキ式土器～大津式土器（森田知忠 1981） に相当すると思われる。

Ⅳ群b類の土器

船泊上層式に相当するもの（図版V 1-15-1～4)

地文の縄文上に鋸歯状あるいは平行する沈線を施しているもので， 2は無文帯がみられる。

手稲式土器に属するもの（図版V－1－2-2 ･ 3, V-1 3, V-1-15 5～12, V

1-16～17)

これ以前の時期と比較して，器橦・器形の分化が顕著なため，器種ごとに記述する。

深鉢

a (図版V－1 15-6)

波状口縁で胴部は直線的に立ちあがっている。縄文を地文としており， 口縁部には4本の山

形沈線を施した'二に縦方Ii'lの沈線が3本施文されている。 口唇直下は無文である。

b (図版V－1－2 2, V 1 15 5, 7～12, V-1-16-1～19)

頸部が屈曲するもので， 口縁部は内誉するものが多い。波状口縁と平縁のものがみられるが，

前者が多いようである。文様には， 口縁上部と頸部が無文で， その間に縄文を地文として横走

する沈線をめぐらし， これを弧状の沈線でつなぐ･もの（図版V－1-15 5 ･ 10 ･ 11)や磨消

縄文を施しているもの（図版V 1-16 3～9)がめだつ。

図版V－l－2－2は小型の深鉢で，五弁の波状口縁を有する。 口縁部は地文の縄文上に9

本の沈線がめく~り，波頂部の直下には， さらに3本一組の沈線が縦方向に施文されている。図

版V－1 15 5 ． 12は同一個体で，胴上部にも文様帯がみられる。胴部内面には炭化物が付
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着している。同図版8 ． 11は胎土に小礫を含んでいる。同図版9は口縁端部が肥厚し，貼付帯

がみられる。図版V－1-16-1～3 ． 8の内面には炭化物が付着している。

c (図版V－l－2 3)

大型の深鉢で，肩部が強く張り，五弁の波状口縁は大きく外反している。波頂部と波頂部の

間には， うずまき状の貼付文が5個みられる。 口縁部はよくみがかれている。 口縁部と胴部の

境には1条の沈線がめぐり，胴部には縄文が施されている。胴部には焼成の際の黒斑がみられ

る。内面の調整はミガキである。図示しなかったが，今回の調査では， これとは別個体でうず

まき状の貼付がある口縁部の破片が1点出土している。

d (図版V－1－3-1,図版V－1-16-10． 11･13)

口縁に狭い無文帯があり，以下は斜行縄文が施されたもので､， 図版V－1 16－11のように

波状口縁のものもある。同図版10･ 11は無文帯と斜行縄文の境に1条の沈線がめぐっている。

e (図版V 1-16-12 ･ 14･ 15)

胴部は直線的に立ちあがり，器面全体に縄文が施されている。 14 ． 15は同一個体の破片で，

薄手の土器である。

f (図版V－1-17 3)

胴部にふくらみがある無文の土器である。

浅鉢

a (図版V－1 17-1 ． 2, 4～8)

口縁が内雪するもので，縄文を地文として横走する沈線や弧状の沈線により文様が施されて

いる。 2の口縁端部の断面形は切り出しナイフ状である。

b (図版V－1-17-9 ･ 10)

口縁には狭い無文帯があり，以下は斜行縄文が施されている。

注口土器（図版V－1 3－2 ． 3）

口頸部は大きく外反し，体部は扁平である。器厚は薄く ， 内外面ともよくみがかれている。

口頚部にはナデによって浅い段がつく り出され， その下にへう状の工具を使用して右下がりの

浅い沈線がめ〈･っている。体部上面にも， 同一の工具によって注口部の真上を起点として放射

状に沈線が描かれている。体部には円形文と工字状文の組み合わせによる文様が段ちがいに施

されているが， それらの内部も沈線で充填され，磨消縄文風の効果をあげている。 この土器に
註3

類似した器形や文様は関東地方の加曽利B式にもいくつかみられる。

図版V－1-17 12～15は，注口土器または壺形土器の一部と考えられるものである。 14は

磨消縄文によって文様が描かれている。 15の胴部上位には細かい縄文力§施され，以下はみがか

れている。内面には調整痕力:残っている。

Ⅳ群c類の土器（図版V－1－18）

堂林式土器に属するものである。

l～7 ･ 10は同一個体で， 口縁部はほぼ直立し， 内面からの突瘤文が施されている。内面は
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横方向によく研磨されている。 8 ． 9は口縁部に沈線文が施されている。
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大沼忠春氏によれば， 「中期中葉の榎林式（角田文衛1939)に属するものを主とする」という。

大沼忠春氏によれば， 「知内町涌元遺跡等から出土した資料（千代肇1972)に近い」 とされる。

爾志郡乙部町元和15遺跡から出土した土器片にも,沈線文によって磨消縄文風の文様が施された

ものがある （乙部町教育委員会編 1980)。
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2．包含層出土の石器等

今回の調査によって包含層から出土した石器類は，石雛，槍先またはナイフ，石錐つまみ

付きナイフ， スクレイパー，石斧，石のみ， たたき石， 台石， すり石，石皿，石鋸，砥石など

である。 このほかに，土製品，石製品も出土している。 これらの分類別のうちわけは，表v－

2－1のとおりである。 これらの遺物の多くは， 図V－2－6～26,巻頭カラー， 図版V－2

1～10などに図示してある。

図V－2－1～5は，石器等の分類毎の出土分布図である。図V－2－lは， 図示したもの

を含む石器の分布図であるが， 図V 2－2～5は， 図示していない遺物の分布図である。図

示した遺物は， その説明表に，分類， 出土区を明記してあるので，分布状況は確かめられるよ

うになっている。 これらの分布図をみると, D･E･F･G区に遺物力ざ多く出土していること

がよくわかる。

1 ．2はIA3と分類した石雛である。 lは97のつまみ付きナイフとともにF－l－d－p区の

焼土中から出土した。 この焼土中からは堂林式土器（図V－1－2-15)が出土しているので，

lと97の石器は縄文時代後期後葉のものと考えられる。

3～9はIA4と分類した石雛で,その分布状態は図V－2－1に示してある。 10~27はIA5と分類

した石錐で， その分布状態も同図の中に示してある。 このうち10～12と19～21とでは形態に若

干のちがいが認められる。 10～12の形態の石雛は，手稲式土器にともなって出土する例力:いく

つか知られていることから、縄文時代後期中葉の石鑛と考えられる。

30～66は，槍先またはナイフである。 この石器は茎部のつく りだしの明瞭さから, 30～54ま

でと55～66とに分けられるが，一般的に両方の形態のもの力罫縄文時代中期後葉から後期前葉の

時期に多くみられるので，分布状態は合わせて示してある （図V 2－1）。 33．40．43．44．

48～51 ･ 53～55･59･61などのように刃部の形が左辺と右辺とでは異っており，使用による刃

部の減退をうかがわせる例もある。

67～81は石錐である。出土した16点のうちB-100-b区から出土した1点を除くほかは図示

してある。棒状のもの（67～70･73～75) と，つまみ部がみられるもの(71･72･76～81) に

分けられる。

82～101はつまみ付きナイフで， 出土したもののすべてを図示してある。二次加工が片面全

体に施されるもの（82～87)，二次加工が片面の周辺にのみ施されるもの（88～96) ，横形のも

の（97～101)に分けられる。横形の97が，堂林式土器にともなうことは，前述したとおりであ

る。

102～149はスクレイパーである。出土した57点のうち48点を図示してある。石くらと称され

るもの（102～104), まる形のもの(105) , エンド・スクレイパー(106～113)などに分けられ

るが, 114～149などのように，今後の細分を待つ必要力苛あるものが多い。

150～174は形態のあきらかな石斧である。石材は緑色泥岩と黒色片岩の二種があり，破片な

どの図示しなかったものの分布状態は，石材別に示してある(図V－2－2）。 この分布図の点

可rー庁
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数は，体部・刃部などの破片の接合を試みたのちの個体識別をおこなった数字である。 また石

斧の素材と考えられる緑色泥岩の礫・礫片・破片・石斧未製品なども出土しており， これの分

布状況は図V－2 2に示したとおりである｡後述する砥石の出土状況などに合わせ考えると，

57年度調査区と同様に今回の調査区内でも，素材を持ちこんで石斧製作がおこなわれていたこ

とがわかる。

図示したうちで,大きなものは162の4809, 150の3209があり，小さなものには509以下の156･

158･160･172･174などがある。石斧は，立木の伐採，加工，細部加工など用途に応じた使用

が推定されるが, 156･158のような刃部形態が片刃のものは，横斧で加工用かもしれない。

また, 162･163･169･171･173などのように， いくつかの破片に分れて出土したものがある。

このような石斧の出土状況については， 別項(VI 1)であらためて述べる。

175～177は，石のみである。図示したもののほかにB-100-b区から黒色片岩製のものが1

点出土している。このうち， 176は，横断面形が台形で特徴的な形態をしている。使用の結果と

考えられる下辺に顕著な刃こぼれ，上辺には敲打痕が認められる。

178～196は，たたき石である。図示してない41点の分布状況は図V－2 3のとおりである。

棒状のもの（178～182･185), 扁平礫の周辺を使ったもの(183･184･186･187), 扁平礫の腹

背を使ったもの（188～191)， 円礫状のもの(192～196)などに分けられる。

197～202は，すり石である。縄文時代早期の土器にともなう例の多い断面がほぼ三角形のも

の（197～199)，北海道式石冠と呼称されるもの(200), 円礫状のもの(201･202)などに分け

られる。

203～205は，石鋸である。 203は完形品であり，厚さ0.3cmほどの直線的な刃部がみられる。

206～218は，砥石である。図示したものも218のほかは，すべて破損品で，破片が多い。消耗

する度合の高い石器なのであろうか。図示しなかった破片の分布状況は，図V－2－3のとお

りである。溝があるもの(206) ,板状のもの(207～209･218), 角柱状のもの(210～217)な
よんめんといし

どに分けられる。角柱状のものは， 「四面砥石｣と呼ばれることもある特徴的な砥石で，北筒式

土器や余市式土器にともなう例力ざ多い。

219～240は， 台石，石皿である。加工の度合が高いもの，すり面のあるものを石皿に，加工

が少ないもの，敲打痕がみられるものを台石に分けた。 これらの石器も破損品が多い。図示し

なかったものの分布状況は図V－2－3のとおりである。 224～226.228～230･236･238～240

の石皿は，登別溶結凝灰岩を整形したもので， 236が典形的な形態と考えられる。登別溶結凝灰

岩を素材に使い， ほぼ全体に整形する例は，登別近辺では，縄文時代中期・後期に多くみられ

る。

241～251は，加工痕や使用痕のみられる剥片である。 241～243は，上下両端や左右両端に，

中央にむかう小さな剥離面がみられることから、 ピエス・エス・キーユと呼ばれるものと考え

られる。 244～251は剥片の周辺に微細な剥離痕がみられるが，定形的な石器とはとらえ力§たい

ものである。 これらの石器で図示しなかったものの分布状況は， 図V－2－4に， 黒曜石製と
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頁岩・珪岩製とに分けて示してある。 ともに調査区の中央付近から多く出土している。

252は加工痕や使用痕のみられる礫である。敲打痕や研磨痕がみられるが，定形的な石器とは

とらえがたいものである。 284～286も同様なものであるが， この3点は研磨痕が著しい。

253～256は石核である。 253．256は板状になっているが，表面には上下方向，裏面には左右

方向の剥離面がみられる。 254は， ほぼ円錐形である。 255は，礫の表面を多く残しているとこ

ろから，素材は角礫だったと考えられる。 4点ともに，最終的な剥離面は3cm四方に満たない

小さなものである。石核と関連する剥片は，接合する良好な資料がないので，図示していない。

図V－2－5は，剥片の石材毎の出土分布図である。いずれの石材もC･D･E･F･G区か

ら多く出土しており， この場所で剥片剥離，石器製作がおこなわれたのではないかと想像され

る。

257～262は垂飾である。259は両面から穿孔途中のものであり，ほかの5点も両面から穿孔さ

れている。259は孔が連結する可能性はひくい。261は両面からの孔がわずかにつながっている。

262だけが表面に割れ面を残しているが，ほかは全面が研磨されている。258の円孔の上辺には，

紐ずれを思わせるような，へこみがある。

263～265は，三角形の土製品である。土器の破片をほぼ正三角形状に整形してある。土器型

式を特定できるほどの特徴はみられない。

266～269は，加工痕のある剥片と分類したが， むしろ石製品としてとらえたほうが，適切か

もしれない。それぞれが特徴ある形をしている。

270～273は，加工痕のある礫と分類したが，むしろ石製品としてとらえたほうが適切であろ

う。 270～272は形態，大きさともに石斧に類似しているが， 刃部の研磨がみられない。石斧の

未製品というよりも「石斧もどき」なのかもしれない。 273は，一部に刃部の研磨を思わせると

ころがみられるが，不完全な研磨面であり，石斧のうちで大きめのもの(150･162など） より

も， はるかに大きい(14009以上） ものである。

274は石刀と分類した。棒状の礫を，にぎり部分を敲打によって整形し，刃部に相当するとこ

ろは，丸みをもった礫面に敲打痕がみられる。包含層のごく浅いところから出土しているが，

（198頁につづく ）

名称 ・ 分類 点数 |｜ 名称 ・ 分類 点数 | 名称 ・分類 ｜ 点数|
" IA 3 2 11 スクレイパ- IIIBl 3 たたき石 VA9 1 4] |〈クレイパーⅢBl たたき石

岼

紐

名称 ・ 分.類

石核 ⅨA

黒曜石の剥片 mB

点数
一

b

1,447

332

333

118

台石
一
咽

石簸 Iメ
－
６１

１

Ｒ

』

頂

２

７

９

２

３

１

２

１

す')石 黒っぽい頁岩(A)の剥片

白っぽい頁岩(B)の剥ルー

珪岩などの剥片

ｍ

ｄ

ｑ

戸

ｂ

ｎ

５

ｑ

１

１

月

４

民

ＡⅥ

１

１

り石斧 ⅣA2

3

月

１

１

３

５

１

１

０
１

槍先・ナイフ IB l

2

8

りⅡ工痕のある剥片XAlfT Ⅱ４

４

０

６

３

３

VB1

8

〈

０

０

畑

１

－

，

声
烏
●
リ

ハ
Ⅲ
〕

ｎ
Ｊ
白

石鋸 ⅦAl l 3 加工痕のある礫 XB Ⅱ
｜
昭
一
珊
一
４
｜
皿

軽石製品

軽 石 礫

士 製 品

石 製 品

ドリル ⅡA 2 石のみ ⅣB 4 砥石 ⅦBl尺
ｌ

４

４

ｏ

Ｏ

ｑ

部~~
~

１

２

３

４

ＡＶたたき石 ぽ

つまみ付きナーイフⅢA2

3

便

咄
Ⅶ
〕
Ｆ
『
』

X笹

Ｅ

Ｊ |石睡 ⅧA I o
~

表V－2－1 包含層出土石器等の分類別点数
※石斧のⅣA8には小さな破片・砕片は含まれていない。

※台石VBと石ⅢⅣBの区分は厳密なものではない｡それらの破片はⅥB8にまとめてある。

※剥片ⅨBには微細なものは含まれない。
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図V－2－1 包含層出土の石器等の出土分布図(1 )
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図V－2－2 包含層出土の石器等の出土分布図(2)
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図V－2－3 包含層出土の石器等の出土分布図(3)
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図V－2－4 包含層出土の石器等の出土分布図(4)
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図V－2－5 包含層出土の石器等の出土分布図(5)
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表V－2－3 図示した石器等の説明表(2)
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表V－2－4 図示した石器等の説明表(3)
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図版V－2－6
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図版V－2－7
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図版V－2－8

包含層出土の石器等
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周辺を精査したにもかかわらず，関連する遺構遺物は検出できなかった。

275．276は青竜刀形石器と呼ばれるものの破片である。 ともに，淡黄褐色の珪藻質泥岩を素

材としているが，材質が微妙に異なるので，別個体と考えられる。 275は多数の小破片となって

出土している （図版V 2－9）。 この小破片のうちで275に接合したもののひとつは，住居跡

H-25の床面から出土している。

277は， オロシガネ状石器とでも呼ぶべき石器である。このような石器は，縄文時代後期中葉

の手稲式土器にともなう例が知られている。

278は焼成粘土塊， 279．280は黒曜石剥片が火焼を受けたもの， 281は黒曜石剥片である。

282．283．287．288は軽石礫に明瞭な加工がみられるものである。軽石礫は多数出土してい

るが，加工の判断には微妙なものがある。軽石礫の分布図は示していないが, E･F･Gとい

う相対的に低いところから多く出土している。
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VI 成果と問題点

今回の調査では， 57年度の成果から当初予期していた以上に，新しい知見を得ることができ

た。 これらの具体的な内容についてはIV章とV章とに詳しく記してある。今回の調査で解明で

きたことがらや， そこから派生する問題点について，調査にあたってもうけた｢調査のねらい」

をふまえて， ここでは次の五項目について検討を試みる。 1 ．遺跡の形成について， 2 ．遺構

の構築時期・性格とその関係について， 3 ．縄文時代中期末葉から後期初頭の土器の編年につ

いて， 4 ~石器等について， 5 ．オロシガネ状石器について

1 ．遺跡の形成について

今回の調査区域の諸資料が， どのような自然的，歴史的な条件のもとに埋没していたのか。

そして， また， どのような埋没状況にあったのかについて，生活面の推定（④’＠）や遺跡の

様態の例示(e,e) をおこなったうえで，遺跡の形成のあらましを述べる。

の出土した土器のうちで， もっとも古い時期のものはI群a類に分類した縄文時代早期の

貝殼文士器であり， もっとも新しい時期のものはIV群c類に分類した縄文時代後期後葉の堂林

式土器である。 この両者の間に，古いものから順に， 円筒上層式，柏木川式，北筒式，煉瓦台

式，余市式，入江式，船泊式層式，手稲式などの型式に相当する土器が出土している。 これら

の土器の出土状況を土層との関係において，模式的に示したのが図VI-1 1である。柱状図

の右側は発掘時に確認できたものであり，左側は推定したものである。

、図VI－1－2は焼土の平面分布図である｡焼土の中から検出されたいくつかの土器片や，

発掘時の観察記録をもとにすると， これらの焼

土は図VI 1 1の模成図に示したような時期

のものといえる。 F l－d－口区の， 暗褐色

土I層中の焼土は，暗褐色土を掘りはじめて3

~15cmほと、の深さに, 200cm×130cmのひろがり

をもっていた。 この焼土の中には白色の焼けた

獣骨片多数とともに堂林式土器（図V－1 2

15)，石雛（図V－2－6 1), つまみ付き
円筒上層式

ナイフ（図V－2 10-97)がふくまれていた。

ほかの焼土からは，直接手がかりになる遺物

は出土しなかったが，土層中の深さから推定す

ると，暗褐色土II層上層上面としたものは，後

期前葉から中期の時期， 暗褐色土II層下層中と
貝殻文土器

したものは，縄文時代中期後葉から後期前葉の

時期と考えられる。 これらの焼土は．住居跡な

－堂林式

船泊上層式手稲式。

|余市式.厩霧詞 入江式

煉瓦台式|北筒式・
1拍木川式應霧調

畷
鯛

焼土

前期の火山灰?

図Ⅵ－1－1 土器の出土位置柱状模式図
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どの遺構に伴なう可能性もあるが， あいにく調

査期間中，常時樛出する湧水が焼土とその周辺

『 を浸していたため，遺構との関係を明らかにす

ることはできなかった。

⑧図VI-1-3は，別項の図Ⅵ－3-1,

2に示したもの以外の土器の分布図である。こ

れらの土器について，周辺の遺跡と比較してみ

G る。

ヨ

ーーL
~’

②

0 ②
②

●
鯵

⑳

②

●｜ ②

貝殼文土器( I群a類） 白老町虎杖浜3遺跡
喝鰯

で多量に出土している。ほかに虎杖浜遺跡，千

歳2遺跡，千歳6遺跡， 川上B遺跡などで少量
口暗褐色土I層中

■暗褐色土II層上層上面

出土している。”暗褐色土II層下層中

円筒上層式土器(III群a類） 川上B遺跡で割一H

I l o l 合にまとまった資料がみられる。ほかに鷲別1

遺跡，千歳1遺跡，千歳4遺跡，虎杖浜3遺跡，
図Ⅵ－1－2 焼土の位置

虎杖浜4遺跡などで，少量出土している。

船泊上層式土器･手稲式土器(IV群b類） 冨

岸遺跡， 川上B遺跡，千歳4遺跡，虎杖浜3遺跡などで少量出土している。周辺の遺跡に比べ

ると，千歳5遺跡の出土量は多いほうである。

堂林式土器(IV群C類） 冨岸遺跡， 川上B遺跡，虎杖浜3遺跡，虎杖浜4遺跡なと÷で， ご

く少量出土している。周辺の遺跡と同様に千歳5遺跡でも， ごく少量の出土である。

e図VI-1-4の㈲は，石斧の破片の接合関係を示すものである。遺物番号は図V－2と

同じであり， 301, 302はあらたに図示した石斧破片である。

162･169は，ほぼ半分に割れている。いずれも刃部に損傷はみられない。 162の破片は5m以

内で出土しているが, 169は15mほど離れている。これらの破片は埋積の状態にちがいがあった

らし< , 162では上半, 169では下半が， それぞれ黒褐色に変色している。 162の刃部側は, F-

l－C－イ区, 169の刃部側は, E-1 b－イ区から出土している。

163･171･173は刃部が破損している。 173の破片は5mほどであるが, 163は20m, 171は40m

ほど離れて出土している。 163･171のように遠く離れて出土した破片は， それぞれに類似した

表面をしており接合しても異和感はないが,近くから出土している173の表面は別個体ではない

かと見まどうばかりに表面の状態は異っている。 173の刃部側の破片は研磨痕が明瞭に残ってい

るが，他の側の破片は研磨痕の内部に潜在していた敲打痕が露出しているところが多い。 この

敲打痕の顕在化した破片には，酸化鉄の付着が多く見られることから判断すると，滞水状態で

埋積していたものであろう。163の刃先はD-100-c－p区, 171の刃先はG－l－c ハ区か

ら出土している。
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301の破片は30mほど離れて出土しており，表面はともに黒褐色に変色している。全面に研磨

された石斧であったと推測されるが， この大きな破片2点でも， もとの形は明らかでない。裏

面には，大きな剥離面力:みられる。

302の破片は40mほど離れて出土しており，表面はともに緑色泥岩特有の淡い緑色である。こ

の破片は節理にそって分かれている。表面には，研磨痕がよく残っている。刃部に近いところ

の破片と考えられる。

以上に述べた7点の石斧の接合例から，次のようなことが考えられる。石斧の破損には162．

169のようにほぼ半分に割れるもの, 163． 171･173のように刃部が破損するもの, 301･302の

ように原形を推定し難いほどに多くの破片に割れるもの， などがある。割れかたの相違と接合

破片の出土地点の距離には，相関関係はみられない。遠いところのものでは171･302のように

谷地形をはさんで40mほど離れて接合したものがあり，図VI-1-3の(輔に示す同一個体の土

器の破片よりも広い範囲に散布していることになる。割れた破片は，埋積の状態のちがいによ

って，表面の色調に大きな差異が生じているものがある。

以上④～eで述べたことや，次項の2～5を，遺跡の形成という観点からまとめると，次の

ようになろう。

人間の活動がみられるのは，縄文時代早期の貝殼文土器の頃以降である。 この貝殼文土器の

時期には，少量の遺物しか残されていない。つづく撚糸文土器の時期と縄文時代前期の遺物は，

検出されていない。空白の時期といえる。

ふたたび人間の活動がみられるのは，縄文時代中期中葉の円筒上層式土器の時期であるが，

このときの遺物も少量である。中期後葉になると遺物の量はふえて，つぎの後期前葉までの時

期には多量の遺物がある。 この多量の遺物のなかには， より北方へ関連するもの(北筒式土器，

四面砥石）や， より南方へ関連するもの（煉瓦台式土器，青竜刀形石器）などが認められる。

多量の遺物の基盤には，住居跡の検出にみられるように，比較的定住的な生活があった。また，

石斧の原石，破片，未製品や砥石破片が多量に出土していることは，石斧製作がおこなわれて

いたことの証拠であり， この一例をもってしても， この場所は周辺の遺跡と比べても，主体的

な遺跡であったといえる。

縄文時代後期中葉の時期は，比較的多量の遺物を残しているが，住居跡の検出例はない。 こ

の時期の遺跡は，札幌市手稲遺跡，江別市吉井の沢l遺跡，千歳市美々4遺跡などのように，

泥炭層や滞水層の下に埋没している例力:あるが，千歳5遺跡の場合も類似した環境だったと考

えられる。

人間の活動がみられる最後の時期は，縄文時代後期後葉の堂林式土器の頃である。 この時期

の遺物は， 周辺の遺跡と同様に少量検出されているにすぎない。

以後，洪水による土砂の堆積，滞水環境の泥炭形成，降下火山灰の堆積などの繰りかえしの

うちに，遺跡は地中深く埋没していったものと考えられる。 （西田茂）
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2 ．遺構の構築時期・性格とその関係について

今回の発掘調査でllか所の住居跡と43か所の土擴が検出された。ほかに遺構に付属しない焼

上が11か所検出されている。住居跡は北地区(Fラインの東西メインベルトで便宜的に北地区，

南地区に分ける）の尾根上に2か所，尾根から南および南東に傾斜する緩斜面上に7か所， ま

た南地区の同様の地形，西側緩斜面上に2か所検出された。土壌は尾根と尾根の間，標高19.50

m～20.50mの緩斜面上に孤状に点在している。とくに南地区の東側に多く検出された。焼土は

南地区の中央部， ほぼ平坦なところで検出された。

これらの遺構はどのような関係をもっているのだろうか。住居跡と土壌の構築時期は？ 土

擴の'|生格は？ 生活空間での位置関係は？ 以下掘り込み面，切り合い関係， 出土遺物，覆土

の堆積状況を検討し，各遺構の構築時期，性格などから各遺構間の関係を考えていくことにす

る。

(1) 住居跡

一掘り込み面，切り合い関係について－

遺構の検出にあたっては， 57年度の調査結果を踏まえ，淡灰褐色火山灰除去後のくぼみを一

つの目安として調査を進めた。 くぼみの見られたところはトレンチ調査によって，掘り込み面，

切り合い関係を確認することに努めた。その結果H-21, 23, 24, 25, 26, 27の6か所を検出

することができた。セクションベルトの断面観察により, H-21, 24, 26は暗褐色土II層下層

上面から掘り込まれていることが判明した。 しかしな力罫らH-23, 27は包含層と覆土の境が不

明瞭で，暗褐色土II層下層上面の上方より掘り込まれていることは判明したけれども， 明確な

掘り込み面を確認することがで､きなかった。後述するように土壌との関係で考えると， 暗褐色

土II層上層上面に掘り込み面がある可能性力ざ強い。H 22, 28, 30, 31は上層のほとんどが道

路敷設時に削平されていたこと，冠水地区にあったことなどのため，掘り込み面を確認するこ

とができなかった。

重複していた住居跡はH-23, 24, 25, 26である。先後関係を掘り込み面で確認できたもの

はH 23, 24だけであったが， 断面観察によりH 26→25→24→23という構築順序を確認する

ことができた。H-22と28は, H-22の北側とH-28の南側の小ピットがきわめて接近してい

ることから重複しているものと思われるが， その先後関係は明らかでない。 またH-27と29で

は, H-29の石組炉が埋まった後にH-27の石組炉がつくられていることから, H 29→27と

いう構築順序が明らかである。 またH-22には石組炉跡が3か所検出されたけれども， これら

が同時期に使用されたものか， あるいは先後関係があるのかは明らかでない。

－出土土器について－

ここでは確実に床面上から出土した土器と石組炉内焼土から出土した土器に限定して取り上

げることとする。H 21, 22, 23, 27, 30では床面上より土器が出土し, H 26は石組炉内焼

土より土器が出土している。 またH-24で､は床面上に堆積していた焼土内より土器が出土して
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いる。そ｛1ぞれの時期を見ると, H 21は1I1群b－3類, H-22はIV群a類, H-23はIV群a

類, H-24はIII群b 3類, H 26はIII群b－3類, H-27はⅣ群a類, H-30はIV群a類に

それぞれ相当する土器である。以上の住居跡内出土土器によって構築時期を決定するのは多少

無理があるかも知れないが， その住居が使用されていた一時期を示しているといえるだろう。

－内部構造について

ここでは石組炉跡と柱穴状ピットを取り上げる。石組炉跡が検出されたのはH-22, 23, 26,

27， 29， 30の6か所である。H 22, 23, 27, 30の石組炉は堀り込みはな< ,炉石に小さな軽

石や河原石を用い，つく りも粗雑である。 これにくらべてH 26, 29の石組炉は，浅いけれど

も掘り込みをもち，炉石には石皿や大きな礫を用い， ていねいにつくられている。

柱穴状ピットを見ると，二つの異った検出状況を指摘することができる。一つは，壁ぎわに，

内側に傾くピットがめく’り， さらに住居跡の中央部には石組炉跡を囲むように，垂直に掘られ

たピットカゴ長方形状に並ぶものである。もう一つは，壁ぎわに垂直に掘られたピットがめく．り，

さらに住居の外側で壁より1.0～1.2mのところに上部が住居跡に大きく傾くピットがあるもの

である。前者に属するのはH 23, 30後者に属するのはH-24, 26, 31である。以上のよう

1 1

H-23

姥 、 1 ’1

H-24

図Ⅵ－2－1 住居復原模式図

な検出状況を顕著に示しているH-23, 24を見てみると， 図VI 2-1のような柱の構造を推

察することができる。

住居跡についてはおおむね次のような構築時期を考えることができるだろう。

暗褐色土Ⅱ層下層上面を掘り込み面とし, IⅡ群b－3類の土器を伴出し，また内部構造に類似

性をもつH-21, 24, 25, 26, 29, 31は縄文時代中期後葉のものと考えられる。そして暗褐色

土Ⅱ層上層上面を掘り込み面とし, IV群a類の土器を伴出するH 22, 23, 27, 30は縄文時代後

期前葉のものと推定される。前者についてはH 26→25→24という構築順序が見られる。 さら

にH-23と30は石組炉跡，柱穴状ピットの検出状況，平面形などの類似性から見て同時期と考

えられ， また同様にH-22と27も同時期と推定される。
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、

(2) 土塘

一掘り込み面，切り合い関係について－

検出された43か所の土擴はすべて地山を掘り込

んでつくられている。 このうち掘り込み面を確認

できたものは15か所である。 P-45, 46, 86は住

居跡の床面下より検出され, P-51, 53, 54, 84

は同じく石組炉跡の下から検出された。 またP－

50, 57, 63, 65, 69, 73, 78, 82はそれぞれのセ

クションベルトの断面観察によって確認された。

P-45, 46はH 25の床面下より検出され, H-

26と同時期の可能性がある。 P-86はH-29の床

面下より検出されている。 P 51, 53, 84の上に

あった石組炉の石は動かされた痕跡がないことか

らP-51はH-23より古< (H 24と同時期の可

lOO

I
箇Ｌ

、
、

ﾖ

能性がある),P-84はH-29より古いと考えられ

る。ただP 53, 54については, H-22より古い

と即断することはできない。H-22には石組炉跡

が3か所あること， 後述するように, P-53と54

■W駐

露溌￥

３

k
L~

１
１
１
００卜｡oI
r l
l、~I

の覆土はほかの土壌のものと異質であることなど

から， さらに検討の余地が残る。 9”~ ~ ？ ’9m
姫士

セクションベルトの断面観察によると， 掘り込
図Ⅵ－2－2 住居跡の新|日関係

み面には次の三通りあることを確認した。暗褐色

土II層上層上面から掘り込まれているP 50, 暗褐色土II層下層上面から掘り込まれているP

－57， 78， 82暗褐色土II層下層中から掘り込まれているものと思われるP 63, 65, 69, 73

である。

次に先後関係を確認できたのはP-45→46, P-54→53, P-61→58の6か所~である。ほか

にP-50がH-25を切っているのが確認された。 P-45, 46, 53, 54, 58, 61については各遺

構のところで説明されているように，切り合い関係にあるのか， あるいは一遺構として把える

べきなのか判断することができない。

一遺物の出土状況と覆土について

士擴内の遺物の出土状況を見ると，①礫・軽石が混在しているもの②土器・石器などを含

むもの③遺物をまったく含まないもの，の三つに大別することができる。 また覆土の埋積状

況を見ると ④黒茶色土が床面まで堆積しているもの、黄色土，炭化物，軽石などが混

入し， 人為的に埋め戻された状態を示しているもの，の二つに分けることができる。①では

礫が一個置かれた状態で検出されたP-67,礫と軽石が数個混在し， その一部あるいはほとん
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どが床面に接しているP-50, 79, 81, 82 とのちがいがある。 ②には土擴の底に土器の一

部が内面を上にした状態で出土したP 83と，規模平面形ともほかの土壌にくらべて大き< ,

多量の土器片，礫，軽石か混在しているP-84と， また底面に完型土器が横倒しとなり，覆土

に礫，軽石があったと思われるP-85 と力苛ある。 P-83の土器片, P-85の土器はIⅡ群b－

3類に相当するものである。 これらの土壌からは人骨，ベンガラなどは検出されていない力曾，

土壌墓の可能性があると考えられる。 P-84の遺物の出土状態は一時的に入れられた様相を示

しており， ほかの士擴の遺物出土状態とは異っている。

次に①について見ると, P-38, 39, 40, 44, 47, 48, 49, 52, 55, 56, 64, 66, 70, 71,

76, 80, 84が対応している。 このうちP-48からは土製品が出土している。 P-84は前述のよ

うにほかの士擴とくらべて異質なものである。、について見ると P-45, 46, 50, 51, 53,

54, 57, 58, 61, 63, 65, 67, 69, 73, 74, 75, 77, 78, 81, 82, 86がこれに対応している。

このうちP-45, 46, 51, 53, 54は焼土，炭化物を多量に含み，軽石が多く ，覆土全体が堅い

ことなどほかの土擴とは様相を異にしている。これらから判断するとP 51はH-24, P 53,
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54はH 22, P 45, 46はH-25にそれぞれともなう遺構と推定される。 また礫・軽石を混在

するP-50, 67, 81, 82は、に対応している。 また＠のなかで炭化物の混入状態にわずかにち

がいが見られる。即ち，炭化物が全体的に混入しているもの(P-53, 54, 84),覆土の上層に

混入しているもの(P-50, 58, 73, 74, 77, 86),覆土の下層に混入しているもの(P-46,

57, 69） とがある。

以上から土壌がつくられた時期は暗褐色土II層上層上面暗褐色土II層下層上面， そして暗

褐色土II層下層中の三時期が考えられる。ただし暗褐色土Ⅱ層下層中はIII群b－3類に相当す

る土器を出土しているので暗褐色土II層下層上面と時間的な差はそれ程ないものと思われる。

土擴の性格を見ると土捜墓と思われるもの(P-83, 85), 遺物の投棄場所と思われるもの(P

-84)、 そして住居にともなうと思われるもの(P-45, 46, 51, 53, 54)に大別することがで

きる。 また◎に相当する土壌は土壌墓と断定できる具体的な根拠はないが，覆土の埋積状態

掘り方などから見ると，特に礫・軽石を混在するものは土擴墓の可能性があるものと思われる。

また④に相当する土壌はどのような目的で掘られ,用いられたのかを判断することはできない。

(3) まとめ

住居跡と土壌について， いくつかの観点から検討してきた。構築時期を見ると，住居跡で､は

二時期が確認され，土擴では三時期力苛確認されたが，前述のようにこのうち二時期はごく接近

したものである。暗褐色土II層上層上面（同層中も含む）はIII群b－3類の土器をともなう時

期でH 21, 24, 25, 26, 29, 31, P 45, 46, 51, 57, 63, 65, 69, 73, 76, 82, 83, 84,

86が対応する。暗褐色土II層上層上面はIV群a類の土器をともなう時期で, H 22, 23, 27,

30, P-50, 53, 54が対応する。そしてこれらの二時期の中でH 26→25→24という順序で住

居が構築されたこと， またH 22と27, H 23と30はほぼ同時期につくられたものであること

が確認された。

住居跡と土壌の位置関係を見ると，今回の調査区での特徴的な現象と言えるほどのものを把

握することはできなかった。ただ住居跡については北と南の尾根の緩斜面上に位置し， おおむ

ね低いところから高いところへという移動を読みとることができる。土壌は住居跡にはさまれ

た緩斜面に， しかも重なり合うことなく集中してつくられている。 また覆土の埋積状態で分類

した④に対応する土擴は， ほぼ北地区のより高いところにあり，、に対応する土壌はほぼ南地

区に集中している。

今回の調査区は千歳5遺跡の一部分であり，検出された43か所の土擴のうち構築時期と』|生格

を推察できたのは16か所で,ひとつの土擴でこの双方を把掘できたのは6か所にすぎなかった。

した力葡って住居跡と土擴の位置関係などを今回の調査区のみで考えることには無理があろう。

ここでは確定しえた事実関係を指摘し，若干の推察にとどめることとした。千歳5遺跡全体で

具体的・詳細な比較検討がなされなければならないだろうが， ただ位置関係を概観すると，住

居跡は北と南の尾根上およびその付近に集中し，士擴は尾根にはさまれた， とくに標高19.50m

～22.00mの斜面上に集中していることを指摘することができる。
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今後，千歳5遺跡と周辺の遺跡との具体的な検討を踏まえ，千歳5遺跡での遺構の構築時期，

土擴の性格，各遺構間の関連性などが検討されなければならないだろう。 （和泉田毅）
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3 ．縄文時代中期末葉から後期初頭の土器の編年について

第V章で述べたように， 当遺跡からは縄文時代早期から後期にいたる多様な土器か約40,000点

出土しているが,このなかで大部分を占めるのは,中期末葉から後期初頭にかけての資料である。

当遺跡のある胆振地方は，広い意味で､道南，すなわち北海道の南部に含めることができるが，

現在，北海道の南部～中央部における， 中期末葉から後期初頭の土器の編年については，次の

三つを代表的な見解としてあげることができる。

①高橋正勝氏に代表される編年（高橋正勝1981)
注l

余市式土器群の変遷を伊達山式→静狩式･入江Ⅲ類→煉瓦台式→ノダッフ。Ⅱ式という順序でと

らえるもの。

②大沼忠春氏らの編年（大沼忠春1981)

､￥=

〕且 南 道央

(+) 1北筒芸
(＋） ノ

余市式

ノダッフ。 II式

煉瓦台式・静狩式
中期

後期｜ 天祐寺式

③大島直行・瀬川拓郎両氏の編年（大島直行・瀬川拓郎編1982)
註3

短刻線文土器群，余市式土器群，北筒式土器群の3種が存在し， これらのうち，短刻線文土

器群は大木系土器に， また，余市式土器群はトコロ6類系土器に， それぞれ類縁・影響関係を

もつとするもの。

①と②にみられる差異の一つは，余市式をいくつかの型式から構成される型式群とみるか，

否かということである。また， ノダッフ°Ⅱ式，煉瓦台式，静狩式などという型式名の意味する内
註4

容が研究者によって異なっている点も注意すべきだろう。なお，最近，麿野光行氏や宮夫靖夫

氏によっても高橋氏の見解を支持する論考が発表されている （麿野光行1984,佐藤一夫・宮

夫靖夫編 1984)が，前記の型式名によって示された内容はそれぞれ独自のものである。

一方,③は，従来の諸型式では型式内容の吟味に不充分な点があることを指適し，製作手法・

器形・器種構成に着目して分類を行っている。そして， その結果，短刻線文土器群と余市式土

器群を異系統としているが， この考え方も各型式の間に時期差を想定する①，②とは大きく異

っているといえよう。

このように見解がわかれた原因のひとつには，各型式の層位的上下関係に関する資料の蓄續

が不足している点をあげることができる。

今回の調査にあたっては， 以上の状況をふまえて中期末葉から後期初頭にかけての編年を再

検討するための資料を得ることを一つの課題とした。

前述したように，登別市千歳6遺跡の調査をもとになされた大島・瀬川両氏の分類は，製作

手法・器形・器種構成に着目しているが， これは，器形・文様要素の組み合わせによって行わ
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れていたこの時期の分類に新たな視点を導入したものとして評価することができると思われる。

また,当遺跡と千歳6遺跡は距離にして1km足らずであり， 出土した土器も類似したものが多

いことから，本報告書ではこの考えにしたがって土器の分類を行い， 当センターの分類基準の

うち， Ⅲ群b－3類とⅣ群a類を細分した。

対照表

Ⅲ群b－3類のl : トコロ6類に相当するもの

Ⅲ群b－3類の2 ：大木系の土器

Ⅲ群b 3類の3 ：函館市西股遺跡の第Ⅱ文化層,山越郡長万部静狩遺跡,函館市煉瓦台

遺跡，登別市千歳6遺跡などから出土し，それぞれノタ、ツフ｡Ⅱ式,静

狩式，煉瓦台式，短刻線文土器群(m2a群土器)などと称されてい

るものに類似した土器

Ⅳ群a類のl :余市式土器に属するもの

Ⅳ群a類の2 ：虻田郡虻田町入江貝塚出土のⅢ群Ⅱa･nb土器の一部，上磯郡知内町涌

元遺跡出土の土器，茅部郡森町烏崎遺跡出土の第4群・第5群土器，爾

志郡乙部町元和遺跡群出土のF群土器に類似したもの

Ⅳ群a類の3 ： トリサキ式土器～大津式土器に相当するもの

当遺跡から出土したⅣ群a類のlは,器面の凹凸や貼付帯の形状なと．Ⅲ群b－3類の3に比べ

て成形・調整が一般に粗雑であるが，後者の中にもP-84出土の深鉢（図Ⅵ－3 3-1)な

ど粗雑なものが存在し，両者の差異はそれほと’きわだったものとしてとらえることができなか

った。

Ⅲ群b 3類の3の縄文は,原体を横方向に回転したものが多数を占めているが,縦方向に回

転したものもあった。一方，Ⅳ群a類の1では，横方向の回転によるものと縦方向の回転によ

るものがともにみとめられた。また，貼付帯上に縄文を施文する場合，Ⅲ群b－3類の3では粘

土紐を貼り付けてから行っているが，Ⅳ群a類の’では一般に地文の繩文を施してから貼り付

けを行い， 貼付帯上に地文とは別に縄文を施している。

器形については，全体像のわかるものが少ないが，どちらも胴部が直線的に立ちあがるもの，

いったん屈曲後，外反する口縁に続くもの，胴部にふくらみをもつものがある。

Ⅲ群b 3類の3にはみられるが,Ⅳ群a類のlにはみられない文様要素には，短刻線文と縄

線文がある。ただし，縄線文に関しては，Ⅳ群a類の2の編年的な位置づけともからんで問題
it5

があるといえよう。

反対に,Ⅳ群a類のlにあってⅢ群b 3類の3にない文様要素には,縦方向の貼付帯があげ

られる。

千歳6遺跡では,短刻線文土器群と余市式土器群をそれぞれ異系統のものととらえ~ているが，

後者の資料数が前者のそれに比べて極端に少ない点は注意しなければならな獺。当遺跡の資料

からみれば,Ⅳ群a類のlの製作技法は，Ⅲ群b－3類の3の製作技法を簡略化したものと考え
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ることも可能なのではないだろうか。

図Ⅵ－3－1～2は，縄文時代中期中葉から後期前葉にかけての土器の平面的分布状況を口

縁部破片によって識別した個体数でグリッドごとに表わしたものである。

おおまかな傾向としては，調査区域の中央部に分布が濃く ，南北両端は包含層そのものが削

平されるなどして薄いこともあって出土数が少ない点を指適することができる。 これは，谷底

の平坦地という，遺跡の立地条件によるものであると思われる。

図でみると，Ⅲ群b－3類の1 ．3とⅣ群a類の1はほぼ同じ分布を示し，住居跡の存在する

グリッドから多く出土している。Ⅲ群b－2類の土器の分布もこれらに似ているが,F-1-a,

bに集中がみとめられる点が異なっている。Ⅳ群a類の2は,D-100からD－lにかけてやや

まとまりがみられる。Ⅳ群a類の3は，発掘区中に散在している。

発掘面積が少ないこともあって，土器の分布状況からは，Ⅲ群b－3類の1～3，Ⅳ群a類の

1の相互関係をつかむことができなかったが，遺構から検出された資料についてはどうだろう

か。H 27, H-29, P 84から出土した土器について，他の遺跡の資料と比較しながら次に

述べてみたい（図Ⅵ－3 3参照)。

遺構の項で述べたように, H-27, H-29, P-84はほぼ同じ場所に構築され， その新旧関

係は，古い方から順にP 84, H-29, H 27となっている。

P 84の覆土から出土した土器にはⅢ群b－2類，Ⅲ群b－3類の3,Ⅳ群a類のlがある。

H 29からは土器が検出されていない。H-27の石組炉周辺からは，Ⅳ群a類の1の深鉢が検

出されている。 この深鉢は貼付帯の間に無文部を有するが, P-84から検出されたⅣ群a類の

lの中にはこのようなものはみられない。また,H-27とP-84は掘りこみ面力:異なっている。

これらのことから，少なくともⅣ群a類の1のうち貼付帯の間に無文帯を有するもの（図Ⅵ

3－3－3）は, P 84出土の遺物（図Ⅵ－3－3-1, 2など） よりも時期が新しいという

ことになろう。

では,本報告書でⅢ群b－3類のl～3としたものの関係はどのように考えられるだろうか。

P-84から出土した土器のうち，図Ⅵ 3－3－1に類似した土器は，山越郡八雲町栄浜1遺

跡A地点の17号住居祉床面からも検出されている（八雲町教育委員会編1983） （図Ⅵ－3－3
註7

4）。同住居趾からはこのほかに数点の土器が出土しているが，その中で無文部と縄文の間に縄
註8

線文が施された大木系の土器（図Ⅵ－3－3－6） と類似したもの（図Ⅵ－3－3 10)は，

登別市千歳4遺跡5号住居跡よりトコロ6類相当の土器2点（図Ⅵ－3 3-9, 11) とほぼ同

じレベルで検出されている （財団法人北海道埋蔵文化財センター編1981）のである。

当遺跡・栄浜1遺跡・千歳4遺跡の資料を比較した場合， 図Ⅵ－3 3-6, 10を媒介とし

て, 1 ･ 4と9 ･ 11も併行関係にあることが考えられのではないだろうか。

ところで，千歳4遺跡5号住居跡では，前述した土器3点より約10cm高いところから静狩式

土器（図Ⅵ 3－3-12)が検出され，報告者は焼土が2層に分かれる点に一考を有するとし

ながらも，以上の土器四点を共伴関係にあるものととらえている。麿野光行氏はこのとらえ方

ワ1頁
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を批判して， むしろ， トコロ6類相当の土器・最花式土器と静狩式土器の間に新旧関係がある

ことを示すとしている （麿野光行1984年)。確かにこれら4点の土器を共伴ととらえるのはやや
註9

無理があろう。 しかし, 1 ･ 4と12は同じ型式のものと考えることができるので，鷹野氏のよう

に12と9～llの間に新旧関係を指摘することには問題があるのではなかろうか。

当遺跡内の切り合い関係にある遺構のうち, H 27, H 29, P-84の出土遺物について他

の遺跡から得られた資料と比較しながら考察を行ったところ,Ⅲ群b 3類のl～3は併行関係

にある可能性が少なくないという結果が得られた。 これは， 冒頭にあげた中期末葉から後期初

頭の編年に関する三つの見解のうち，大沼忠春氏らの説に近いものであるが，大沼氏のいうノ

ダッフ･Ⅱ式と図版V 1－8に示したⅢ群b－3類の3の一部との関係については,資料不足も

あってはっきりした関係をつかむことはできなかった。

Ⅲ群b－3類とⅣ群a類の系譜関係については,Ⅳ群a類の1の製作技法がⅢ群b－3類の3

のそれを簡略化したとも考えられるものの,Ⅲ群b－3類の1との関係,Ⅳ群a類の2の位置づ

けなどを含めて， さらに資料を蓄續することが望まれる。 （中田裕香）

註

l 高橋氏は， 1976年に発表した繩文文化前・中期の編年表の中で，道南の見晴町式と道央の伊達山式を併行

関係においている （高橋郵券･小笠原忠久1976）が, 1981年の論考ではこれらの関係についてはっきり述べ

られていない。

2 大沼氏は,伊達市南稀府5遺跡の報告書では， 「ほぼノタ．ツフ･Ⅱ式に相当する位置に北筒式の一群が存在す

る」ものと考えている。ただし， 柏木川式とノダップⅡ式の区別は必ずしも明確で､はないようである （北海

道文化財保護協会1983)。

3 報文の一部では「余市式土器」 という用語も使われているが，両者はほぼ同じ内容を示す~と思われる。

4 森田知忠氏は大沼氏の編年を引用した際に「レンガ台式」と記述している（森田知忠1981)が，誤解を生む

記述の仕方であろう。

5 Ⅳ群a類の2は， 涌元式（千代壁 1972) との関係も考慮すべきだろう。

6 千歳6遺跡の報告者は，余市式土器群を伴う明確な居住遺構が検出されていないことから，出土した余市

式土器群が本来のセットのうちですべての器橦を満たしていたかどうか疑問が残るとしている （大島直行・

瀬川拓郎編1982)｡

7 栄浜l遺跡の報告書の本文では，図Ⅵ－3－3－7， 8の土器は床面直上から出土したと記述されている

が， 同書第31図の説明では， 図Ⅵ－3－3－4～8か床面から出土したと書かれている（八雲町教育委員会

編1983)。

8 報告書では最花式に近似するものとされている （財団法人北海道埋蔵文化財センター編 1981)。

9 前述した鷹野氏の編年の中で，煉瓦台式と静狩式は同じ時期（大谷地第4期）のものとされている （鷹野

光行1984)。

参考文献

大島直行・瀬川拓郎編『札内台地の繩文時代集落祉北海道登別市千歳6遺跡発掘調査報告

書』 (1982年）

大沼忠春 「北海道中央部における縄文時代中期から後期初頭の編年について」 （『考古学雑

誌」第66巻第4号, 1981年）
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北海道文化財保護協会 『南稀府5遺跡一北海道立伊達緑丘高等学校建設用地内埋蔵文化

財発掘調査報告書一」 （1983年）
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4．石器等について

今回の調査で出土した石器等のうちで図示したもの(V-2-6～26) について，前回調査

の資料も参考にしながら，時期ごとの石器群の把握という観点から，その特色について述べる。

縄文時代早期の貝殼文土器にともなう石器群

確証を欠くが，横断面が略三角形のすり石（197～198）は， この時期のものとみなされる。

縄文時代中期中葉の円筒土器上層式土器にともなう石器群

確証を欠くが，北海道式石冠と呼ばれるすり石（200）は， この時期のものとみなされる。

縄文時代中期後葉から後期前葉にわたる時期の石器群

図示した石器等のうちの大多数は， この時期のものとみなされる。出土する土器は， より北

方と関連するもの（北筒式土器） と， より南方と関連するもの（煉瓦台式） とがあって，石器

も土器に類似した対応関係があるものと推定しうるが， 明僚な区分はできなかった。石雛は，

茎が明僚でないもの（5， 8など） と明瞭な茎があるもの(14,18,20など）の二種がある。石槍

またはナイフにも，茎があるもの(30,31なとゞ） と， 明瞭な茎がないもの(60,63など）の二種

がある。

石錐は，棒状のもの（67,70など） と，つまみ部があるもの（80,81など） とがある。つまみ

付きナイフは，縦長のもの(91,92など） と，横長のもの(98～101など） とがある。スクレイ

パーは，石くらと称されるもの(102,103など), まる形のもの(105), エンド・スクレイパー

(106～110など） などとともに, IIIB9に分類したさまざまの形態のものがある。

石斧の素材となっているものには緑色泥岩と黒色片岩の二種がある。形態・大きさ・刃部形

態などによって， いくつかの細分は可能であるけれども，有意な結果はえられていない。石の

みは，黒色片岩を素材としている (175～177)｡ 176は断面がぶ厚< ,細長い特徴的なもので，

これに類似したものが，前回の調査でも出土している （図4－28の223)。

たたき石は，棒状のもの(179, 180など) , 扁平礫の周辺をたたくもの(186, 187など), 扁

平礫の腹背をたたくもの(188, 189)など力:あるが， どれも片手で握れるものが多い。すり石

は， 円礫状のもの（201, 202）である。

台石･石皿は，登別溶結凝灰岩を素材にした多孔質のものが多い。 225．236のように全面的に

整形してあるものは， この時期の特色ある石器といえる。同様のものが登別市川上B遺跡C地

区でも多数出土している。

石鋸は，砂岩製で， 片手で握れる小さなものである （203)。

砥石は，板状のもの(207･208など), 角柱状のもの(210･211など）などである。角柱状のも

のは｢齢眠若｣とも呼ばれ,千歳4遺跡では北筒式土器に伴ない（5号住居跡) ，虎杖浜3遺
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跡では，北筒式土器と余市式土器のみられるB地区から出土している。 これと同類とみなされ

る砥石が千歳6遺跡では煉瓦台式土器の時期の住居跡の埋土から余市式土器の破片などと一緒

に出土している(XL25堅穴)。 このほかに余市式土器に伴なうものとされた例には，大麻l遺

跡（江別市)，西野幌3遺跡（江別市）があり，北筒式土器に伴なうとされた例は，西野幌1遺

跡（江別市）がある。

縄文時代後期中葉の船泊上層式土器，手稲式土器にともなう石器群

石鑛は， 明瞭な茎のある特徴的な形のものである(10～13)。つまみ付きナイフは，つまみ部

が小さなもの（84.88など）がこの時期の可能性がある。

縄文時代後期後葉の堂林式土器にともなう石器群

石雛(1) とつまみ付きナイフ (97) とが，堂林式土器と一緒の焼土から出土している。三

角形の石雛で， ゆるいえぐりのあるものは，長沼町の堂林遺跡でも出土しており， この時期の

特色ある石器といえる （1 ．2）。

土製品

三角形土製品（263～265） と焼成粘土塊（278） とでも称すべきものの二種がある。三角形土

製品は前回の調査で5点ほど出土しており， あわせて8点になる。すべて土器破片を， ほぼ正

三角形状に整形したものである。前回は， 5点のうち4点力笛C－4－b地区から，今回は3点

のうち2点がE-100-d 二区から出土している。時期の推定は，縄文時代中期後葉から後期

中葉という広い幅をもってしか， なしえない。類例としては南茅部町木直C遺跡のHP 1出

土品，八雲町栄浜l遺跡の包含層出土品とがある。詳細な説明は記してないが木直C遺跡のも

のの時期は，縄文時代中期後葉と理解される。かって昭和8年に亀田郡亀尾村目名出土品とし

て紹介された三角形土製品は， その三角形の頂点にふくらみが顕著であるが， ここの8点（木

直C遺跡のもの・栄浜1遺跡のもの）にはふくらみがまったく見られないことから考えると，

まったく別種の土製品の同称にすぎないものであろう。

石製品

垂飾（257～262)，石刀（274)，青竜刀形石器（275.276)， オロシガネ状石器（277)， その他

（266～273）などがある。垂飾は前回の調査で12点ほど出土しており， あわせて18点になる。

石刀（274） としたものは，包含層の最上部に相当する深さから出土しており，手稲式土器に伴
なう可能性がある。

青竜刀形石器（275）は, G-1 d－p区から多くの破片になって出土したが， これらと接

合する破片のひとつが住居跡H 25の床面から検出されていることから，時期は縄文時代中期

後葉と推定される。淡黄褐色の珪藻質泥岩を素材としており，接合した本体はもとより， 多数
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の破片にも研磨の痕跡がよく残っている。表面

は，黒ずんでいるところもあるが，全体に酸化

鉄の付着が著しい。形態は， これまでに北海道

内で報告され，野村崇氏力苛分類したもの(1984,

「青竜刀形石器と梶棒石器｣）とは， わずかに異

なるところがある。突起が想定される位置が失

なわれているために，突起の有無はあきらかで
うちぞり そとぞり

はないが， 内反部分がうすくなり，外反部分力罫

厚〈なって， その外反に溝があるところから青

竜刀形石器と認定された。軟質の素材で加工が

比較的容易ということもあってか，外反部分の

溝はするどい。そして，外反にそって幅lcm内

外のところに明瞭な段差をもつ区画がみられる。

このように外反にそう明瞭な区画をもつところ

に，本例の特徴を指摘できる。

前掲の野村崇氏や富樫泰時氏(1983 「青竜刀

形石器｣)の分布図をかりると， この千歳5遺跡

の例は，太平洋岸では最北の青竜刀形石器とい

うことになる （図Ⅵ－4 1)。

ノ

~／ ~《

~／ ~･く
~／ ・ ~､

／ f/－，
~I 『
’ ~~図Ⅵ－4－1 青竜刀形石器の出土地

オロンガネ状石器（277）は手稲式土器に伴なうものと考えられる。 これについては，別項，

「5－ オロシガネ状石器について」で詳しく述べる。 （西田茂）
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5 ． オロシガネ状石器について

オロシガネ状石器（図V 2 25-277）は, G-1-b二区から出土している。多孔質の登別溶

結凝灰岩を素材にした， たて11.5cm, よこ10cm,厚さ1.3cmほどの板状のものである。これと同

じような石器の出土例は，表Ⅵ5－1に示すとおりである。名称として， これまでに「石皿形

石器｣， 「石皿様石製品｣， 「石皿様の石製品｣， 「皿形品｣， 「石製品｣， 「小型石Ⅱ｣， 「皿形石製品｣，

｢オロシガネ状石製品」などが用いられている。 これらの類例はオロシガネ状土製品とともに，

図Ⅵ-4-1～4に集めてある。

オロシガネ状石器の素材は,角閃石輝石安山岩,輝石安山岩，安山岩，軽石，凝灰岩，登別溶

結凝灰岩などで， 多孔質の石材が使用されている。おおまかな形態は，楕円形状の板である。

長さ10cmほと．のものが多いが，大きいものでは20cmにちかいものもある （図Ⅵ5-1-6)。厚

さは，長さの10分の1ていどで､ある。一面は， ほぼ平らかあるいはわずかにくぼんでおり， そ

の裏面はわずかにふくらんでいる。

なかには，長径方向の片辺が．内側にえく．られているもの(図Ⅵ5-1-6･9),幾分張り出し

ているもの(図Ⅵ-5 1 7･8, 図Ⅵ-5 2 1), こぶ状の突起のついたもの(図Ⅵ5 1-6,

図Ⅵ5 3 1） もある。手稲遺跡の例には，三か所の脚部がついたもの（図Ⅵ-5-1-2), 周

縁に溝がめく、るもの（図Ⅵ－5－1－3） もある。北広島団地第1遺跡のものには，一孔が穿たれ

ている （図Ⅵ5－1－5）。石材の硬軟によって，整形の状況は異なるところもあるのだろう。

伴出する土器は，縄文時代後期中葉の手稲式土器の場合が多い。

出土状態で注目されるのは，美々4遺跡の，焼土BF70(図Ⅵ-5-2-1) と焼土BF-10(図

Ⅵ－5－2－2）の例である。 とくにBF-70の場合は，手稲式土器と一緒に出土しており，時期決

定の有力な手がかりになっている。

図Ⅵ－5－3 5は，大正2年の｢深川灌概工事の際，地下二丈の処より掘出す。安山岩にて面

は粗造なり。厚六分余｡」 「石皿」 と紹介されているものである。宇田川洋氏の脚註は「形態的

特徴からアイヌの火皿の一種と思われる」 とある。検出の状況，伴出の土器等不明であり断言

はできないが． 「形態的特徴」からみて， オロシガネ状石器にふくめられよう。

このオロシガネ状石器を模して作ったと考えられる土製品の出土例は,表VI 5-2と図Ⅵ5

2～4に示してある。

オロシガネ状土製品について，興味ある説明をおこなったのは大塚和義氏で､ある｡1967年,大

塚氏は,東京都江戸川区郷土資料室に寄託してある余市町出土という土製品を紹介するなかで，

「……携帯用のすり石で､あるかもしれない。そのばあい，狩猟の際に用いるブシ毒をすりつぶ

すものかもしれない｡」 と述べている。

土製品の祖形については， 1969年に名取武光・松下亘両氏は『北海道原始文化聚英」の野幌

出土例をもとに「この土製品の原形がこの石器と思われる」 と述べている。そして大塚氏の説

に対しては，次のような条件付き肯定論を展開している。 「……この説は注目すべき新説である
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が，磨りつぶすという機能と材質の点と，手稲遺跡出土のものには，使用痕がみられないこと

などか《ら， さらに検討すべきであろう。 もっとも， この上で練るとか調合するというのであれ

ば問題は別である｡」

北海道埋蔵文化財センターか調査をおこなった江別市吉井の沢l遺跡の報告書では， オロシ

ガネ状土製品について，次のように記している(1982年)。少々長くなるが､図Ⅵ5-3の1～15

の説明をかねて，全文を引いておく。 「オロシガネ状のものは石製品と土製品があるが，系譜的

には石製品の方が先行するのであろう。土製品の形態文様などの変化は． はじめ2， 4， 5

のように楕円形にふたつのとんがりがあり，石製品のざらついた表面を刺突孔によって模した

かのようであり，つぎには8～12のように楕円形， 円形で周辺にはふちとゞりがあらわれ，皿状

の表面は， ひっかきの直線， 曲線によってうめられている。そしておわ')には， 13のような土

器の底部に類するものや． 14のように片面に縄文のみられる土板状のものになってしまうので
~半 ~っ、 ~7

めつ‐フか。」

吉井の沢1遺跡の調査とほぼ時を同じくして，千歳市末広遺跡の調査がおこなわれ， オロシ

ガネ状石器が4点， オロシガネ状士製品が18点出土している（図Ⅵ-5 4)。 これらは「焼土遺

構」 と呼ばれるところから検出されたものが多い。出土状況のもうひとつの特色として「． ．…・

土製品は磨滅痕は認められない｣にもかかわらず，小破片で､の出土例が多いことが指摘できる。

オロシガネ状石器の完形品（図Ⅵ5－4 1）は，両面ともに平らか， あるいはわずかにくぼん

でいる。土製品は，吉井の沢l遺跡例について引用した説明のなかにおさまりきるものである。

この末広遺跡の報告書で「小型の皿形土器」 と記してある （図Ⅵ5 4-11)のも，吉井の沢1

遺跡（図Ⅵ-5 3-15) と同じようにオロシガネ状土製品にふくめられるであろう。

以上の説明によって， オロシガネ状土製品には， いくらかの変化形態はあったとしても， そ

の祖形は， オロシガネ状石器であるといえる。

これまでに石器の名称は説明なしに使ってきたが，土製品との関連からすれば，本文で使っ

てきたオロシガネ状石器が適切と考えられる。

オロシガネ状石器の説明をおこなったもののひとつに，美沢l遺跡例での｢. ．…小型の石Ⅲ'てリ

スルク・シュマ（スルク ：毒， シュマ：石） といわれる， トリカフ、 |､毒を使う北見アイヌの土

俗資料に類似する……」がある(1977,北海道教育委員会)。石器の使いかたに関しては， 多孔

質の素材を，手のひらにのるていどに加工してあるところからすると， オロンガネであった可

能性は高い。

オロシガネ状石器は， 川くりの低湿地での大規模な発掘調査によって， 出土があいついでお

り，石器と認識されてから， 日はまだあさい。 この石器が出土する遺跡の，地理的および時間

的な分布状態が定まるなかで， 用途についても理解が深まるのであろう。 （西田茂）
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時期の推定（土器型式） オロj/ガネ状石器 ‘点数･素材など ｜オロシガネ状土製品･ ‘点数なと． 文献番号 遺跡名（所在地

’占角間石輝石安山岩、輝石安山
鷺 ' 1 ､ 、 岩図Ⅵ 5－2縄文時代後期中葉 （手稲式壬 9点 図Ⅵ 5稲（札幌市

1 1ワ
上 ､ 上白1

1点安山岩 図W-5－2北広島団地第1(広島町) 縄文時代後期中葉 （手稲式
吉井の沢｣ (江別市） 縄文時代後期中葉 （手稲式

2

[点安山岩 図Vl 5 4 'ｲ占 図Ⅵ－5－4』茜j h l , 』
〕

縄文時代

縄文時代

1 .点安山岩 図VI 5 4大麻24 (江別市４

10,点軽石､凝灰岩l (苫ﾉ1,牧市
学

天 沢５ ）

のﾊ占軽石、齪灰岩
“'"、 図Ⅵ 5－2 。縄文時代後期中葉 （手稲式） '占 図Ⅵ－5－4t 』 ‘ I,美々 4 （千歳市） 467

▲、v、I6

|点 l ,"不 明（江別市） 下 明
~

1点安山岩 図Ⅵ 5－3不 明（閑| |市納内） 不 印8
~~

鬮文時代後期中葉（ホヅケマ式） 4‘点記述なし図Ⅵ－5－5 18点 図Ⅵ 5－5 15末 広(千歳市）9

1点登別溶結凝灰岩
図Ⅵ－5－3

旗書千歳 5 （登別市） 縄文時代中期~後期10

ウレロッチ1 1 1左岸

（長沼町）
縄文時代後期中葉 （手稲式） 1点 岡Ⅵ 5 3 10， 1111

縄文時代晩期よ')も新し’ 1 ,点 図Ⅵ 5 4ママチ（千歳市12
l当

上J

1点 図Vl 5 3不 明(余市町 不 明 14 1ツ
』~△､ 士営13

表W-5-1 オロシガネ状石器･工製品の出土地名表
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※ オロンガネ状石器， オロシガネ状土製品の例示は， それぞれの報告書から複写した

ものである。 したがって，縮尺にいくらかのふぞろいはあるが，遺物の置きかたは．

掲載図にならった。手稲遺跡の土製品には二種の図が報告されているのがあり， これ

らは両方の図を示した。
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千歳5遺跡の古植生について

北海道開拓記念館研究員 山田悟郎

1 ．試料

ここて､取I)扱ったのは昭和59年に発掘調査力§行なわれた千歳5遺跡担当者によって採取され

た15点の土壌試料である。

柱状に5点の試料が採取されたF 100-dの土壌断面では，最下部が縄文時代中期～後期の

遺物包含層になっている黒色腐植土（試料No.5)で，上位には軽石質火山灰の二次堆積物が厚

く堆積している。二次堆積物中には8枚の腐植土の薄層がレンズ状に堆積し，各薄層の間には

6枚の火山灰質堆積物か挾在している。その内噴出源が確認されているのは試料No.2と3の間

に挾在する火山灰で､，北朝鮮の白頭山降下火山灰に対比が可能とされ， その噴出年代はl1～12

世紀とされている （町田他, 1984)。

試料No.1～4は8枚の腐植土の薄層の内4枚から採取されたものである。

その他に, H-26住居趾の炉内焼土(N()6～7), H 28住居趾の炉内焼土(No.8～9), H

29住居趾の炉内焼土(N()10) ,H-1グリッドの西側の焼土(No.11),Pit46覆土の下部(No.12～13),

同中部(No.14) , 同上部(Nol5)の10点が遺構内から採取されている。尚, 6～15の試料には小

粒の軽石が多量に含まれていた。

2．試料処理

試料処理にあたってはNo.l～5については採取された全試料がそれぞれ209程度で､あったの

で全試料を処理し， その他の試料については約300～5009をビーカーにとり次のように物理・

化学処理を行ってグリセリンゼリーで封入し各3枚のう°レパラートを作成した。

アルカリ処理（24時間）－水洗（3週間）－沈澱法による砂・礫・軽石の除去一混酸処理

水洗一アルカリ処理一水洗一比重分離一水洗一アセトリシス処理一水洗-HF処理の順に行なっ

た。

検鏡にあたっては位相差装置を併用して通常400倍で行ない，必要によって1,000倍で行なっ

た。

同定にあたっては樹木花粉が200個以上に達するまでに出現した花粉･胞子を無作為に同定し

計数す~るように努めたが，花粉含有数が少なかったため各試料とも3枚のフ・レパラート全てを

検鏡した。

そのうち樹木花粉総数が200個以上に達したのはNo. 1～5の試料のみで，他の試料では200個

を満たすものはなかった。

表示にあたっては， 各試料での花粉・胞子の出現数を表に示すとともに, No. 1～N().5の試料

については花粉ダイヤグラフに表示した。

表示にあたっては，樹木花粉については樹木花粉総数を基数とした百分率で，草本花粉・胞

子については総花粉・胞子数を基数とした百分率で表示した。 また，樹木花粉・草本花粉・胞

231



子の出現比も末尾に表示した。

3 ．分析結果

15点の土壌試料から樹木花粉26属l科，草本花粉2属19科，胞子3科，形態分類胞子2種類

を確認した。

その内訳および想定される母植物は次のとおりである。

樹木:A6/gs (モミ属： トドマツ), Pi"" (トウヒ属：エゾマツ･アカエゾマツ), P加zzs (マ

ツ属：ハイマツ), C"加加gγね(スギ属：スギ)． Stz/"(ヤナキ属：バヅコヤナギ･ネコヤナギ・

オノエヤナギ他) ， ノi4g""s (クルミ属：オニグルミ) , A/""s (ハンノキ属：ハンノキ・ケヤマ

ハンノキ) , Be/"〃（カバノキ属：シラカンバ・ダケカンバ・ウタ．イカンバ) , Caゆ加況s (クマ

シデ属：サワシバ) , CO7fy/"s(ハシバミ属：ツノハンバミ), C""""(クリ属： クリ）、 Osiry"

（アサダ属：アサダ) ,Rzgzfs(ブナ属：ブナ),Q""c"s(コナラ属： ミズナラ・コナラ),U/”zfs

（ニレ属：ハルニレ・オヒョウ) , C"c"秒ﾉjy""”（カツラ属： カツラ) ,〃鱈"0"a （モクレン

属： コフ,シ･ホオノキ),Hyd""g"(アジサイ属： ノリウツギ･ツルアジサイ他),SO76zfs-Pγ〃"〃s

（ナナカマド属一サクラ属：ナナカマド・アズキナシ・オオヤマザクラ・シウリザクラ他)，

P"2"り"2""0" (キハダ属：キハダ), R""s (ウルシ属：ヤマウルシ・ヅタウルン), Ac"("

エテ属： イタヤカエテゞ ･ハウチワカエデ他),AEsc"/zMs ( トチノキ属： トチノキ), T""(シナ

ノキ属： シナノキ・オオバボダイジ1),Araliaceae (ウコギ科：ハリギリ ・コシアフ．ラ・タラ

ノキ)､ F7tzx加況s (トネコリ属：ヤチダモ・アオダモ),Ez(0"y"zIs (ニシキキ属：ツリバナ･オ

オツリバナ他)。

草木:Chloranthaceae (センリョウ科： ヒトリシズカ・ワタリンズカ),Polygonaceae (タデ

科：オオイタドリ ・ ミゾソバ・ギシギン他),Chenopodiaceae (アカザ科：アカザ・シロザ) 、

Ranunculaceae (キンポウゲ科：カラマヅソウ・ニリンソウ他),Cruciferae (アブラナ科：タ

ネツケバナ･ナズナ他),Saxifragaceae(ユキノシタ科：ネコノメソウ･エゾネコノメソウ他) ,

Rosaceae(バラ科：ダイコンソウ･オオダイコンソウ･ワレモコウ･オニンモッケ他),Leguminosae

（マメ科： クサワジ・ヌスビ|､ハギ他),Balasaminaceae (ツリフネソウ科：キヅリフネ・ツ

リフネソウ),Haloragaceae(アリノトウグサ科：アリノトウグサ)、 Umbelliferae(セリ科：

エゾニエウ･オオハナウド他)､CampanulaCeae(キキョウ科：ツリガネニンジン他),Plantaginaceae

（オオバコ科：オオバコ),Chichorioideae (タンポポ亜科： コウソ、リナ・オオバナニガナ他),

Carduoideae (キク亜科：フキ･ハンゴウソウ・チシマアザミ他), Aγ彪加jsifz (ヨモキ属：オオ

ヨモギ・オトコヨモギ),Gramineae (イネ科： ヨシ・ササ・ススキ・イワノザリヤス・エノコ

ログサ他),Cyperaceae (カヤツリグサ科： クロアブ､ラガヤ･スケ他), Liliaceae (ユリ科：バ

イケイソウ・ウバユリ ・エンレイソウ・オオバナノエンレイ､ノウ・マイズルソウ他),Iridaceae

（アヤメ科： ノハナショウブ・ヒオウギアヤメ他),Lysichiton (ミズ､バショウ属： ミズバショ

ウ）

胞子:Equisetaceae( トクサ科：スギナ・ トクサ他),Osmundaceae(ゼンマイ科：ゼンマイ．
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ヤマドリゼンマイ他),Lycopodiaceae (ヒカケノカズラ科： ヒカケノカズラ他）

形態分類胞子:Monolatetypespore (シダ類),Triletetypespore (ワラビ他）

F-100 dの腐植土では全般に樹木花粉のA伽"s･Q〃"czzs･U/獅況s･S上z/ix･ﾉ"gﾉtz"s･Be加伽・

Qzゅ加焔･A"γ・FIzxi""s・A"2s,草木花粉のGramineae･Polygonaceae･Ranunculaceae･

Carduoideae･Artemisia･CyperaCeae,胞子のOsmundaceae･Monolatetypesporeを主と

した花粉構成であることが確認された。

縄文時代中期～後期の遺物包含層では落葉広葉樹のA/""s･Qzfe7'c"sが優勢で,次いでS上z/な・

ﾉ"gltz"s ･Be""･Caゆ加況s・Mzg"0"α･Ac"･F""""sと針葉樹のA〃“が多く出現し，草

本花粉・胞子ではGramineae･Polygonaceae・Ranunculaceae･Carduoideae･Aγ陀獅ぷα・

Cyperaceae, 胞子のOsmundaceae･Monotatetypesporeを主とした花粉構成であることが

確認された。

縄文時代中期～後期の遺物包含層では落葉広葉樹のA/""s･Q〃”“sが優勢で,次いでStz/な・

ﾉｾ《gわれs･Be""･Caゆ加況s･Mzg"0"α･A"γ・FMx加"sと針葉樹のA6"sが多く出現し，草

本花粉・胞子ではGramineae･Monotatetypesporeが優勢で，次いでPolygonaceae.Ranun-

culaceae･Umbelliferae･Carduoideae･Aγ胞加ism･Triletetypesporeが多く出現している。

総花粉・胞子に対する樹木花粉の出現比は低く ，草本花粉・胞子の出現比が高い。

直上のNo.4では花粉構成に変化は見られないものの． No.3ではA/"〃Sが急増しQ〃gγ“S ・

ハ壇ね"s･U/獅況s･A"Esが減少している。 しかし, No.2～1では再び元の出現率に戻っている。

また, No.3ではHaloragaceaeが多く出現している。

住居趾等の遺構内から採取された焼土・覆土でも花粉・胞子の出現数は少ないものの，樹木

花粉のA加況s ・Be"kz･Q""c"s･U/畑zMs･Ac",草本花粉・胞子のPolygonaceae･Ranun-

culaceae･Garduoidea･Aγ陀沈ism･Osmundacede･Monolatetypesporeを主とした花粉構

成が確認された。遺物包含層のNo.5の花粉構成とほぼ類似した組成である。

4．古植生について

15点の土壌試料から検出された花粉・胞子の構成比をもとに，縄文時代中期～後期に位置づ

けられた千歳5遺跡周辺の古植生は次のように推定される。

岡志別川に面した西向き斜面の適潤地にはミズナラ・コナラ・ハルニレ・サワジバ・ハウチ

ワカエデ・イタヤカエデ・シナノキ。 、ソクハシバミ ・シラカンバ・オニグルミ ・ホオノキ等か

らなる冷温帯林か~，遺跡前面の沖積地にはハンノキ・ヤナギ・ヤチダモからなる低湿地林（河

畔林）が分布していた。低湿地や隣接した場にはヨシ・クロアブラガヤ・スケ・ ミソ．ソバ・ア

リノトウグサ・バイケイソウ・ ヒオウギアヤメ ・ ミズバショウ・ネコノメソウ等力曾群落をつく

り，冷温帯林および低湿地林の周縁や遺跡の生活空間周囲には陽地性のオオイタドリ ・オオヨ

モギ・カラマツソウ・オニンモツケ・エゾニユウ・フキ・ ノ、ンゴウソウ・チンマアザミ ・スス

キ・シダ類からなる高茎群落が繁っていた。それらの草陰ではキツリフネ・ツリフネソウも花

を開いていた。

り○Q
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また，住居趾の周辺にはアカザ・シロザ・タネツケバナ・オオバコ ・ギシギシといった人里

雑草も繁っていたようである。

その後，雨水による浸食によって周囲から軽石流堆積物が流入して遺物包含層を埋積しはじ

めるが，腐植土も流れ込みレンズ状に堆積した。この頃から遺跡の周囲が多湿になり， それに

ともなってハンノキ林の分布域が拡大したが， 白頭山降下火山灰が堆積した11～12世紀頃には

縄文時代後期頃の規模に縮少している。
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1. A6"s, 2.Rc"､ 3. Stz/ix, 4.A"畑s, 5. Be/況敗, 6． Q""czIs, 7. U/加焔, 8．Rzgzzs, 9.

丁『"α､ 10.ハ壇""s, 11.So76"s-P"""s,12.Ac", 13.PIzg"ode""0"! 14."tMg720"α,15.Polygonaceae,
16.Ranunculaceae, 17. chenopodiaceae, 18． cruciferae, 19.Haloragaceae,20．Umbelliferae,21.

Campanulaceae,22.A7"""ぷα, 23.Carduoideae,24.Z,ysic〃加獅,25～26.Gramineae,27.Cyperaceae,

28.Monolatetypespore

1． 3～10, 14～18, 20, 22～23, 25～28, N().5, 2, N(). 1 , 11～13, No.4, 19, 24, No.3, 21, No.4

(1～2, x1$100, 3～28, x1,200)
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表千歳5遺跡で検出された花粉・胞子数
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